


[image: ]







[image: ]





	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	




[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　CONTENTS





いつも通りのプロローグ

DISC1　漆黒ラバー～常闇に消える恋～絶賛発売

DISC2　マイナス九百九十九ポイントの恐怖

DISC3　海とナンパとリアルギャルゲー

DISC4　地獄のギャルゲー合宿にご招待！

DISC5　ギャルゲープリンセスVSギャルゲーマスター

DISC6　復活への道しるべ

DISC7　リベンジマッチ

忙しないエピローグ

あとがき








[image: ギャルゲーマスター椎名2]





　いつも通りのプロローグ







　夏の強い日差しが降り注そそぐ学校の屋上で、二人ふたりの少女が向かい合っていた。

　一人ひとりはピンク色の衣い装しように身を包んだ魔ま法ほう少女。

　もう一人は頭にとんがり帽ぼう子しをかぶった悪の魔法使い。

「──そ、そんなバカな!?　我わが究極魔法、『暗黒死黒ダーク・歪時空ネシオン』を片手で弾はじき飛ばしただと！」

　悪の魔法使いが、魔法少女物というよりは少年漫まん画がのバトル漫画に登場する悪役っぽいセリフを口にした。たしかに台本には悪の魔法使いが劣勢に陥おちいる、とあるが、こんなセリフはどこにも書いていない。悪の魔法使いの究極魔法を片手で弾き飛ばしたことにされた魔法少女は、「えっと、えっと、えっとぉ……」とセリフに詰つまり、そのうちうつむいてしまった。

「──カット、カット、カット！」

　痺しびれを切らした監かん督とく様さまが黄き色いろいメガホンを片手に二人の前に飛び出してきた。

　ギャルゲー研究部のボスこと桐きりケが谷や京きよう子こ先せん輩ぱいは、「なってない。全然なってない」と眉まゆ根ねをひそめながら屋上のフェンスを苛いら立だたしげにメガホンで叩たたく。

「なってない？　そうか？　カオルちゃんの演技は完かん璧ぺきだったと思うぞ？」

　Ｇ研のトラブルメーカー、音楽担当の雪ゆき平ひらカオルが八や重え歯ばを覗のぞかせながら先端に髑どく髏ろのついた杖つえをくるくると器用に回転させる。こいつの演技力はともかく、悪の魔法使いというわかりやすい敵かたき役やくは、小悪魔気質の雪平にはピッタリだと思う。……まあ、敵のボスにしては貫かん禄ろくが少々足りない気がするが。

「あ、あの……すみません。私が途と中ちゆうでどもっちゃったから……」

　一方、魔法少女役の川かわ野の辺べ陽ひ香か理りさんは謙けん虚きよだった。先輩たちに無理やり魔法少女のコスプレ衣装を着せられた川野辺さんは今日きよう一番の被害者と言っても過言ではないわけで、謝あやまる必要はどこにもないと思うが、おそらく京子先輩に睨にらまれて反射的に謝ってしまったのだろう。

「カオル、陽香理？　二人とも何を勘違いしているの？　私はあなたたちの演技に文句をつけているわけではないの。もっと根本的な問題を追求しているのよ！」

　京子先輩はそう言いながらメガホンを川野辺さんの胸元に突き付けた。

「──陽香理！　この無む駄だに発育したおっぱいはなんなのよ！　魔法少女はみんなぺったんこでしょう!?　巨乳の魔法少女なんて邪道もいいところよ！　今すぐ縮ちぢめなさい！」

「え、ええええぇ……」川野辺さんが口をパクパクさせる。「縮めろって言われても……」

　伝家の宝ほう刀とう、京子先輩の『不可能無茶むちや振ぶり』が炸さく裂れつした。

　胸を縮めろって、無茶な注文だよなぁ。というか……川野辺さんを魔法少女役に指名したのって京子先輩だったよな？　なんで川野辺さんのせいみたいになってるんだろう……。

「たしかに魔ま法ほう少女ってみんなぺったんこだよなー」

「……Ａカップでも大きすぎます。ＡＡＡカップが望ましいラインです」

　シナリオ担当の赤あか羽ばねサヤカ先せん輩ぱいと、プログラム担当の秋あき葉ば凜りんさんが吞気のんきに魔法少女の考察を始めた。相変わらずマイペースな人たちだ。

「ＡＡＡカップ？　そんなのあるのかー？」

「……あるのです。うちの部にもＡＡＡカップに該がい当とうする人が一人ひとり……」

　そう言って秋葉さんが京きよう子こ先輩に視し線せんを注そそぐ。

　おれは京子先輩の薄うすい胸を見つめながら、魔法少女の衣い装しように身を包んだ京子先輩のコスプレ姿を想像した。小学校の高学年にも満たない幼児体型はまさしく魔法少女に相応ふさわしく、「魔法少女マジカル京子！　ここに参上☆」みたいなセリフが脳内で勝手に再生された。……うむ、似合いすぎてやばいな。まさにハマり役じゃないか。

「それからカオル！」

「……むふー？」

「あなたは全体的に色気が足りないわ！　悪の魔法使いというのはね、悪役であると同時にエロ担当なのよ！　せっかく際きわどい衣装を着てるんだから、もっと色気を出しなさい！」

「な、なんですと!?　カオルちゃんはセクシーの塊かたまりのはずなのに！」

「お前、それ本気で言ってんのかよ……」

「う、うるさいのだ！　ロリコンの雄ゆう介すけに大人おとなの色気が理解できるはずがないのだ！」

「人を勝手にロリコンにすんな！」

「──二人ふたりとも黙だまりなさい！」

　京子先輩がパコンパコンとおれと雪ゆき平ひらの頭をメガホンで叩たたく。

「もういいわ！　──次よ！　次のシーンに進むわよ！」

「……次？　次なんてあるんですか？」

　台本は中ちゆう途と半はん端ぱなところで終わっていて、肝かん心じんの悪の魔法使いと魔法少女のバトルの結末は書かれていない。もともと秋葉さんが趣しゆ味みで作ったコスプレ衣装を、「誰だれが着るか？」という話が膨ふくらんで、「魔法少女の研究をしましょう！」→「悪の魔法使いの衣装もあるぜ！」→「屋上でバトルシーンの撮さつ影えいをしましょう！」→「だったら台本作るぜ！」となったのだ。

「へっへっへー。それがあるんだなー」

　どこに隠かくしていたのか、サヤカ先輩が大きな紙袋を提さげておれに近づいてきた。

「な、なんですかそれ……」

「しーなの衣装だぜー」

「お、おれのですか!?　ってか、おれ何役!?」

「このあとピンチに陥おちいった悪の魔法使いが下級悪魔を召しよう喚かんするんだ。しーなにはその名も無き悪魔を演じてもらうぜー」

　と言いつつサヤカ先せん輩ぱいが衣い装しようを手渡す。

　衣装というか……ただの暗幕だった。

　これを頭からすっぽりかぶれってことだろうな。

「あの、この所々についてるビラビラしたのは……？」

「触しよく手しゆに決まってるだろー。言わせんな、恥はずかしい」

　サヤカ先輩はポケットからメモ用紙を取り出し、

「ちなみに椎しい名なが演じるのはマイナーすぎて名前さえ与えられていない最下級の悪あく魔まで、無数の触手を持つグロテスクな怪かい物ぶつなんだ。言葉を操あやつるほどの知能はないけど、なぜか人間の女の子に強い関心を示す変態悪魔でなー。女の子を見つけたら『ぐぼぼぼぼ』って鳴く」

「……やりたくねぇ……」

「こらー！　椎名！　早く準備しなさい！」

　京きよう子こ先輩に急せかされ、おれは慌あわてて暗幕を頭からかぶった。

　ちゃんと目が見えるように暗幕には穴が開いていた。

　なんつーか、恋愛シミュレーションとしてのギャルゲーとはもはやなんの関係もないシーンだよな。そういや昨日きのうはホラーゲームとギャルゲーの親和性について議ぎ論ろんしてたっけ。

　ここ最近の京子先輩は迷走に迷走を重ねている。迷走するにいたったきっかけはいろいろあるんだけど、今はそれを説明している暇ひまはなさそうだな……。

「さー、さー、お待ちかねのクライマックスよ！　椎名！　陽ひ香か理りを触手で縛しばり上げて、好きなだけ『ぐぼぼぼぼ』しなさい！」

「その『ぐぼぼぼぼ』しなさいって、どういう意味なんすか……」

「カオル！　あなたもこっちに来て、椎名の触手の餌え食じきになりなさい！」

「むふぅー？　どうしてカオルちゃんが、自分で呼び出した悪魔の餌食になるのだー？」

「椎名は知能が低いから敵と味方の区別がつかないんだよー」とサヤカ先輩。

「なるほど！　雄ゆう介すけの知能の低さが仇あだとなったのだな！　カオルちゃんピーンチ！」

「……知能が低いのはおれじゃなくて、悪魔のほうな……（あとお前も）」

「しーなー、謎なぞの液体で二人ふたりを攻こう撃げきだー！　触手の先端からびゅるびゅる発射しろー！」

「そんな卑ひ猥わいな液体は出せませんから！」

「噓うそだー。男はみんな卑猥な液体を出せるはずだぞー」

「下ネタ！　下ネタ禁止！」

「椎名、謎の液体の代わりにこれを使いなさい」

　そう言って京子先輩が手渡してきたのは半透明のボトルだった。

「これ、なんですか？」

「カルピスの原液よ。謎の液体は白くて粘ねば々ねばしてるのよ」

「えっと……で？　これをどうしろと？」

「二人ふたりをカルピスまみれにしなさい！」

「か、カルピスまみれって……マジで言ってるんですか？」

「何よ。じれったいわねぇー」

　京きよう子こ先せん輩ぱいはおれにガンを飛ばすと、「カオル！　陽ひ香か理り！　こっちに来なさい！」と二人を手招きし、「大変！　手が滑ったわ！」と両手で抱えたボトルを乱らん暴ぼうに振り回した。

「ひううううううううっ!?」「きゃああああああああ!?」

　粘っこい液体が魔ま法ほう少女と悪の魔法使いの色いろ鮮あざやかな衣い装しようを白く染そめる。

　カルピスの原液は屋上の床ゆかにも散布された。
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「……シャッターチャンス。これは千せん載ざい一いち遇ぐうのシャッターチャンスです」

　仲良く転倒した雪ゆき平ひらと川かわ野の辺べさんのパンチラを撮さつ影えいしようと秋あき葉ばさんがすかさず前に出る。

　雪平のパンチラは全然嬉うれしくないけど、川野辺さんのパンチラにはちょっと興きよう味みが……。

　暗幕をかぶったままさりげなく二人の側そばに移動しようとすると、

「しーなは遠えん慮りよしてくれー」サヤカ先輩がおれの肩を叩たたき、「二人ともパンツ丸見えだから」

「そ、そうですか……」

「椎しい名な！　何やってるのよ！　早く奇声を発しなさい！」

「え？　奇声っすか……？」

「こっちは見ちゃダメよ。必要なのは低俗な悪魔の叫び声だけだから」

「音声だけなら今じゃなくてもいいのでは……」

「早くしなさいよ！　命令を拒否するのなら、その格かつ好こうで町内を一周させるわよ！」

「……ぐ、ぐぼぼぼぼぼ……」

「もっと大きな声で！　もっと醜みにくい声で鳴きなさい！」

「ぐぼぼぼぼぼぼぼぼぼ──っ！」

　もう嫌いやだ！　帰りたい！　この際、魔ま界かいでもいいから！




　こうして今日きようも、貴重な夏休みが無む駄だに消費された。

　もっとも、明日あしたも明後日あさつても明々後日しあさつても……こんな日常が続きそうな予感がしてならないんだけど。
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「私たちが作ったギャルゲーは究極のギャルゲーではありませんでした……」

　夏休みが目前に迫ったある日のこと。

　京きよう子こ先せん輩ぱいが部室のソファーに寝転がったまま小声でつぶやいた。

　この発言に対する各部員の反応は、「はい？（おれ）」「むふー？（雪ゆき平ひら）」「ほー？（サヤカ先輩）」「…………（秋あき葉ばさん）」「……え？（川かわ野の辺べさん）」とまあ、こんな感じだった。

　京子先輩はおれたちのリアクションの薄うすさが気に食わなかったらしく、

「私たちが作ったギャルゲーは究極のギャルゲーではありませんでした──っ！」

　声を張り上げてもう一度、言い直した。

　その後、身体からだを起こしてソファーの上に立った京子先輩はクッションを引っつかみ、「私たちはまだまだ未み熟じゆくです！」と叫びながらおれに向かってクッションを投げつけてきた。

「恋が足りない！　愛が足りない！　何もかもが足りてない！（ポイッ）」

「……ちょ、うわっ！（片手でキャッチ）」

「あらゆる意味で未熟！　究極のギャルゲーには程ほど遠とおいわ！（ポイッ）」

「……ざ、雑誌は止やめっ!?（顔面に直ちよく撃げき）」

　おれは鼻を押さえながらその場にうずくまった。痛い痛い、と嘆きながら。

　……にしても、いつになくおかんむりだなぁ。

　京きよう子こ先せん輩ぱいは気分屋なところがあって、脈絡のないことを言い出すのは決して珍しいことではないんだけど──今回はちょっとした訳わけがあった。

「私たちが作った（中略）究極のギャルゲー（以下略）」という京子先輩の発言はＧ研で制作した『お嬢じよう様さまの初う心ぶな恋愛』というタイトルのギャルゲーのことを指しているのだが、おれたちＧ研はこのギャルゲーを『フリコン』というウェブで定期的に開催されているゲームコンテストに駆かけ込こみで応募した。ちなみに応募したのは一ヶ月以上も前のことだ。

　そしてほんの一週間前にこの『フリコン』の受じゆ賞しよう作さくが発表された。

『フリコン』には金賞・銀賞・銅賞の三つの賞があるのだが、残念ながらＧ研が制作したギャルゲーはこの三つのいずれの賞も獲かく得とくできなかった。しかし、今回新たに新設された『期待賞』という特別枠の賞に運よく引っかかった。

　高校生が制作したということで、将来性を評価されたのでしょう、という秋あき葉ばさんの分析は的まとを射いていると思う。

　このとき京子先輩は「私たちもまだまだね」と結果を謙けん虚きよに受け止めたのだが、その後、校長と揉もめに揉めた。忘れている人も多いと思うが、Ｇ研が『フリコン』に参加したのは、校長とある約束事を交かわしていたからだ。その約束事とは、『もし今学期中になんの実じつ績せきも残せなかったら部室を明け渡す』＝『事実上の廃部』というもの。

　もっとも、廃部という表現は正しくない。

　そもそもギャルゲー研究部という団体名は京子先輩の自称なのだ。

　学校のパンフレットに、Ｇ研の名前はどこにも載のってない。

　つまり、校長は部室棟の空き教室を無断で使用しているＧ研に対し、『そこお前らの部室じゃねーから』と主張していたわけだ。そして、『実績を上げれば正式な部にしてやってもいいぜ』と校長から提案があり、『でも実績作れなかったら部室出ていってね』と、たぶん校長としては後者を期待していたのだろう。その証しよう拠こに、『期待賞ゲットしました』と京子先輩が報告に行くと、『あ、そう。じゃあ、今まで通りに活動していいよ。ただ、ギャルゲー研究部っての？　さすがにそういう名前の部を学校の正式な部として認めるわけにはいかないんだよねぇ」と約束を違たがえた。

　この無神経な校長の発言に京子先輩は当然ながらブチ切れた。

　そして校長との泥沼の戦いが始まったのだが……話すと長くなるので省略する。

　結けつ論ろんだけ言うと、現状維持。

　京子先輩のほうも、「まあ部になったところでうちの学校の文化部は部費がほとんど下りないものね。それに正式な部になったら入部希望者が殺到するかもしれないし……。スカウト制のＧ研としてはアングラで活動していくのが一番よね」と一応納なつ得とくしていた。

『フリコン』の結果はそんな感じだったのだが、ではどうして京きよう子こ先せん輩ぱいが今になって「私たちが作った（中略）究極のギャルゲー（以下略）」などと言い出したのか？

　最初も言ったが、これにはちょっとした訳わけがある。

　わりと単純な思考に基づく理由ではあるのだが……。

　ともかく──

　京子先輩がギャルゲーの修しゆ羅らと化すきっかけとなった出来事を、ダイジェストで──いや、せっかくだから四日前にさかのぼって余よ談だんも含めて赤せき裸ら々らに語ってみようと思う。




　──とゆーわけで、四日前。




　　　◇　◇　◇




　その日はコンシューマー向けのギャルゲーのビッグタイトルが二本も発売されることになっていて、京子先輩たちはそれが義務であるかのように、何週間も前から秋あき葉は原ばらのショップでその二本のソフトを予約していた。……もちろんおれも（京子先輩に半ば無理やり）。

　どちらも前評判の高いギャルゲーで、一本は人気イラストレーター、『みかづきはんげつ』を原画家に起用したシナリオ重視の学園サスペンス＋ミステリ風ふう味みのギャルゲーで、タイトルは『漆しつ黒こくラバー～常とこ闇やみに消える恋～』。

　もう一本は携帯ゲーム機きから発売される、『対戦型恋愛シミュレーション』という今までのギャルゲーにはなかった新しい遊び方を提案している『School Revolution』。

　後者の『対戦型恋愛シミュレーション』はちょっとイメージしづらいかもしれない。秋あき葉ばさんが言うには、「……要は普通のギャルゲーを一対一でプレイし、マップ移動と選せん択たく肢しを駆く使しして、相手よりも先に攻略対象となるヒロインを落とす……そんなゲームです」とのこと。対戦後、リアルバトルに発展する危険性を秘めたギャルゲーではないだろうか、とおれは思う。

　発売当日の放ほう課か後ご、雪ゆき平ひらを除く五人で秋葉原へ向かった（雪平は放浪癖へきが発動し、そのとき青あお森もりに旅立っていた。ギャルゲーは現地調ちよう達たつするのだ～、とは言っていたが）。

「お～、みんなあれあれ！　あそこ見てみろよ～」

　秋葉原のメインストリートで信号待ちをしていると、ふいにサヤカ先輩が向かい側のビルを指さした。視し線せんを傾けると、ビルの一辺を覆おおい尽くす『漆黒ラバー』の巨大な看板広告が目に飛び込んできた。メインヒロインの夢ゆめ川かわカエデが、血の滴したたるカッターナイフを片手に佇たたずんでいる絵で、黒い背景に白抜き文字で『あなたの恋を死滅させる……』と書いてある。

「う、うおおおおー！　この煽あおり文句は鳥肌もんだぜー！　か、カッコよすぎる！　っていうか、カッターナイフを片手に立ってるだけの絵なのにこの臨りん場じよう感かんはなんなんだー!?」

「サヤカ先せん輩ぱい、興こう奮ふんしすぎですよ……」

「へっ！　クールぶってんじゃねーぞ、しーな！　内心では、『ハァハァ！　カエデたん！　僕と結婚してくれええええ！』とか思ってるんダロ？　──ふふふ、渡さん……渡さんぞ！　カエデは誰だれにも渡さーん！　カエデはあたしの嫁よめなのだ……くっくっくっ……」

「……それではカエデと双そう璧へきをなすもう一人ひとりのヒロイン、刺し刀とうメグミは私がもらいます」

「ほー、凜りんは刺刀メグミ派か。まー、メグミは凜の大好物のツンデレキャラだからなー」

「……メグミはツンデレ界、期待の星です」

「発売前の人にん気き投票ではメグミが一位でしたよね」と川かわ野の辺べさん。

「陽ひ香か理りはどっちだ？　カエデ派か？」

「うーん、ビジュアル的には断然カエデなんですけど、体たい験けん版ばんをやってたら、メグミの健けな気げさに胸キュンしちゃいまして。……でも、うーん、甲こう乙おつつけがたいんですよね……」

「あー、体験版ではカエデの出番少なかったもんなー。なんてーの？　おあずけ感？　カエデ様！　もっと汚い言葉で罵ののしってください！　──みたいな書き込みがネット掲示板には目立ったよなー。あたしも同じ感想だけどなーｗｗｗｗ」

　先輩たちのオタクトークは止まらない。「もう青あおなんですけど……」というおれのつぶやきは誰の耳にも届くことはなく、華か麗れいにスルーされた。

　ここ数ヶ月でギャルゲーに対する抵抗はだいぶ薄うすれてきたが、だからといって先輩たちほど熱ねつ心しんなギャルゲーオタクに生まれ変わったわけでもなかった。そんなおれだが、ギャルゲー作りに情熱を燃もやす先輩たちの手助けをしたい、という気持ちは少なからずある。ギャルゲーに対するわだかまりが完全に解消されたわけではないが、今さらＧ研を抜けるのもどうかと思うし、当分の間は先輩たちに付き合うつもりだ。先輩たちのテンションについていくのはすごく大変だけど、まあ、なるようになるだろう。……たぶん。

「ん？　京きよう子こー？　さっきからどうしたんだ？　むすっとしちゃって？」

「……一つ気になることがあるのよ」

　京子先輩はそう言って『漆しつ黒こくラバー』の看板広告を見上げた。

「体験版でカエデの『潔けつ癖ぺき症しよう』がいろんなシーンで強きよう調ちようされていたでしょう？」

「……ありました。体育が終わったあと、主人公がカエデに近づいたら、『汗あせ臭くさい身体からだで私に近寄らないで！』と叫んでいました。あの拒絶反応はきっと何かの伏ふく線せんです」

「それよそれ！　私が気になったのもそのシーンなのよ！」

　京子先輩はわなわなと震ふるえながら、「……もしも、もしもよ？」と前置きし、

「カエデの元カレとかが出てきたら……どうする？」

　絶望感を背負ったような神妙な顔つきでみんなにそう尋たずねた。

　……ん？　どういう意味だ？

　おれには京子先輩の発言の意図がわからなかったのだが──

「へっ！」サヤカ先せん輩ぱいが鼻で笑い、「そりゃもう、ディスクを叩たたき割って、メーカーに送りつけてやるしかないだろーなー！　だろーなー！（エコー）」

「……そいつはクレージーです。しかしその意見には同意せざるを得ません」

「元カレは……元カレはダメです。寝取られ……ううう、カエデはそんな子じゃありません」

　先輩たちが青筋を立てて激げき怒どする。川かわ野の辺べさんなんて涙目になっていった。

「そうよね！　そうよね！　ディスクを叩き割るしかないわよね！　メーカーに送りつけてやるしかないわよね！　寝取られは厳げん禁きんよね！　──よかったわ！　みんな同じ意見で！」

「当たり前だろー、きょーこー！　寝取られはユーザーに対する裏切りだぜー！」

　ちびっ子二人ふたり組ぐみががしっと手と手を握り合う。

　ああ、なるほど。ヒロインに主人公以外の男の影かげがちらつくのはダメなのね。

　ふーん。ギャルゲーユーザーってけっこうデリケートなんだな。

　……あれ？　でも待てよ？

「あのー、思ったんですけど。ヒロインに元カレがいるのって、それは過去の事実であって、現在進行形で横取りされたわけではないですよね？　それって寝取られとは微妙に違うんじゃないですか？」

　おれはただ思ったことを口にしただけだったのだが──

「ああーん？（京きよう子こ先輩）」「なん……だと？（サヤカ先輩）」

「…………ピクッ（秋あき葉ばさん）」「……いいえ、寝取られです（川野辺さん）」

　その後の展開は言うまでもないだろう。

　おれの意見は全会一致で棄き却きやくされ、ドＳキャラの夢ゆめ川かわカエデも真まっ青さおな暴ぼう言げんの数々を先輩たち（＋川野辺さん）からちょうだいした。

「椎しい名な！　あなたは稀き代たいのドＭよ！　このマゾ上級者がああああ！」という京子先輩の罵ののしりはいつものことだが、どさくさにまぎれて川野辺さんがつぶやいた、「椎名君が予約した『漆しつ黒こくラバー』だけディスクが読み込めなければいいのに……」という一言には正直ゾッとした。

　Ｇ研に入部した当初はギャルゲーにさほど詳しくなかった川野辺さんだが、この数ヶ月で立派なギャルゲーオタクに成長した。どうやら同じ一年生の雪ゆき平ひらと交流を深めているうちに『ギャルゲー道』の深みにハマってしまったらしい。今ではこの二人、「ひかりー！」「カオルちゃん！」と呼び合う仲のよさだ。

　女性陣に公衆の面前で散々罵られたあと、「まー、シナリオライターのユズキ先生は数々の名作を生み出してる人だし、ユーザーの反感を買うような真ま似ねはしないだろー」とサヤカ先輩の分析が入り、「そうよね。仮にも大手のゲームメーカーだものね」と京子先輩も一応納なつ得とくしていた。




　その後、予約していたショップで無事に目当てのソフトを購こう入にゆうし、すぐに駅に引き返した。

　早くプレイしたいなー、とみんな口々に言うので、このまま帰宅するんだろうな、と思っていたら、「マックに入りましょう。心の準備が必要だわ」と京きよう子こ先せん輩ぱいが言い出し、「そだなー。精神統一しないとなー」とサヤカ先輩が賛さん同どうを示し、「……まだ慌あわてる時間ではありません」と秋あき葉ばさんがどこかで聞いたことのあるセリフをつぶやき、「……あ、喉のどが渇いてることに今気づきました」と川かわ野の辺べさんが額ひたいの汗をハンカチで拭ぬぐった。

　……どんだけ心待ちにしてたんだよ。今日きようという日を……。

　おれはそわそわしながらマックに入っていく先輩たちの後ろ姿を追いかけた。




　五分後、店内にて──

「ねえ、川野辺さん。その大きな荷物って何？」

　向かい側の席に座った川野辺さんにそう尋たずねると、

「これ？　これは『漆しつ黒こくラバー』のタペストリーだよ」

「あ、ああ、タペストリーね」

　タペストリーって……なんだっけ？

「これね、1200mm×700mmの特大タペストリーなんだよ。カエデとメグミが背中合わせで立ってる絵でね……他ほかにもカエデの体たい操そう着ぎ姿とかもあったんだけど──」

　なんだろう？　ポスターみたいなものか？

「あのさ、そのタペストリー、ちょっと見せてもらってもいい？」

「うん、いいよ」川野辺さんがタペストリーをテーブルの上に置く。「あ、椎しい名な君。反対側、持ってくれない？」

「あ、うん」

　おれは川野辺さんが紐ひも解といたタペストリーの軸を両手でつかんだ。準備が整ととのうと、「じゃあ、広げるね」と言って川野辺さんが巻物を広げるようにタペストリーをテーブルの上に横断させた。特大というだけあってかなりの大きさで……。ってか、こんなにデカいのかよ！　う、うわぁー、周囲の視し線せんが痛い……痛いぞ！

「……た、タペストリーって……掛け軸みたいだよね」

　おれはうつむき加減にそうつぶやいた。

「ああ、最高……。やっぱりみかづき先生の絵は素敵すてきすぎる……」

　川野辺さんはタペストリーの柄がらにうっとりしていた。

　早くしまってください！　お願ねがいですから！　川野辺さーん！

　く、くそっ！　なんとか川野辺さんに正気に戻ってもらわないと！

　先輩たちは先輩たちでショップ特典のテレカを眺めながらニヤニヤしてるし……。

「そ、そういえばさ、みかづきはんげつの絵って、川野辺さんの絵にちょっと似てるよね」

「あ、わかる？」川野辺さんの顔がパァっと明るくなった。

「絵え柄がらが似てるというよりは絵の方向性が似てるって感じだけど……（早くしまえ～！）」

「そうそう！　そうなの！　さすが椎しい名な君！（タペストリーの絵を何度も指さす）」

「ははは……やっぱりね。そうなんじゃないかと思ったんだよ（だからしまえっての！）」

「私ね、みかづき先生の大ファンで、一時期、みかづき先生の絵をひたすら真ま似ねしてる時期があってね、たぶんその影えい響きようだと思うんだー（うっとりしながら絵を眺める）」

「そ、そうなんだ……（オウチニカエリタイ）」

「椎名君はこういう絵柄どう？　好き？（目を輝かがやかせながら）」

「……おれはどちらかと言えば川かわ野の辺べさんの絵のほうが好きかな……（ここは褒ほめとこう）」

「え？　今、なんて言った？（真顔で）」

「い、いや、だから川野辺さんの絵のほうが好きかなって……（え？　何この雰囲気？）」

　軽い気持ちで川野辺さんの絵を持ち上げたのがいけなかったらしい。

　直後──川野辺さんの怒りが大だい爆ばく発はつした。

「謝あやまって！　みかづき先生に謝って！　秋あき葉は原ばらのどこかのショップにみかづき先生のサイン色紙が飾ってあるはずだから、今すぐサイン色紙に土ど下げ座ざしてきて──っ！」

「ちょ、ちょっと川野辺さん……落ち着いて……」

「私みたいなゴミ虫とみかづき先生を同列に語っちゃダメなの！　私の絵なんてまだまだ発展途と上じようなんだから！　それに比べてみかづき先生の絵は……ほら、このタペストリーの絵柄を見てよ!?　神様の仕し業わざとしか思えないでしょう!?」

「わ、わかったから……わかったから（それを早いところしまってください！）」

　状況が悪化する中、騒さわぎに気づいた京きよう子こ先せん輩ぱいが、「陽ひ香か理り？　何を騒いでいるの？」とおれたちの側そばに近づいてきた。おれが事情を説明すると、「なんですって？」と途端とたんに顔色を変えた。どちらに対して怒っているのかと言えば……どうやらそれはおれのようで──

「椎名、あなたねぇ、たとえお世せ辞じでもそういうことは言っちゃダメよ？」

「……いや、別にお世辞ってわけでは……」

「私たちだって、陽香理の絵の才能は認めているけど、本人も言ってるように、陽香理の絵はまだまだ荒削りで発展途上の段階にあるのよ。みかづき先生の絵に追いつき追い越せと、日々努力している陽香理に『おれは川野辺さんの絵のほうが好きかな……』って、無神経な発言だとは思わないの？　陽香理に対してだけじゃないわ！　みかづき先生に対しても失礼よ！」

「そーだ。そーだ。しーなは無神経だー」とサヤカ先輩が煽あおる。

「……迂う闊かつなことは言うものではありません」と秋あき葉ばさん。

「椎名！　みかづき先生に至急、謝しや罪ざいのメールを送りなさい！」

「……は、はあ？」

「聞こえなかったの？　謝罪のメールよ！　凜りん、ネットブックを貸してちょうだい！」

「……お任せを」

　秋あき葉ばさんが足元のバッグから真まっ赤かなネットブックを取り出した。

「……みかづき先生のブログを発見。メールアドレスを確かく保ほしました。……文面は？」

「そうね。僕は桜さくら台だい高校の一年生、椎しい名な雄ゆう介すけです。住所は──」

「──ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　個人情報丸出しじゃないですか!?」

「はあ？　謝しや罪ざいのメールを匿とく名めいで送ってどうするのよ？　ちゃんと名乗らないとみかづき先生が困るでしょう？　匿名で送ったら、誰だれだよこいつ、ってなるじゃない」

「個人情報付きのメールを送られるほうが、よっぽど扱いに困りますよ！」

「……サヤカ、続きを書いてください。へりくだった文章は苦にが手てです」

「おーけー」サヤカ先せん輩ぱいがネットブックの前に移動する。「いやー、みかづき先生宛あてのメールとなるとさすがに緊きん張ちようするなー」

「あの、サヤカ先輩？　みかづき先生に失礼のないようにお願ねがいしますね？」

「心配するな、ひかりー。サヤカ先輩は謝罪にかけては超一流なんだぞー」

　そんな超一流嫌いやだな。っていうか、マジで謝罪のメール送りつけるつもりなのか……？

「よっしゃ！　できたぜー！　どうだ、京きよう子こ？　これで文句ないだろ？」

「ふむふむ、なかなかインパクトのある謝罪文じゃない」

　おいこら！　謝罪にインパクトを求めるなよ！　おれが送ったことになるんだぞ！

「ほいじゃー、ボチボチ送信しちゃいましょうかねー。あー、ドキドキするー」

「あ、あの……。マジでそのメール……送信するんですか？」

「おいおい、しーなー。当人がそんな弱腰でどうするんだよー」

「いやいやいや！　弱腰とかそういう問題じゃなくて！」

「──ちょっと待って！」

　と、ここで京子先輩の横よこ槍やりが入った。

「んー？　どうした京子？　神妙な顔しちゃって？」

「ええ……ちょっと……」

　お、この表情はもしかして？

　メールを送りつけるのが非ひ常じよう識しきな行為だと気づいて……我われに返ったとか？




「……メールの最後に『サインを頂けないでしょうか』って……付け足してくれない？」




　何言い出しますかこの人は！　しかも微妙に顔赤らめてるし！

「あ、なるべく丁てい寧ねいな文面でお願ねがいね？　恐きよう縮しゆくですとか、不ぶ躾しつけですみませんとか……」

　モジモジしてる！　あの京子先輩がモジモジしてるよ！

「きょーこー、自分ばっかりズルいぞー。あたしもみかづき先生のサインほしーぜー」

「あ、あの、あの！　私もサイン欲しいです！　サインと、あ、あと、どうしたら絵が上達するのか、コツを教えて頂けないでしょうかって、追記をお願ねがいします！」

「……うちの原画家さんは強欲です。けっこう恥はじ知らず」

　必死にアピールしている川かわ野の辺べさんを横目で見ながら秋あき葉ばさんが不気味に微笑ほほえむ。

「……ついでに、刺し刀とうメグミのラフがもらえないか、お願いしてみてください」

「凜りんっ！　あなたが一番強欲よ！」「へっへっへー。さすがは凜だぜー」

　こうして前半が謝しや罪ざい、後半がファンレターな、ちぐはぐなメールが完成した。

「じゃあ、行くぞー？（サヤカ先せん輩ぱい）」「わーわー（川野辺さん）」「……返信があることを願うのみです（秋葉さん）」「みかづき先生に届け！　この熱あつい思い！（京きよう子こ先輩）」

　おれはそのメールが送信されるのを黙だまって見送った。勢いに吞のまれたこともあるが、たとえここでメールの送信を阻止できたとしても、おれがいないところで勝手に送信される可能性があるわけで……。そう考えると、どのみち結果は同じ。無む駄だな抵抗ってやつだ。




　ちなみにその後のことだが……。

　結局、何日経たっても先輩たちが送ったメールに対する返信はなかった。

　個人情報付きのメールを送られて辟へき易えきしたのだろう、と思いきや、どうやら先輩たちが敬愛するみかづきはんげつ先生は、送られてきたファンメールにはきちんと目を通すものの、毎日大量に送られてくるそれらメールに対し、いちいち返信することはまずないらしかった。送ったメールの内容が内容だから、返信がなくておれはホッとしたのが、みかづきはんげつ先生があのメールを読んでどんな感想を抱いたのか……それがちょっとだけ気になった。




　そして四日後、京子先輩が、『私たちが作った（中略）究極のギャルゲー（以下略）』と言い出す日に再び戻るのだが──

　この日の放ほう課か後ご、おれが部室に足を踏み入れると、秋葉さんがソファーに座って携帯ゲーム機きで遊んでいた。他ほかの部員はまだ来ておらず、秋葉さんが一番乗りのようだった。

「……対戦しませんか？」

　どうやら秋葉さんが遊んでいるのは『漆しつ黒こくラバー』と同日に発売された『対戦型恋愛シミュレーション』という前例のないギャルゲー、『School Revolution』のようだった。

「うーん、あまり乗り気しないんですけど……」

「……そんなことを言わずに。是ぜ非ひ、お手合わせ願います」

「まあ、そこまで言うんだったら」おれは鞄かばんから携帯ゲーム機を取り出した。「実は昨日きのう、青あお森もりから帰ってきた雪ゆき平ひらと一ゲームだけプレイしたんですよ。やれやれって、うるさいんで仕方なくですけど。秋葉さんはどれくらいやったんですか？」

「……私はけっこうやり込んでいますから……強いですよ？」

「あ、そうなんですか。おれはまだ雪平と一回やっただけだから……」

「……ふふ。私の戦せん闘とう力りよくは五十三万です」

「へ、へぇ……そいつはすごいですね……」

　秋あき葉ばさんテンション高いな。まあ、この『School Revolution』を一番楽しみにしてたのはこの人だからな。京きよう子こ先せん輩ぱいたちは『漆しつ黒こくラバー』が本命だったみたいだけど、プログラム担当の秋葉さんはゲーム性にこだわったギャルゲーが大好物みたいだし。

「ターゲットは誰だれにしますか？」

「……ツンデレキャラの『火ひノの川かわ千ち鶴づる』でお願ねがいします」

「はは、そうくると思ってましたよ」

『School Revolution』には『ストーリーモード』と『対戦モード』の二つのモードが用意されているのだが、今、おれと秋葉さんがやっているのは携帯ゲーム機きの通信機能を利用した『対戦モード』のほうだ。

　ルールは単純明快。最初に攻略するヒロインを一人ひとり選えらび、どちらが先にそのヒロインを攻略できるかを競きそうのがこの『対戦モード』の趣しゆ旨しだ。

「えーと、まずは予定だな……」

　おれは初日の行動予定をほとんど勘に任せて選せん択たくした。

　基本的なゲームの流れは、『行動予定の選択』→『お互いの行動の結果が表示される』→『ヒロインと遭そう遇ぐうした場合は会話イベント（相手の会話イベントも覗のぞき見みできる）』→『会話イベントに出現する選択肢しによって好感度が上下』→『ヒロインの好感度が先に「ハートマーク五個」に達したほうが勝ち』──といった感じになっている。

　朝の『行動予定の選択』では朝・昼・夕の三回分を入力することになっていて、つまり、ヒロインと出会えるチャンスは一日に三回ということだ。

「お、ラッキー。裏庭で遭遇だ」

「……うう、ハズレです」

　ヒロインと接触したら、その後、会話イベントが発生する。

　選択肢の出現は一イベントにつき一回。正しい選択肢を選ぶと主人公（プレイヤー）に対するヒロインの好感度が上昇する。




『──あんた誰？　この私になんの用？』




「……千鶴が……千鶴が私以外の男と会話を……」

「うーん、選択肢は一番下かな。……よし、リアクション良好だ（好感度上昇）」

　ターゲットの火ノ川千鶴は、「別にあんたのためにやったわけじゃ……」というツンデレキャラにありがちな反応を見せ、顔を真まっ赤かにしてどこかへ去っていった。傍ぼう観かん者しやとなり一部始終を見ていた秋葉さんが、「……千鶴が……千鶴が……」と悔くやしそうに唇を嚙かむ。

　会話イベントが終了すると、続いてお昼の行動予定の結果が表示された。

「お、連続ビンゴ。ついてるな」

「……くっ……またしても」

　画面が切り替わり、『な、何よ？　またあんたなの？』と火ひノの川かわ千ち鶴づるが登場する。

　まだ二度目の会話イベントなので、つっけんどんとしていた。

「えーっと、選せん択たく肢しは……」

　一番上の『とっさに手を伸ばす』を選択すると、主人公（おれ）が、バランスを崩くずした千鶴の腕をつかんで手元に引き寄せた。しばらく間があったあと、「ちょ、ちょっとあんた！　いつまでくっついてるのよ！」と千鶴が激げつ昂こう。ギャルゲーでは定番のイベントである。

「……は、ハプニングとはいえ……千鶴が私以外の男と身を寄せ合うなんて……」

　ハンカチを嚙かみしめながら会話イベントの行方ゆくえを見守る秋あき葉ばさん。

　さっきから視し線せんが痛い。そのうち呪のろい殺されるんじゃないだろうか。

　会話イベント終了時、『ピロリーン』という好感度アップの効果音が鳴った。

　どうやらおれが選えらんだ選択肢は間違っていなかったらしい。

　画面が暗転し、再びマップ画面に戻る。

「……え？」

　と、この日、最後の行動予定が表示された直後、秋葉さんが声を上げた。

　無理もない。偶然も三度続けば不気味に感じられる。

「……初日の遭そう遇ぐう率りつ百パーセント……？　そ、そんな……バカな。ありえません……」

「いや、たまたまですよ。おれの行動予定、かなり適当ですよ？」

　とはいえ、昨日きのう、雪ゆき平ひらと対戦したときも、こういう流れだった。

　しかも圧倒的大差で勝利してしまったから、「雄ゆう介すけ、不正はいけないのだ！　チートは禁止なのだ！　うわあああーん！」てな具合に雪平が騒さわぎ出し、面めん倒どうなことになった。

「……よしっ！」

　だが、秋葉さんは雪平とは一味違った。初日はおれの完全勝利だったが、二日目に入ると、ようやく『対戦モード』らしくなってきて、

「お、マッチングみたいですね。おれ初めてですよ」

「……ふふふ、このときを待っていました」

　マッチングとは、『マッチングシステム』のことだ。このゲーム、お互いの行動予定は結果が表示されるまでわからないようになっているので、たまに行動予定がかぶってしまうことがある。そしてその場合、マッチングが発動し、『リアルタイムバトル』に発展するのだ。

　マッチングに突入すると、選択肢が複ふく数すう回かい出現する。

　プレイヤーは自分が正しいと思った選択肢を選んでいけばいいのだが、マッチング時は時間制限が設もうけられているので、通常よりも集中力を要する。またお互いが同じ選択をし、正解を出した場合は、クイズの早押しと同じ要領で、短時間で正解を出したほうに軍配が上がる。

　マッチングに勝利すると、通常通り、ヒロインとの会話イベントが始まる。

　負けると当然会話イベントは発生しない。

「──あれ、もう終わっちゃった。っておれの勝ちなのか……」

　初のマッチングは三十秒もしないうちに終了した。ついに秋あき葉ばさんの逆ぎやく襲しゆうが始まるのか、と身構えた矢先のことだったので、おれは拍子抜けしてしまった。

「……瞬しゆん殺さつ……まさに瞬殺です……」

「えっと……会話イベントもこなしてっと（好感度上昇）」

「……自信あったのに……こんな呆あつ気けなく……」

　うーん、だんだん可哀かわい想そうになってきたな。

　でも手を抜いては秋葉さんに失礼だ。正々堂々と勝負しないとな。

　おれはその後もフェアプレイを心がけ全力でプレイに臨のぞんだ。




『そ、そんなの……あんたのことが好きだからに決まってるでしょう！』




　結局、五日目の夕方のマッチングで片がついた。マッチング後に発生した会話イベントはエピローグを含めた選せん択たく肢しのない特別仕様のイベントで、告白後、主人公（おれ）は微妙にツンが残った半デレ状態の千ち鶴づると付き合うことになった。

「……これは、ある意味、羞しゆう恥ちプレイだよな……」

　ちなみに対戦に勝つと、本ほん編ぺんにはない一枚絵がエピローグ中に表示され、ＣＧ観かん賞しようモードにこの一枚絵が登とう録ろくされる。

「……千鶴が……千鶴が私以外の男にデレるなんて……」

　勝負後、携帯ゲーム機きを放り投げた秋葉さんは魂を抜かれたような顔で、

「……圧倒的大差……圧倒的敗北……これが人生……勝つことは偶然じゃない……勝つ者は勝つべくして勝っているのだ。……そうだ……胸を張れ……手痛く負けたときこそ……胸を！」

　某ぼう有名な不遇のギャンブラーのように世よ迷まい言ごとをつぶやき出した。

「あ、あの、秋葉さん？　大丈夫ですか？」

「……この寝取り野郎が（ボソっ）」

「え？」

「……ただの捨てセリフです。気にしないでください」

「今酷ひどい暴ぼう言げんを聞いたような気がする……」

　勝負には勝ったが、別の問題が生じたような気がしないでもない。

　参ったな、と頭を搔かきつつ、携帯ゲーム機の電源をオフにする。

　と、そのとき、

「──雄ゆう介すけ！　雄介はいるかー！　カオルちゃんのお出ましだぞー！」

　Ｇ研のトラブルメーカーこと雪ゆき平ひらカオルが携帯ゲーム機きを片手に部室に飛び込んできた。
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　こいつ、対戦する気、満々じゃねーか。……負けず嫌いって厄やつ介かいだよな。

「今日きようは負けないのだ！　修しゆ業ぎようしてきたからな！」

「……くくくっ……ギャルゲーマスター椎しい名な改め……寝取り野郎に勝負を挑むとは……愚かな女です。寝取り野郎に勝つためには圧倒的閃ひらめきが必要不可欠だと言うのに……くくくっ……」

　秋あき葉ばさん、また変なこと言ってるよ。大丈夫か……？

　人の話を聞かない（聞こえない？）雪平には秋葉さんの言葉は届いていないようだけど。

「椎名君ってそんなに強いの？」

　雪平に少し遅れて川かわ野の辺べさんが部室に姿を現した。

「強くなんてないのだ！　なんてゆーか……雑ざ魚こ？　そう！　雑魚なのだ！　昨日きのうは機き嫌げんがよかったから雄介に花を持たせてやったのだー！」

「お前さっき『今日は負けない』とか『修業してきた』とか言ってなかったか？」

「死ねええええ、雄介──っ！」

「なんで殴りかかってくるんだよ!?　お前、アホだろ!?」

　想像を絶する変人とじゃれ合って（？）いると──

　──ガラガラガラ。

　部室の扉が開き、京きよう子こ先せん輩ぱいとサヤカ先輩が連れ立って中に入ってきた。

　ここでいつもの京子先輩だったら、「二人ふたりとも喧けん嘩かは止やめなさい！」と仲裁という名の制裁を加えるのが普通なのだが、この日の京子先輩は酷ひどく気落ちしていて、おれたちの側そばを無言で素通りし、顔からソファーに突っ伏した。サヤカ先輩もそのあとに続き、「きょーこー……」とか細い声を発しながら京子先輩と抱き合うようにしてソファーに倒れ込んだ。

「ど、どうしたんですか？　あの二人？」

　事情を知っていそうな秋あき葉ばさんに小声で尋たずねると、

「……『漆しつ黒こくラバー』のカエデエンドがそうとうショックだったみたいです」

「カエデエンドってどのエンドのことですか？」と川かわ野の辺べさん。

「……真しんエンドです」

「ああ、全ヒロインを攻略したあとに出現する奴やつですね」

「真エンド!?　なんなのだそれは!?　みんななんの話をしているのだ!?」

「あれ？　カオルちゃん、コンプリートしたんじゃなかったの？」

「と、当然なのだ！　真エンドだって……ちゃんとやったのだ！　本当だぞ!?」

「見み栄えを張るな、見栄を」

「し、真エンド……ネットで検索するのだ……（フェードアウト）」

　ホント、子供っぽい奴だな、雪ゆき平ひらは。

「……どうしてカエデがあんな目に遭あわなければならないの……（ぐしゅ）」

「……運命……と言うにはあまりに過酷すぎるよな（ううう）」

　傷心の先輩たちが何事かささやき合っているのが聞こえてきた。

「……でも……正直な話……あの終わり方以外ありえないのよね（ぐしゅ）」

「……そうなんだよな。結局、主人公とカエデは離はなれ離ばなれになることでしか報われないっていうか。いや、離れ離れになったからこそ、二人の愛は本物になったんだよ（うん）」

「……一部ではライターのオナニーだって言われてるけど……そんなことないわよね？　『漆黒ラバー』は神ゲーよね？　そうよね？（血走った目で）」

「……当たり前だろ？　ライターのオナニーってのは、キャラクターが設定の犠ぎ牲せいになっているようなゲームを指すんだ。その点、『漆黒ラバー』は全すべてが完かん璧ぺきだからな。カエデの潔けつ癖ぺき症しようもやっぱり重要な伏ふく線せんだったし……あと、序じよ盤ばんの屋上でのカエデのセリフだよな。『噓うそじゃないわ。私の言葉を信じて』ってセリフ。あれが何気に後半で効きいてくるんだよ。つーか、あれが全てと言っても過言ではないよな（饒じよう舌ぜつ）」

「……そうよね。ほとんどの登場人物が主人公になんらかの噓をついてるし……だからこそカエデの清せい廉れん潔白さが際きわ立だつのよね。一番汚れていそうなのに、実はその逆っていう（泣）」

「……あ、ああ……ああああああっ！　カエデ！　カエデ！　あんなビッチな女、放っておけばよかったのに！　どうしてあそこで電話に出たし！（叫）」

　──以下略。

　永遠に続きそうなのでこの辺でカットしておこう。

　京きよう子こ先せん輩ぱいとサヤカ先輩って意外や意外にハッピーエンド至上主義なんだよな。

　たぶんあの真しんエンドには納なつ得とくがいかないところがあるのだろう。

　ただあれ以外のエンドはありえない、という意見がファンの間では圧倒的で、おれもあの終わり方が一番望ましいと思っている。

　ちなみにおれは、買ったその日に『漆しつ黒こくラバー』をプレイし始め、土日の間にコンプリートしてしまった。京子先輩が、「一週間後に感想文を提出してもらうから」と言うので仕方なくプレイしたのだ。……仕方なくと言いつつも、三日でコンプしてしまったわけだが……まあ、面おも白しろくなかったと言えば噓うそになる。だが「カエデ～、カエデ～」とうわ言のように繰くり返す京子先輩たちほど『漆黒ラバー』の世界にハマってはいない。

「……ん？　秋あき葉ばさん？　どうして耳を塞ふさいでるんですか？」

　おれがそう訊きくと、

「秋葉さん、まだ最後までやってないんだって」

　耳を塞いでいる秋葉さんには聞こえなかったようで、代わりに川かわ野の辺べさんが答えた。

「最後までって『漆黒ラバー』を？　……あ、ああ、だからネタバレを警けい戒かいして……」

「そうそう」川野辺さんが頷うなずく。「そろそろ終わりそうだなー、って感じたところで中断してるんだって。ラスト付近の……えっと、日常描写がわりと多めのところ」

「意図的に中断してるんだ。……それは終わりが見えてやる気がなくなったってこと？」

「ううん、その逆。プレイするのがもったいないからだって」

「……なるほど」

　その気持ちはわからないでもないな。

　ギャルゲーに限らず、いい作品に巡めぐり合うと、『いつまでもこの世界に浸ひたっていたい』という気持ちが湧わいてくる。全すべてが終わってしまったあとの、あの物悲しさったらない。

「しーなー……真エンド……どう思ったー……？」

　むくりと起き上がったサヤカ先輩がゾンビのようにのろのろとおれに迫ってきた。

「う、うわっ。サヤカ先輩、目真まっ赤かですよ？」

「ははは……あたしの涙は『漆黒ラバー』のためにあったのさー……」

「そんなに真エンドが納得いかなかったんですか？」

「納得いかないっていうか、たとえばカエデの兄貴のハヤトは死んだのか？　それともどこかで生き延びてるのか、とか……刺し刀とう一族の頭首はどこに雲くも隠がくれしたのか、とか……あと一番気になるのが主人公の出生の秘密だよな。ラストのメグミとの会話でさ、主人公の過去とカエデの未来が重なるだろ？　はっきりと明言はしていないけど、あれってやっぱり主人公が生まれなければカエデも生まれることはなかったってことだよな？」

「出生の話は、ユーザー一人ひとり一人ひとりの想像にお任せします、って感じでしたよね。ネット掲示板ではサヤカ先せん輩ぱいが今言った説が有力みたいですけど」

「……そうじゃない……そうじゃないんだ、しーな！」

「な、何がですか？」

「新説だよ！」

「親切？」

「違う違うー！　新しい説！　新説だよ！　もっとこう……なんて言うのー？　心が穏おだやかになるっていうか……。　──とにかくあれだよ！　あたしのこの弱り切った心を癒いやして欲しいんだよ！」

「いや、そんなこと急に言われても……」

「コンプしたはいいけど……胸にぽっかり穴が開あいちゃって……うううう……この喪そう失しつ感かんを埋める新説を誰だれか提供してくれよぉ……」

「ちょ、ちょっと、そんなに制服引っ張らないでくださいよ！　伸びますってば！」

「新説！　新説！　早く新説！　あたしの心を癒せよ、こんちくしょー！」

「今、ビリって音がした！　ビリって音がした！　間違いなく破やぶける前兆！」

　おれはしがみついて離はなれようとしないサヤカ先輩を強引に引ひき剝はがした。

　……サヤカ先輩、重症だな。これはもう日常生活に支障をきたすレベルだぞ。

　そういえばネット掲示板なんかで「勉強が手につかない」「仕事に行きたくない」「何もやる気が起きない。──おれニートだけど」みたいなレスを山ほど見かけたけど、みんな冗じよう談だんで言ってるわけではなかったんだな……（最後のはちょっと違うけど）。

「サヤカ先輩、とにかく落ち着いてくださいよ……」

「……だってえぇー……」

　サヤカ先輩が口を尖とがらせ、おれに背を向ける。そして、未いまだソファーに突っ伏しブツブツ言っている京きよう子こ先輩に駆かけ寄り、「なー、なー。きょーこー。あたしと一いつ緒しよに新説を考えようぜー」と小さな身体からだを左右に揺ゆり動かした。

「おー？　どうしたんだ、きょーこ？」

「…………らーっぷ……」

「うーん？　なんだってー？」

「──しゃら────っぷ──っ！（８０ホン）」

　突然、跳はね起きた京子先輩が騒そう音おんレベルの絶叫を轟とどろかせた。

　あまりに大きな声だったので、ソファーの上でふんぞり返っている京子先輩のスカートが大胆にめくれていることに、おれはすぐには気づかなかった。あれはもしや縞しまパンか、とおれがその存在に気づいた瞬しゆん間かん、めくれ返ったスカートが元に戻った。

　と、その直後──

「ふふ、ふふふ……ふふふふふ……」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが不気味に微笑ほほえみながら……バタン、と再びソファーに寝転がった。

　何事か、と京子先輩のその後の行方ゆくえを見守っていると、

「私たちが作ったギャルゲーは究極のギャルゲーではありませんでした……」

　──この発言である。

　おわかりいただけただろうか？

　そんなわけで……これでようやく冒頭に繫つながったわけだ。

　このように京子先輩は、『漆しつ黒こくラバー』に感かん銘めいを受け、打ちのめされ、同時にクリエーターとしてのプライドが刺し激げきされ、ギャルゲー魂だましいに火が点つき──修しゆ羅らと化したのである。

　めでたし、めでたし……って全然めでたくない。




「私たちが作ったギャルゲーは究極のギャルゲーではありませんでした──っ！」




　同じ文句を繰くり返す京子先輩。

　そろそろ暴あばれ出しそうな雰囲気だ。

　止められるものなら止めたいが……たぶん無理だろう。

　京子先輩は負けん気が強いからな。

　……これは今年ことしの夏休みは地じ獄ごくだぞ。
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「調ちよう子しに乗ってんじゃないわよ──っ！（９０ホン）」

　夏休み初日、さっそく京きよう子こ先せん輩ぱいの怒声が部室に響ひびき渡った。

『School Revolution』の対戦が終わった直後のことである。

「椎しい名な？　ちょっとくらいゲームが得意だからって天てん狗ぐになってるんじゃないの？」

　対戦に負けて激げつ昂こうした京子先輩は腹いせにおれをソファーに突き飛ばした。

　そして馬乗りになり、おれのネクタイを真上に引っ張り上げる。

「て、天狗になんてなってませんよ。……だいたいおれは、自分から勝負を仕掛けたことは一度だってありませんからね？　先輩たちが対戦しろ対戦しろって、うるさいから……」

「そうだったかしら？（ぐいっ）」

「く、首が締しまるから……それ以上は勘弁を……」

「だけどさー、しーながあたしたちの嫁よめを寝取ったのは覆くつがえせない事実なんだよなー」

「……この寝取り野郎が（ボソっ）」

「はは……秋あき葉ばさん、最近それ口くち癖ぐせになってますよね」川かわ野の辺べさんが苦笑する。

「私が四敗。サヤカが三敗で、陽ひ香か理りが二敗、カオルが五敗で、凜りんにいたっては……」

「……十二敗です」と秋葉さんが自分で言った。

「つまり椎名はのべ二十六名の嫁をみんなから奪うばい取っているのよ。──これはもう万ばん死しに値するわ！　凜が椎名を寝取り野郎と呼ぶのも当然のことよ！」

「たかがゲームじゃないですか。……本気にされても困りますってば」

「「「「たかがゲーム!?（四人の過剰な反応）」」」」

　……また余計なことを口にしてしまったみたいだ。最近のおれ失言多いな。

「さっすが、全戦全勝を続けているゲームの達たつ人じん様は言うことが違いますなー」

「……最低の寝取り野郎です（ボソっ）」

　あれですか……勝てば勝つほど火種が大きくなる仕組みですか。

　もはや勝っても全然嬉うれしくねー。むしろ負けてー。

　でも負けたら負けたで、「手を抜くなんてゲーマー失格よ！」とか「ギャルゲーマスター椎名が負けるなんて……」とか言われるんだろうな。……勝っても負けても結果は同じか。

「──ふふふ！　ここで真しん打うちの登場！　みなの衆！　カオルちゃんのお出ましですぞー！」

　微妙なタイミングで雪ゆき平ひらが部室に現れた。

　余計な混乱を招くかと思われたが、

「……むふー？　今日きようは重要なミーティングがあると聞いて飛んできたのですが？」

　どう考えても遅刻した奴やつの物言いではないが、雪ゆき平ひらの言葉に京きよう子こ先せん輩ぱいがハッとし、

「──そうよ！　こんなことに時間を使っている場合ではないわ！」

　そう叫び、ようやくネクタイから手を放はなしてくれた。

　はぁ、死ぬかと思った。

　……にしても、雪平に助けられる日が来るとは。……まあ、偶然だけど。




「──それでは初日のミーティングを始めたいと思います」

　そう言いながら京子先輩がホワイトボードの前に移動する。

　おれは相変わらず床ゆかの上にクッションを敷しいて、そこに座っていた（いつになったら自分用の机とかパソコンが与えられるのだろうか）。

「前口上はなしよ。──いい？　究極のギャルゲーを目標に掲げる我われ々われがこの夏にやるべきことと言ったら……それは『漆しつ黒こくラバー』を超えるシナリオ・絵・音楽──そして、『School Revolution』を超えるゲームシステムを備えたギャルゲーを生み出すことよ──っ！」

「……ハードル高っ」

「こら、椎しい名な！　やる前から弱音を吐はかない！」

「……いや、だって……」

　目標が高いのはけっこうだけど、この夏の間に、ってのはいくらなんでも無理がある。

『漆黒ラバー』や『School Revolution』レベルの作品をそう易やす々やすと作れるとは思えない。

　……実際うちの親おや父じも「やられたー」って唸うなってたしな。

　とりあえず話半分に聞いとこう。

「──とゆーわけで、まずはジャンル決めからね」

　京子先輩がホワイトボードの右上に『ジャンル』と大きく書き殴った。

「どんどんアイデアを出しなさい！　今日きようはポイント制よ！　一番ポイントが低かった人には罰ばつゲームが待っているからそのつもりで！」

「な、なんだってえええ！」サヤカ先輩が大げさに驚おどろく。「ポイント制ってマジかよ！」

「……ポイント制上等です。私は寝取り野郎だけには絶対負けません（キリッ）」

「カオルちゃんだって！　雄ゆう介すけを完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしてやるのだ！」

「えっと、えっと……大丈夫かな（ため息）」

　ポイント制の導どう入にゆうによってみんなの気が引ひき締しまったようだ。

　しかし、おれは……イマイチやる気が出ない。

　クリエーター思考の先輩たちは、「自分もあんな作品を作ってみたい！」という創作意欲が湧わいてくるのだろうが、普通人のおれは、いい作品と出会っても、「ああ面おも白しろかった」で終わってしまう。……おれ、物作りに向いてないんじゃないかな……。

　京子先輩がガツンとホワイトボードを叩くと、

「はいはい！　あたしだよ！　トップバッターはサヤカ先せん輩ぱいだよぉ！」

　さっそくサヤカ先輩が手を挙あげた。

「ズバリ学園サスペンス──っ！　学園内で記き憶おく喪そう失しつ者しやが続出して……えーと、それで、あ、あれだ！　メインヒロインは転校生なんだけど、『あの女が怪あやしい』ってイケメンの生徒会長が言い出して、そのイケメン生徒会長の手下の主人公が捜そう査さに乗り出すっていう──」

　学園サスペンスのくだりで、そうなんじゃないかと思っていたが、

「それ、まんま『漆しつ黒こくラバー』の導どう入にゆうじゃないですか！」

「い、いや、微妙に違うって！　まず生徒会長の性別が違うし、そ、それに、あたしが考えてるメインヒロインは黒髪じゃなくて茶ちや髪ぱつだからな！　……茶髪だからな！」

「……なぜ二回言ったのです」と秋あき葉ばさんのツッコミ。

「ぶ、武器だって違う！　カエデはカッターナイフだけど、こっちは出で刃ば包ぼう丁ちよう！」

「うーん、出刃包丁は……ちょっと殺人鬼っぽくないですか？」と川かわ野の辺べさん。

「能力だって違う──っ！」

　サヤカ先輩がぴょんぴょん飛とび跳はねながらいちいち反はん論ろんする。

「カエデの能力は『他ひ人との恋を破は壊かいする力』だろ!?　でも、あたしが考えたメインヒロインの能力は『他人の恋と自分の恋を入れ替かえる力』……なんだよ！　どうだ、すごいだろ!?」

「むふー。応用の利きかなさそうな能力なのだー」

「……何事もシンプルイズベストです。サヤカは難むずかしく考えすぎです」

「ちょっと捻ひねりすぎかもしれないですねー」

「というか、ほとんどパクリなのだ！」

「……オマージュですらありません。劣化『漆黒ラバー』です」

「たしかに『漆黒ラバー』に引っ張られすぎですよねー」

　批判的な意見が矢や継つぎ早ばやに飛び出す。

　サヤカ先輩が反論する暇ひまもないほどだった。

　反対意見があらかた出尽くしたころ、

「サヤカ──」笑顔えがおの部長様がサヤカ先輩の肩を叩たたき、「マイナス二十ポイントよ」

「えええええ、マイナス!?　マイナスなんてあるのかよ!?」

「当然よ」

　ホワイトボードに並んだ全員の名前の下に現在のポイントが書き込まれていく。

　サヤカ先輩だけマイナスで、残りのメンバーはゼロポイント。

　これは下へ手たに意見しないほうがよさそうだな。サヤカ先輩は今後挽ばん回かいするかもしれないが、きっと雪ゆき平ひらあたりが盛大に自じ爆ばくしてくれるだろうし──

「あ、そうそう。一つもアイデアを出さなかった人は『マイナス二百ポイント』だから」

「…………ですよね」

　えーと、マイナス二百ポイントってことは……アイデアゼロよりはサヤカ先せん輩ぱいみたいに一回でもいいから自じ爆ばくしたほうがマシってことだよな。

「サヤカのアイデアはボツよ。──というわけで、次！」

「……私に妙案があります」

　秋あき葉ばさんがマイナスポイントを恐れず手を挙あげた。

「……オーソドックスなビジュアルノベルは今や飽ほう和わ状態です。新境地を切り開く意味でも、もっとゲームシステムにこだわったギャルゲーを作るべきです」

「具体的には？」

「……た、対戦形式の……ギャルゲー？」

　なぜか疑問形だった。

　というか、既き視し感かんありありである。

　おそらく秋葉さんは『School Revolution』の設定に引きずられているのだ。

「どうした凜りんちゃん？　急に黙だまっちゃって？　くくくっ……マイナスポイント」

　サヤカ先輩がここぞとばかりに煽あおる。

「対戦形式のギャルゲーってなんでちゅかー？」

「……うるさい黙れ」

「なんだよー？　今度は逆ギレかー？」

「……黙れと言っています。この似え非せハーフが（ボソっ）」

「似非ハーフ!?　いやいや、似非じゃないぞ!?　あたしはれっきとしたハーフだぞ!?」

「……しかし、まったくもってハーフであることを生かせていません」

「生かす必要性がどこにあるんだよー!?　あたしは漫まん画がのキャラクターでも、アニメのキャラクターでも、ゲームのキャラクターでもないんだぞ!?」

　一体なんの話をしてるんだか。

　……でも、サヤカ先輩がハーフだってこと、おれもすっかり忘れてたな。

「凜！　サヤカ！　つまらないことで喧けん嘩かしないの！」

　ここで京きよう子こ先輩が仲裁に入った。そして二人ふたりが不ふ貞て腐くされながら席に戻ったあと、「凜はマイナス五ポイントよ」と言ってホワイトボードに点数を書き入れた。

「えー？　マイナス五ポイントー？　ちょっと採点甘くないかー？」

「既存のビジュアルノベルにこだわらないっていう発想は大いにありだと思うのよ。その後のアイデアは『School Revolution』のパクリだから却下だけど」

　どうやら京子先輩のジャッジに個人的な感情は入ってないみたいだな。

　まあ、今のところは……だけど。

「たしかに選せん択たく肢しを用いたギャルゲーはやり尽くされた感があるよなー」

「……ゲーム性という意味ではもはや新しい遊び方を提案するのは無理だと思います」

「ゲーム性か。……あー、戦略シミュレーションみたいなギャルゲーは？」

「……何年か前にその手のジャンルで、アニメ化した作品があります」

「ありましたねー」と川かわ野の辺べさん。「タイトルは忘れちゃいましたけど、たしか三さん国ごく志しに出てくる武将たちがみんな美少女って設定ですよね？」

「カオルちゃんは金きん髪ぱつツインテールの曹そう操そうが好きなのだー！」

「……私は断然、関かん羽うです。ツンデレ＋武将……たまらない組み合わせです」

　どんなギャルゲーだよ。つか、中ちゆう国ごくの人、怒らないのか……？

「戦略シミュレーションとギャルゲーって何気に相あい性しようがいいわよね」

「だよなー。ノベルゲーよりたくさんキャラクター出せるし、話も動かしやすいし」

「……基本は戦せん闘とうパートとアドベンチャーパートの繰くり返かえしなので、アクションゲームやＲＰＧのように３Ｄのフィールドを必要としません。だからアマチュアでも手が出せます」

　へぇー、欠点の少ないジャンルなんだな。戦略シミュレーションって。

　内心で感心していると、川野辺さんがポツリと、

「でも、キャラクターが多い分、一人ひとり一人のエピソードが薄うすくなっちゃいますよねー」

「……陽ひ香か理り。プラス五ポイント」

「へ？」

　どうやら会話中の何気ない一言にもポイントがつくらしい。

　ちなみに現在のポイントは、サヤカ先せん輩ぱいがマイナス二十ポイント、秋あき葉ばさんがマイナス五ポイント、おれと雪ゆき平ひらがゼロポイント、川かわ野の辺べさんがプラス五ポイントで単独首位。

「こうなったらいろんなジャンルのゲームとギャルゲーの親和性について議ぎ論ろんしようぜ。もしかしたらそこから究極のギャルゲーに続く活路が見み出いだせるかもしれないしさー」

「それはいいアイデアね。サヤカ、プラス五ポイント」

「やったー！　ポイントゲットしたぞー！　でもまだ最下位だぜー！」

「京きよう子こちゃん！　京子ちゃん！」雪平が椅い子すの上に飛び乗って挙きよ手しゆした。

「はい、カオル」

「日本を代表する超大作ＲＰＧ風ふうのギャルゲーを作るのだ！」

「……それはどういう意味？　もっと具体的に言ってみて」

「百億円の予算を投入して、３Ｄを駆く使しした実写さながらの迫力あるムービーシーンをふんだんに挿そう入にゆうして、さらにカオルちゃん作曲の音楽を盛大にオーケストラで収しゆう録ろくして──」

「……カオル……マイナス八十ポイント……」

「ど、どうしてなのだ!?　カオルちゃんの計画は完かん璧ぺきだぞ!?」

「お前、アホだろ……」

「う、うるさいのだ！　アホは雄ゆう介すけのほうなのだ！　雄介のアホー、アホー！」

　くそっ……こいつ、相変わらずウザいな。

「雄ゆう介すけはアイデアの一つも出さないで文句ばかり！　使えない男なのだ！」

「そういえば椎しい名なはここまで一度も手を挙あげてないわね」

「……人の女を寝取る以外に能がないのかもしれません」

　秋あき葉ばさん、今日きようはそればっかりですね。

　……でもたしかにおれはまだなんの意見も出していない。

　最低一度は発言しておかないと、マイナス二百ポイントになるんだったよな。

　うーん、ギャルゲーと相あい性しようのよさそうなジャンルと言ったら……。

「……あ、そうだ。たとえば格ゲーとかどうですか？　格かく闘とうゲーム」

「格闘ゲームですって？」

「だ、ダメですかね……」

「椎しい名な？　考えてもみなさい。主人公がヒロインを殴って蹴けって投げ飛ばして、コンボを繫つないでノックアウト。挙あげ句くの果てに、おれの女になれ？　──ふ・ざ・け・る・な！」

「……痛っ!?（なぜデコピン？）」

「格闘ゲームはストーリーを作るのが難むずかしそうだよなー。萌もえというよりは燃もえだから、熱ねつ血けつ展開は必至だろうし、下へ手たしたらバカゲーとかギャグゲーになっちゃいそうだ」

「……ふっ。格ゲーなんて、パンチラゲーになるのがオチです」

「格闘ゲームってコマンドの入力がシビアですよね。私、苦にが手てです」と川かわ野の辺べさん。

「むふふー！　さすが雄介！　死ぬほどくだらないアイデアなのだー」

「椎名。今のアイデア、マイナス五ポイントね」

「なぬううう!?　どういうことなのだ、京きよう子こちゃん!?　どうして雄介がマイナス五ポイント程度ですむのだー!?　もっとマイナスポイントを！　雄介に罰ばつゲームを！」

「他ほかにアイデアのある人は？」

　京子先せん輩ぱいは雪ゆき平ひらの声を聞き流し、おれのポイントを書かき換かえた。

　さすがスルースキルに定評のある京子先輩だ。華か麗れいすぎる。

「はいはーい！　アイデアウーマンのサヤカ先輩が手を挙げちゃうよー！」

「じゃ、アイデアウーマンさん」

「ふっふっふー、聞いて驚おどろくなよー？　あたしが考案するのは、今までのギャルゲーにはなかった、新ジャンル『恋愛ＦＰＳ』だああああ──っ！」

「えーっと、ＦＰＳってなんですか？」川野辺さんが真まっ先さきに疑問を呈ていした。

「……ＦＰＳとはファーストパーソン・シューティングの略称です。海外市場ではメジャーなジャンルのゲームなのですが……まあ、簡かん単たんに言えば一人称視点で銃を撃うちまくるゲームのことです。ミリタリ系、ＳＦ系……リアル系、スポーツ系……いろいろあります」

　やけに詳しいな、秋葉さん。

　やっぱメカが好きだから銃とかにも興きよう味みがあるのかな？

「それで、サヤカ。ＦＰＳとギャルゲーをどう組み合わせるつもりなの？」

「ふっふっふ……実はさ、あたしが言うＦＰＳって、ファーストパーソン・シューティングじゃなくて、ファーストパーソン・セックスなんだよ。つまり、一人ひとりエッ──」

　チ──と言い切る前に京きよう子こ先せん輩ぱいがサヤカ先輩の口を封じた。

　そして、底冷えするような低い声で、「まさかダジャレ？」とささやいた。

　すると口を解放されたサヤカ先輩が申もうし訳わけなさそうに、

「……うん、実は……そうなんだ。すまない……。つい調ちよう子しに乗っちゃって……ノリで」

「わかればいいのよ」

　うんうん、と頷うなずきつつ京子先輩が笑顔えがおを浮かべる。

　しかし、サヤカ先輩には残酷な仕打ちが待っていて、

「マイナス百五十ポイント」

「ひええええ!?　罰ばつゲーム候補ナンバーワン!?」

　腰を抜かしたサヤカ先輩がその場にへたり込む。

　尻しりもちをついた瞬しゆん間かん、スカートが空気を孕はらみ、ふわっと大きく膨ふくらんだ。

　……サヤカ先輩、今日きようは空から回まわりしっぱなしだな。

　やっぱりまだ『漆しつ黒こくラバー』の余よ熱ねつが引いてないのかな。




　その後、数分の小休止を挟はさみ──

　再び議ぎ論ろんが始まった。

　ここからわりとポンポンアイデアが出てきた。

　川かわ野の辺べさんの『パズルゲーム案』にプラス五ポイント、雪ゆき平ひらの『無人島で殺し合いをするゲーム案』にマイナス五十ポイント、雪平の『無人島かと思いきや、無人島ではなかったでござるの巻（意味不明）』にマイナス九十九ポイント、雪平の『みなさんにちょっと殺し合いをしてもらいます案（聞き覚えのあるセリフ）』にマイナス百ポイント、サヤカ先輩の『クラスの女子全員おれの嫁よめゲーム案』にプラス十五ポイント、秋あき葉ばさんの『カードゲームバトル＋魔ま法ほう少女物（仮）』にプラス二十ポイント、おれの『敵も味方も美少女の縦たてスクロールシューティングゲーム案』にマイナス四十ポイント（けっこういい案だと思ったのに、パクリじゃねーか、となぜか怒られた）。

　その結果、各部員のポイントは、雪平がマイナス三百二十九ポイントで最下位、続いてサヤカ先輩がマイナス百五十ポイント、おれがマイナス四十五ポイント、川野辺さんがプラス十ポイント、秋葉さんがプラス十五ポイントでトップに躍おどり出た。

「うーん、どのアイデアもイマイチね。とりあえず……一度、基本に立ち返りましょう」

　散々意見が出尽くしたころ、京子先輩がそう言って場を仕切り直した。

「基本ってのはオーソドックスなビジュアルノベルタイプのギャルゲーのことかー？」

「まあ、そうね」

　京きよう子こ先せん輩ぱいは頷うなずき、ホワイトボードに、『題材決め』と勢いのある筆づかいで書き殴った。

「前作は小規模な作品だったから、ヒロインが一人ひとりだったけど、次回作は三人くらい欲しいわよね。題材も前作みたいに小ぢんまりとしたものではなく、ガツンとダイナミックにいきたいわね。うん、当面はこの線せんで考えていきましょう。──というわけで……」

　京子先輩がホワイトボードの前から離はなれ、自分の席に戻った。

「今から用紙を配るから、各自、題材に関するアイデアを文章に起こしてちょうだい。堅苦しく考えなくてもいいわ。とりあえずワンアイデアでいいから」

　と言いつつ京子先輩が用紙を配る。

「しばらくしたら回収してホワイトボードに全員の意見を箇条書きにまとめるわ。あ、それからもう一つ。私を唸うならせるアイデアを出した人には通常の二十倍のポイントを進呈します！」

「「「「「お、おおおおおお──っ！」」」」」

　全員の叫びが重なり、部室内に五重の声が反はん響きようする。

　ポイント二十倍か。昔のクイズ番組にありがちな展開だな……。




　五分後──




「そろそろいい？」

　京子先輩が、「用紙を回収するわね」と言って席を立った。

　おれは用紙を渡す前に自分のアイデアを見直した。

　──女装物と男装物のミックス。

　たぶんこの手の題材は既き存そんのギャルゲーにもあるんだろうけど、両方をミックスさせた話はあまりない気がするから多少インパクトがあるんじゃないだろうか。主人公が女装していて、ヒロインが男装していて、お互い本当の性別に気づかず恋愛しちゃう話。……あまり万人受けする題材ではなさそうだけど。

「これで全部ね」

　用紙を集めた京子先輩がホワイトボードにアイデアを書き出していく。

　おれは端はしから順にみんなのアイデアを読んでいった。




・サヤカ──学園物の新しいスタンダードをあたしたちの手で生み出すのだ！　あ、でも、具体的にはまだ何も考えてないのよー！　誰だれかヒントをおくれ！

・凜りん──ツンデレ女王決定戦（世界一のツンデレを決める大会に平へい凡ぼんな主人公と似え非せツンデレのヒロインが参加する荒こう唐とう無む稽けいなギャルゲーです）。

・陽ひ香か理り──イジメられっ子の主人公が変な能力を手に入れて復ふく讐しゆうに燃もえるお話……。

・カオル──女装物と男装物のミックス。

・椎しい名な──主人公（おれ）の変態的日常を描いた変態的なギャルゲー。女子トイレに侵入して、女の子の様さま々ざまな匂においを堪たん能のうし、各所に盗とう撮さつ用ようのカメラや盗とう聴ちよう器きを仕掛けて学園ライフを満まん喫きつする。思う存分楽しんだのち、盗撮したデータを脅きよう迫はくの材料にして、学園内に究極のハーレムを作る。飽あきたら盗撮データを他校の生徒に高値で売りつける。……そんな夢のようなギャルゲーを作りたいです（苦笑）。ｂｙ　ギャルゲーマスター椎名




　なぜか最後のおれ（？）のアイデアだけ太字で強きよう調ちようされていた。

　京きよう子こ先せん輩ぱいがマーカーを置くと、全員の視し線せんが一挙におれに集まり、

「椎名？　こういうのはアイデアとは呼ばないの。──願がん望ぼうと言うのよ？」

「しーなー。さすがにこれはないわー。ドン引きですわー」

「……具体的。すごく具体的です。十八歳未満はプレイできない仕様ですか？」

「男の子の妄もう想そう大だい爆ばく発はつですね……」

「さすがのカオルちゃんも引きました。雄ゆう介すけは全国に指名手配されるべき」

「──ちょ、ちょっと待ってくださいよ!?　どうしておれだけ太字……って、問題はそこじゃない！　そのアイデアはおれのアイデアじゃないですよ！」

　おれは慌あわてて否定した。ところが雪ゆき平ひらが鬼おにの首を取ったかのように、

「この期ごに及んで言いい訳わけとな！　雄介は性根が腐っているのだ！」

「お前が言うな！」おれは雪平に歩み寄り、「あのな！　おれのアイデアは、『女装物と男装物のミックス』なんだよ！　お前だろ！　おれの名前を騙かたったのは！」

「むふー？　なんのことですかのー？」

「……このアホ面づらがあああああ！」

「ひううううう!?　雄介に犯されるのだ!?　変態盗撮盗聴野郎の雄介に!?」

「妙なあだ名をつけんじゃね──っ！」

　おれは雪平を腰から持ち上げ、ソファーの上にぶん投げた。そして、とどめに自分が座っていたクッションを雪平の顔面に押しつけてやろうとしたのだが──

　京子先輩が突然、「うりゃああああ！」と雄お叫たけびを上げながら豪ごう快かいなフォームでおれを床ゆかの上に投げ飛ばした。

「ぐげええええっ！」

　おれはペシャンコになったカエルの気分で天てん井じようを見上げた。

　京子先輩はすかさずおれの腹の上にまたがり、

「……椎名。マイナス九百九十九ポイント。……一発退場よ」

「い、いっぱつたいじょう……？」

　というか、マイナス九百九十九ポイント!?
　人類の寿命を遥はるかに超えたアメリカの懲ちよう役えきみたいじゃないか！

「こりゃもう、罰ばつゲームは椎しい名なに決定だなー」

「……当然の報いです」

　くううううう！　最後の最後で最下位に転落とは！　──濡ぬれ衣ぎぬなのに！

　って待てよ？　京きよう子こ先せん輩ぱい、用紙を渡したときに内容確かく認にんしてなかったか？

　ぐ、グルじゃねーか！　あのちんちくりんどもめ──っ！

「むふふー。カオルちゃんの大勝利なのだー！」

　くそっ！　ブービーのくせに威張るな！　ってか、本来なら最下位はお前だよ！

「きょーこー？　んで？　罰ゲームはー？」

「実はまだ決めてないのよ」京子先輩はホワイトボードの前に戻り、「そうだわ。罰ゲームを何にするかアイデアを募つのりましょう」

「いいねー。あ、そうだー。あたし試ためしたいことがあったんだよー」

「……人体実じつ験けんのアイデアなら貯たくわえがあります」

「雄ゆう介すけの死ぬまで無人島生活（爆ばく笑しよう）がいいのだ！」

「椎名君……ご愁しゆう傷しようさま。死なないでね……」

　川かわ野の辺べさんが苦にが笑わらいを浮かべながら両手を合わせる。

　死なないでねって……たしかにみんな物ぶつ騒そうなこと言ってますが。

「──椎名！　何をボーっとしてるの！　とっとと出ていく！」

「え？　どうしてですか？」

「一発退場だって言ったでしょう！　サッカーで言うところのレッドカードよ！」

　早く出てけ、と京子先輩がおれの背中を押し、部室の外に追い出しにかかる。

「あたしさー、人間の極限状態とかに興きよう味みあるんだよねー」

「……断食とか面おも白しろそうです」

　な、なんか言ってます！　後ろで恐ろしいこと言ってます！

　こんなの罰ゲームと称したただのイジメじゃないですか！

　……理不尽だ。理不尽すぎる。




　このあと、おれ抜きで議ぎ論ろんされた罰ゲームの具体的な内容なのだが……。

　それがわかるのは三日後──

　みんなで海に出かけた日に京子先輩の口から告つげられることになる。

　海と聞いて、『水着！　水着！』と歓喜した人がけっこういるのではないかと思うが、ギャルゲーオタクの先輩たちに過度の期待は禁物だ。だって、海に行く目的ってのが……究極のギャルゲーに結びつくヒントを探すため……だからな。

　……まあ、つまりは、そういうことだ。
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　夏の海にはロマンが満ちている。

　青い空と白い雲が浮かぶその下では、ビーチバレーに興きようじる若い男女の姿があったり、打ち寄せる大波からきゃあきゃあ言いながら逃にげ惑まどう女の子がいたり、砂のお城を熱ねつ心しんに作る小学生もいれば、日焼けに熱心な若者もちらほら。

　健けん全ぜんだ。実に健全。大多数の若者たちはこの海で青春を謳おう歌かしている。




　それに引きかえ……うちの女性陣ときたら──

　せっかく海に来たというのに、一向にパラソルの下から出る気配けはいがない。




「じゃ、じゃーん！　こんなものを持ってきました！」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが荷物から取り出したのは一冊のギャルゲー雑誌だった。

「おぉー、今月発売の『雷らい撃げき姫ひめ』かー。そういや、今日きよう発売だったなー」

「……表紙は『漆しつ黒こくラバー』のカエデですか。メグミのほうがよかったです……」

「あああ！」表紙を目にした川かわ野の辺べさんが声を上げた。「ぞぞぞぞ続ぞく編へんって書いてある!?」

「ぞくへーん？」「……なんの続編ですか？」

「『漆黒ラバー』よ！　『漆黒ラバー』の続編の制作が大決定したのよ！」

「「な、なんだってえええええ!?」」

　先輩たちが前のめりになって雑誌に群がる。

　川野辺さんも秋あき葉ばさんの肩越しに雑誌を覗のぞき込んだ。

「それもファンディスクとかじゃなくて、正式な続編よ！」

「ま、マジでー！　いや、でも、あのエンドからどうやって続きを作るんだー？」

「……メグミです。きっとメグミが正ヒロインに昇格するのです」

「メグミがメインー？　いやいやいやー、それだけは絶対にありえないねー」

「……なぜ断言するのです。──京子、雑誌にはなんと？」

「どうやら続編は真しんエンドの流れを汲くむみたいね。新たな戦いって書いてあるから、生き残りが多い刺し刀とう一族を中心にお話が展開するんじゃないかしら」

「あ、じゃあ、秋葉さんの予想、当たってるかもしれないですね」と川野辺さん。

「……ついに……ついに時代がメグミに追いつきました！」

　秋葉さんがパラソルの外に飛び出し、夏の日差しを一身に浴びる。

　長身の秋葉さんが浜辺に立つと、ただそれだけで衆目を集めるわけだが……。

　しかし、残念なことに……秋あき葉ばさんは水着姿ではないのだ！

　というか、水着に着き替がえているのはおれ一人ひとりなのだ！（誰だれも得しない情報）。

「舌がとろける美お味いしさなのだー。アイスうまうまー」

　そのとき、海の家のほうから食い意地の張った女が戻ってきた。

　……ああ、そういや雪ゆき平ひらも一いつ緒しよだったんだっけ。

「うまうまー、うまうまー」

　さっき女性陣は誰も水着に着替えていないと言ったが、雪平だけはちゃんと水着姿で砂浜に出てきていた。子供っぽいデザインのワンピースタイプだけど、水着には違いない。

　でも、雪平の水着姿なんて……全然嬉うれしくないし……。

「むふー。アイス一本じゃカオルちゃんの胃袋は満たされないのだー」

　そして海の家に引き返す雪平。

　……こいつはこいつで何しに海に来たんだよ。

「けっ！　メグミ信者はこれだから！」

　カエデ派のサヤカ先せん輩ぱいが秋葉さんにガンを飛ばす。

　こちらはこちらで夏の海とはなんの関係もない議ぎ論ろんをしている。

「猫ねこも杓しや子くしもツンデレツンデレって！　過剰供給にもほどがあるだろー！」

「……ツンデレこそ至高です。これに勝まさる属性はこの世に存在しません」

「バカめ！　バカめだ、凜りん！　最近はカエデみたいな『ヤンデレ』のほうが主流だぜー！」

「……『ヤンデレ』なんかに『ツンデレ』が負けるはずがありません」

「おやおや。我われ々われ『ヤンデレ派』に喧けん嘩かを売っているのかね？」

「……所しよ詮せん、『ヤンデレ』なんて一過性の流行。一部のマニアにしか受けません」

「ふははははっ！　負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえんわ！　いつまでも『ツンデレ』などという過去の遺い産さんにしがみつきおって！　見苦しい！」

　サヤカ先輩が、芝しば居いがかった口く調ちようで秋葉さんを挑発する。

「ほらほらー。なんとか言ってみろよー。『ツンデレ狂い』の凜ちゃんよぉ？」

「……ツンデレこそが……ツンデレこそがギャップ萌もえの始祖です！」

　ここから秋葉さんの怒ど濤とうの反はん撃げきが始まった。

「そもそも『ツンデレ』という言葉が発明される以前からツンデレキャラは存在していたのです！　世界的に有名な童話にすらツンデレキャラは登場します！　……『ツンデレ』とはもっともスタンダードなキャラクターの表現手法なのです！　過去の名作における『ツン』とはキャラクターの幼さ、未み熟じゆくさ、我わがままなどを表現するものであり、逆に『デレ』はキャラクターの成長を示しているのです！　つまり、『ツンデレ』とは精神的に未熟な十代の成長物語に欠かかすことのできない表現手法だと言えるのです！　よって『ツンデレ』は永遠に不滅！　なくなることはありえないのです！　滅びの道を歩むのはそちらのほうです！」

　──ガツン！

　秋あき葉ばさんがピーチパラソルの軸を素す手でで殴った。

　ぐらんぐらん、と日陰を作っているパラソルが左右に揺ゆれ動く。

「はんっ！　そんな解釈、もはや過去ログだぜ！　古いっての！」

「……反はん論ろんができなくなったら揚あげ足あしを取る。……『ヤンデレ派』の常じよう套とう手段ですね」

「なんだとー！　……こ、こうなりゃ徹てつ底てい抗戦だ！　このサヤカ様さまが『ヤンデレ』の素す晴ばらしさについて日が暮れるまで語ってやんよー！」

　激げつ昂こうしたサヤカ先せん輩ぱいがその場で胡坐あぐらをかき、秋葉さんを斜め下から睨にらみつける。
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　普段ふだん仲のいい二人ふたりが対立するなんて珍しいな。……というか、そろそろ止めないと。

「はいはい！　サヤカも凜りんもその辺にしておきなさい！」

　ここで京きよう子こ先輩が二人の間に割って入った。

「なんだよー！　止めるなよ、きょーこー！」

「……京子は『ツンデレ派』ですか？　それとも『ヤンデレ派』の回し者ですか？」

「そういうね、どちらが上か下か、みたいな議ぎ論ろんは終わりがないから止やめておきなさい」

「おやおや？　きょーこさんともあろうお方が随ずい分ぶんと無ぶ難なんなことを言いますなー？」

「……こんなときに正論を吐はくなんて。京子……見損ないました」

　いやいやいや。どう考えても京子先輩の対応は正しいだろ。

　正しいのにダメとか……この二人ふたりは普段ふだんどんな目で京きよう子こ先せん輩ぱいを見てるんだ。

「二人とも、いい加減に目を覚ましなさい──っ！」

　京子先輩がその日一番のボリュームで叫んだ。

　秋あき葉ばさんとサヤカ先輩がビクッと肩を震ふるわせる。

「──カエデもメグミも、どちらのヒロインも、『漆しつ黒こくラバー』に必要不可欠なキャラクターでしょうが！　二人とも気づいていないようだけど……あなたたちは、自分が気に入らないヒロインを蹴け落おとし、否定することによって、『漆黒ラバー』という作品そのものを貶おとしめているのよ──っ！」

　京子先輩は「貶めているのよ！」と二度繰くり返し、ギャルゲー雑誌を二人に突きつけた。

　ぐうの音ねも出ない説得力のある指摘だったからか、

「うわあああああ！　あたしたちはなんて大それたことを！」

「……カエデ様……申もうし訳わけございませんでした……」

　二人は雑誌の折り込みピンナップ（カエデとメグミが並んで立っている）を広げて、「すみませんでした！」と額ひたいを砂浜にこすりつけながら土ど下げ座ざした。

　……おれ、もう帰ってもいいかな。

　さっきから通行人の視し線せんが痛いんだよ。夏の日差しよりも……。




　論ろん争そう後、おれはついに我が慢まんできなくなり、先輩たちにこう物申した。

「せっかく海に来たのに、これじゃあ、部室にいるのと変わらないじゃないですか」

「部室にいるのと変わらないって……そんなの当たり前じゃない。私たちは部活動の一いつ環かんで海に来ているのよ？」京子先輩がさも当然のように言う。

「いや、だからって、部室でもできるようなことを海でやっても仕方ないですよ。どうせなら海じゃないとできないようなことをしましょうよ」

　たとえばみんなでビーチバレーをやるとか、打ち寄せる大小様さま々ざまな波と戯たわむれるとか、海で自由に泳ぎ回るのもいいと思うし、なんなら沖まで競きよう争そうしてもいい。当然、私服のまま海に入るわけにはいかないから、水着に着替える必要がある。──そう、水着に。

　水着……京子先輩たちの水着姿。

　見たい！　なんとしても見たいぞ！　つーか、今日きようはそのために海に来たんだ！（本音）。

「海じゃないとできないようなことねぇ……」京子先輩がハンカチで顔を扇あおぎながら口を歪ゆがめる。「日本の海ってベトベトしてるから……あまり入りたくないのよねぇ……」

「やっぱ泳ぐならプールだよなー」

「……カナヅチの私は海だろうとプールだろうと水に浸つかる気はさらさらありません」

「あ、私もカナヅチです……」

「そもそも泳ぐと疲れるし」と京子先輩。

「日に焼けるとひりひりするし」とサヤカ先せん輩ぱい。

「……紫し外がい線せんはお肌の大敵ですし」と秋あき葉ばさん。

「できることならパラソルの下から出たくないですね……」と最後に川かわ野の辺べさん。

　軟弱だ。あまりに軟弱すぎる。

　インドア派のギャルゲーオタクが海に来るとこうなるわけか……。

「そういえば……椎しい名な。あなた、どうして上半身裸なの？　まさか露ろ出しゆつ狂きようの気が……？」

「海！　ここは海です！　人を勝手に露出狂にしない！」

　くそぉ、先輩たちが海に入らないってわかってたらおれも私服で出てきたのに。

　……これから半日近く、海パン姿のまま体育座りを続けなければならんのか。

「うーん、パラソルの下にいるとはいえ、エアコンがない環かん境きようだとやっぱり蒸むし暑いわね」

「だなー。おまけに今日きようは風がほとんど吹ふいてないしー」

「海の家は吹きさらしだから、当然、エアコンはついていないわよね……」

　京きよう子こ先輩は海のほうをチラッと見やり、「……ハァ、しょうがないわね。海に浸つかって身体からだを冷やしてきましょうか」と言ってキャミソールの裾すそを両手でまくり上げ始めた。

「ちょ、京子先輩!?　着替えるなら更衣室に行ってくださいよ!?」

「……ん？」

　半脱ぎ状態で京子先輩が動きを止めた。

「椎名、何慌あわててるのよ。ちゃんと服の下に水着を着込んでいるのよ？」

「……へ？」

「ほら」と言って京子先輩がさらにキャミソールをたくし上げる。

　行方ゆくえらしいおへその上に見えるのは──たしかに下着ではなくビキニだった。

　な、なんだ。水着かよ。びっくりしたぁ……もう。

「ああ、そうそう。水着と言えば──」

　京子先輩が脱ぎかけのキャミソールを再び着直した。

　って、おい！　脱げよ！　脱いでおれを楽しませろよ！（熱ねつ暴ぼう走そう中）。

　おれの気も知らずに、京子先輩はみんなに新たな話題を振る。

「『漆しつ黒こくラバー』の続ぞく編へんではカエデたちの水着姿が拝おがめるわよ」

「おー。ってことは、続編は夏が舞ぶ台たいなのかー」

「……メグミの水着姿（ハァハァ）」

「カエデは黒のビキニなんかが似合いそうよね」

「黒髪のヒロインはやっぱり黒ですよねー」

　またオタクトークが始まったよ。

　何が悲しくて海まで来て二次元キャラの水着姿を妄もう想そうせにゃならんのだ……。

　おれは……おれは決して逸いつ脱だつしないぞ！　現実を生きるぞ！

　というわけで、現実を生きる第一歩として、先せん輩ぱいたちがどんな水着を着ているのか予想してみようかな。

　え？　お前こそ現実を生きろって？　……ははは、何をおっしゃいますやら……。

　……たしか京きよう子こ先輩はフリルのいっぱいついたセパレートタイプの水着だったな。

　さっきチラッと見えたからこれは予想ではない。

　先輩は目を引く容姿をしているからどんな水着でも似合いそうだけど、一番似合うのは、たぶんスクール水着だろう。ああ、幼児体型……。

「……金きん髪ぱつのメグミは白い水着がベストと思われます」

「あ、それわかります。メグミって私服も白系が多かったですよねー」

　秋あき葉ばさんは身長が高くてスタイルもいいので大人おとなっぽいデザインの水着が似合いそうだ。

　川かわ野の辺べさんは前に一度スクール水着を先輩たちに無理やり着せられたことがあって、おれはそのときの記き憶おくが未いまだ脳のう裏りに焼きついているのだが……。しかし、川野辺さんは実際のところぽっちゃり系だから、ワンピースタイプよりもセパレートタイプのほうが、スタイルがよく見えるのではないだろうか（↑胸の谷間が見たいだけ）。

「んー、でも、『漆しつ黒こくラバー』って日常シーンが少なかったからなー。海行くかなー」

「行くわ。行くに決まってる。そうじゃなきゃ、季節を夏にする意味がないわ」

　サヤカ先輩は向日葵ひまわりみたいな人だから、カラフルな水着がいいんじゃないかな。

　たとえば花柄とか水玉模様の水着とか……うわ、すげー、似合いそう。

　……ハァ、なんか虚むなしくなってきた。

　さてと……。

　妄もう想そうはこれくらいにしておいて、そろそろ先輩たちの服を脱がす方法でも考えようか（↑決していやらしい意味で言っているわけではありません）。こうなってくると意地でも先輩たちの水着姿が見たくなってくる。たとえるならツンデレキャラがデレる瞬しゆん間かんをまだかまだか、と心待ちにしながらテキストを読み進めているような感じ……っておれは何を言ってるんだ。最近、考え方が先輩たちみたいになってるぞ。

「──やっぱり、海と言ったら人工呼吸ですよね。ギャルゲーにも、主人公がヒロインに人工呼吸をするイベントってありますよね？」

　会話が一段落したころ、おれはそれとなく話題を振ってみた。

　現実の海に興きよう味みを持ってもらうために（＝服を脱いでもらうために）。

「……人工呼吸は夏の定番イベントです」

「いやいや、古いだろー、人工呼吸は。ギャルゲーもそうだけど、最近は漫まん画がとかでも、そんなに見ないぞー」

「でもでも、人工呼吸には夢とロマンが詰まってますよね」

　何を妄想しているのか、川野辺さんがうっとり顔で、海を見つめている。

「人工呼吸……」

　そのとき、京きよう子こ先せん輩ぱいがポツリとつぶやき、

「……人工呼吸って……実際のところどんな感じなのかしら？」

　そう言って、おれと川かわ野の辺べさんを交互に、ゆっくりと舐なめまわすように凝ぎよう視しする。

　な、なんだ？　この意味ありげな視し線せんは……？

　川野辺さんと顔を見合わせると、彼女も危き機き感かんを覚えたのか、夏だというのにガタガタと身を震ふるわせ始めた。両手で肩を抱き、「……嫌いやな予感が」とブツブツ言っている。

　川野辺さんの予感は見事的中し、

「ねえ、椎しい名なか陽ひ香か理り……どちらでもいいから海で溺おぼれてみない？」

　日常会話っぽいノリなのに物ぶつ騒そうな提案だった。

　どちらでもいいからコンビニでアイス買ってきて、みたいな軽いノリ。

　……この人はやはり危険人物だな。ミニマムデビルと呼ばれるだけのことはある。

「溺れてみないって……そんな提案、世界一のスタントマンですら拒否しますよ」

「溺れるのはさすがにちょっと……。私、カナヅチですし……」

「大丈夫よ。ちゃんと人工呼吸するし。なんなら心しん臓ぞうマッサージだって──」

「──いや、そういう問題じゃなくて」

「じゃあ、どういう問題なのよ！」

　京子先輩が中腰の姿勢でこちらに歩み寄ってきた。体育座りをしているおれの側そばまでやってくると、「椎名？　何が不満なの？」と言いながら腰を完全に上げ、（低身長のためパラソルの天てん井じようには頭が当たらない）素す足あしをおれの膝ひざの上に乗っけた。

「四の五の言わずに溺れなさいよ。誰だれにでもできる、絶対に助かるミッションなんだから」

「だから！　どうして助かることを前提に話を進めようとするんですか！」

　たしかにフィクションの世界では溺れてもたいがい助かるけど……。

　現実はそうではない。溺でき死しする可能性だって十分ありえる。

「あの……ちなみに誰がおれに人工呼吸の処置を？」

　さっきから気になっていた疑問をぶつけてみた。

　話をそらしたいなぁ、という意味もあって。

「あー、あたしは遠えん慮りよさせてもらうぜー。肺活量に自信ないしー」

「……同じく。そもそも人工呼吸の作法がよくわかりません」

　見殺しにする気、満々だな、この人たち！　つか、何気に傷つくんですけど！

「大丈夫よ……椎名」

　そのとき、京子先輩がおれの膝の上から足をどけ、

「わ、私が……ちゃんとしてあげるから……人工呼吸」

　視線をそらしながら、身体からだをモジモジさせながら、そんなことを言う。

　……え？　何だ、このツンデレっぽいリアクションは？　先せん輩ぱい……？

　淡い期待を胸に先輩の顔をそっと覗のぞき込むと、

「ねえ？　今のメグミっぽくなかった？」

　京きよう子こ先輩が自信満々の顔で、ない胸をそらしながら訊きいてくる。

　モノマネかよ！　一いつ瞬しゆん、信じちまったじゃねーか！

「上う手まい上手いー。けっこう似てると思うぞー」

「……京子は演技派です。リアルに萌もえてしまいそうです」

「ふふふ、そうでしょう、そうでしょう」

「……ツンデレバージョンの京子となら百ゆ合りの世界に旅立つこともいといません」

「告白か!?　それは告白なのか、凜りん!?」

「……なんてな（ボソっ）」

　秋あき葉ばさんが男っぽい口く調ちようで『百合発言』を撤てつ回かいした。

「──それはともかく、椎しい名なと陽ひ香か理りは今すぐジャンケンをしなさい」

「くっ……上手く話をそらしたと思ったのに」「……ジャンケン一つで溺でき死し……」

　っていうか、結局、誰だれが人工呼吸をしてくれるんだよ……。

「どうしたの？　早くジャンケンしなさいよ」

「あ、あの……思ったんですけど」おれは最後の抵抗を試みた。「たとえば、おれがギャルゲーの主人公だとして、もしおれが海で溺おぼれたら、肝かん心じんの人工呼吸のシーンを見ることができないと思うんですよ。……いや、そもそも、溺れるのってたいがいヒロインのほうで、人工呼吸の処置を施ほどこすのって主人公の役目じゃないですか？」

「「「──なるほど」」」

　この意見には京子先輩だけでなく、サヤカ先輩や秋葉さんも納なつ得とくした。

　そして、おれがターゲットから外れたことによって、

「……椎名君の裏切り者……」

　溺れ役が確かく定ていした川かわ野の辺べさんが恨うらめしそうにおれを睨にらんだ。

「配役は決まったわ！　さあ、陽香理！　あの大波に飛び込んできなさい！」

「む、無理ですよぉ！　私、カナヅチだから本当に溺れちゃいますよぉ！」

　川野辺さんがパラソルの下から飛び出し、雪ゆき平ひらが向かった海の家のほうに駆かけ出した。

「あ、コラ！　陽香理！　待ちなさい──っ！」

　京子先輩が拳こぶしを振り上げながらそのあとを追う。

　──命をかけた壮絶な鬼おにごっこが今、幕を開あけた。




　で──

　その後、どうなったのかと言うと……川野辺さんは行方ゆくえ知らずとなった。

　戻ってきたのはそれから二時間後のこと。

　川かわ野の辺べさんが戻ってきたのは、『人工呼吸の実演』が中止になったからで、そのことを京きよう子こ先せん輩ぱいが直接、携帯電話で川野辺さんに伝えたからだ。ちなみにどうして中止になったかと言うと、川野辺さんが行方ゆくえ知らずになったあと、京子先輩が、「ちょっと待って。このシナリオだと、主人公役の椎しい名なが苦悩するシーンが一つもないわ。主人公がいい目にばかりあう、砂さ糖とう菓子のように甘いギャルゲーは総じてクソよ！　主人公は適度に苦しまないと！」と怒り出したからだ。

　……うん、まあ、わかっていたことだよ……。

　世の中、そんなに甘くない。




　　　◇　◇　◇




　海の家での昼食後、パラソルの下に戻ると、

「さー！　みんなお待ちかね！　罰ばつゲームのコーナーが始まるわよ！」

「きゃっほー！　待ってましたー！」

「……今日きようのメインイベントです（ニヤリ）」

「ついにこのときが来たのだ！　雄ゆう介すけ、死ぬがいい！　死ぬがいいいいぃぃぃ！」

「わ、わーい……」

　京子先輩の『罰ゲーム開催宣言』におれ以外の四人が沸わき立った（川野辺さんのは空から元気っぽいけど）。罰ゲームと言ったら、この前のアレしかない。雪ゆき平ひらの策略でマイナス九百九十九ポイントをちょうだいした例のアイデア合がつ戦せんだ。

「椎名？　心の準備はオーケー？」

「……どうせおれに拒否権はないんでしょう？」

「ふふ、よくわかってるじゃない」京子先輩が満足そうに頷うなずく。

「それで……罰ゲームの内容は？」

「椎名には女の子をナンパしてもらいます」

「え？　ナンパですか？」

　なんだか妙な罰ゲームだな。……あー、妙ってのは先輩たちらしくないって意味だぞ。

　こういうとき先輩たちは、ギャルゲー的要素を必ず絡からめてくるからな。

　ナンパとギャルゲーは……どう考えたって結びつきが悪い。そもそもギャルゲーの主人公ってナンパなんかしなくたって女の子がたくさん寄ってくるし……。

「どうしてナンパなんだろう、って。そう思ってるでしょう？」

　京子先輩が小こ悪あく魔まっぽい笑えみを浮かべながらおれの顔を下から覗のぞき込んでくる。

「……え？　あ、まあ……」

「実を言うと、今回は実じつ験けんも兼ねているのよ」

「実験ですか？」

「この前、椎しい名なが部室を出ていったあと、みんなで罰ばつゲームについて話し合ったんだけど、その中で、椎名の『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』が話題に上がったのよ」

「……なんすか、その胡う散さん臭くさい能力名……」

「椎名は選択肢を間違えない」京きよう子こ先せん輩ぱいはそう断言し、「これは椎名と『School Revolution』の対戦をした誰だれもが実感したことよ。実際、椎名は私と対戦したとき、ヒロインの居場所を見誤ることは一度もなかったわ」

「えっと……それで？　その話と罰ゲームがどう関係するんですか？」

「椎名は選択肢を間違えない。──これはおそらく現実でも有効だと思うのよ」

「………………はい？」

「椎名は選択肢を間違えない。──これはおそらく現実でも有効だと思うのよ」

「………………大事なことなので二度も？」

「この仮説を実証するためには見知らぬ女の子を『攻略』する必要があります（真顔）」

「……り、リアルでギャルゲーを!?」

　この人たちアホだ！　正しよう真しん正しよう銘めいのアホだ！

「さー、さー、しーなちゃーん。ナンパの準備を始めますわよー」

「……痛くないのでじっとしていてください」

　前からサヤカ先輩が、後ろから秋あき葉ばさんが近づいてきた。

　まさに前門の虎とら、後門の狼おおかみだ。

「そのダサい海パンじゃナンパなんてできないからなー。まずはこれを着れー」

　と言ってサヤカ先輩が荷物から薄うす手でのパーカーを取り出した。

　目がチカチカする、蛍けい光こう色しよくのパーカーだった。はっきり言ってダサい。

　頭に死ぬほど、をつけてもいいくらい。

「……右のポケットに小型インカムを入れておきます。イヤホンがついているのでこれを耳に入れてください。左には盗とう聴ちよう器きを……これは会話を拾うためのものです」

　秋葉さんが解説しつつ、ハイテク機き器きをポケットの中にねじ込む。

「えっと、つまり、先輩たちはインカムを使っておれに指示を出して、盗聴器でナンパ中の会話を拾うってことですよね？　じゃあ、おれからの返事はどうすれば？」

「カッコ書きでセリフを表示すればそれが私たちに伝わるんじゃないかしら」

「ギャルゲーのプレイヤー気分ですね！　そんなの不可能っす！」

「んー、マイクを胸元に取りつけてもいいんだけど、イヤホンならまだしも、マイクはさすがに怪あやしいし……それにナンパ中に私たちと会話をする余裕はないと思うのよね。……だから、マイクをポケットに入れておいて、イエスのときはポケットを一回、ノーのときはポケットを二回叩たたくようにしなさい」

「……それなら……まあ、なんとか」

　ってか、この前準備は冗じよう談だんでもなんでもなくて、マジでナンパする流れ？

　拒否権がないのはわかってるけど……見知らぬ女の子に話しかけるのはちょっと……。

　たぶんおれの完全なアドリブで進行するわけではなく、要所要所で先せん輩ぱいたちが選せん択たく肢しを示すんだろうけど……。でも、その選択肢は本当に当てになるのだろうか？

　そもそも現実はゲームではない。

　必ずしも目当ての女の子を『攻略できる』わけではないのだ。

　顔が好みではない、と言われればそれで終わり。

　というか、ナンパってのは門前払いが基本ではないだろうか……。

「──椎しい名な！　最初のターゲットが決まったわよ！」

　京きよう子こ先輩がパーカーの裾すそを引っ張りながらおれをパラソルの外に連れ出す。

「ほら、あそこにオレンジ色の水着を着た女の子がいるでしょう」

「あの水みず色いろのパラソルの下にいる女の子ですか？」

「そうよ」

「おー、なかなかの巨乳さんだなー。高校生くらいかー？」

「……上から８７・５８・８５とみました」

　さっそく先輩たちの品定めが始まった。

「んー。あれは陽ひ香か理りよりも大きいんじゃないのかー？」

「ひゃん!?　サヤカ先輩、どこ触ってるんですか!?」

「ふふふふ、よいではないかー。よいではないかー」

　エロ親おや父じ化かしたサヤカ先輩が、川かわ野の辺べさんの背後に回って服の中に両手を差し込み、エロい手つきで胸をまさぐり始めた。そこへすかさず秋あき葉ばさんがパシャっと写真撮さつ影えい。

「カオルちゃんは上から９０・９０・９０とみたぞー！」

「そんな人間、この世にいねーよ！　つーか、ホラーだろそれ！」

「椎名、ゴチャゴチャ言ってないで早くアタックしてきなさい」

　と言って京子先輩がおれの背中を両手で押す。

「うわ……っと」

　砂に足を取られながらよろよろと前進する。

　途と中ちゆうで立ち止まったおれは背後と前方を交互に見やった。

　行け行け、と京子先輩がゴーサインを出している。

　マジでやんのか。……まさかこんな形でナンパを初はつ体たい験けんすることになろうとは……。

　ビーチのど真まん中なかでうだうだ考えていると、

「ゆーすけええええええ！　無様ぶざまに散るがよい──っ！」

　アホの雪ゆき平ひらが背後から全力で突っ込んできた。

　な、なんのつもりだよ、こいつ!?　バカなのか!?　バカなのかああああ!?
「うわああああああ──っ！」

　背後からの不意打ちを食らったおれは砂浜をゴロゴロ転がっていき、

「──きゃっ!?」

　誰だれかの目の前で停止。

　聞き覚えのない声だったのでおれはハッとした。

　すみません、と謝しや罪ざいの言葉を伝え、慌あわてて砂まみれの身体からだを起こす。

　そして顔を上げると──

　眼がん前ぜんに京きよう子こ先せん輩ぱいがターゲットに選えらんだ女の子が立っていた。

「大丈夫ですかぁ？」

　女の子はそう言って膝ひざを曲げ、おれの顔を覗のぞき込んできた。

　若じやつ干かん、舌足らずで、のんびりした口く調ちようだった。

　表情もぽややーんとしていて、いかにも警けい戒かい心しんの薄うすそうな女の子である。

　……ちょっと天然入ってるかも。

「あぁー、腕から血が出てますよぉ？」

「え？　あ、マジだ……」

　転んだときに腕を擦すりむいたらしい。

　たいした怪け我がではなさそうだが、消毒くらいはしておいたほうがいいかもしれない。

「ちょっと待っててください。絆ばん創そう膏こうを持ってきますから」

　女の子がピンク色の行方ゆくえらしいバッグから小さなポーチを取り出した。

「じっとしててください」

　そう言いながら女の子がおれの腕に絆創膏を貼はりつけようとする。
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　……砂まみれの腕に。消毒もせずに……。

「あたし、学校で保健委員をやってるから、絆創膏を貼るのは得意なんです」

「へ、へぇ、そうなんだー」

　なんだこのほのぼのとした会話は。

　……おかしい。何かがおかしい。これ全部、京子先輩の仕込みじゃないのか？

『さすが椎しい名な！　ナンパの出だしとしてはこれ以上ない滑り出しね！』

　イヤホンから京子先輩の声が聞こえてきた。

『……残念なのだー。速攻でフラれると思ったのにー』

　今度は雪平の声。やはりそういうつもりで突き飛ばしやがったのか……。

『ここからが本番よ。さっそく選せん択たく肢しを提示するから、自分の信じる道を進みなさい。正しい答えがないと思ったらポケットを二回叩たたきなさい。すぐに別の選択肢を用意するから』

　おれはポケットを一回叩たたいた。一回はイエスを示す。

『まずは会話の主しゆ導どう権けんを握りましょう。最初の選せん択たく肢し……行くわよ！』

　京きよう子こ先せん輩ぱいが口頭で選択肢を示した。





１【オッス！　おら、椎しい名な雄ゆう介すけ！　ギャルゲーを愛する変態紳士とはこのおれのことさ！】

２【お、お、おっぱおっぱ、おっぱい……おっぱい揉もませてええええええ！】






　……酷ひどい。酷すぎる。『人として軸がぶれている』としか思えない。

　あと選択肢『１』のネタが何気に古い。京子先輩、意外と守備範はん囲い広いんだな……。

『ほら、椎名！　早く選択しなさい！　タイミングも重要よ！』

　京子先輩が早く早くとおれを急せかす。

　どちらも痛々しい選択肢なので、正直な話、チェンジしたいところなのだが──

　しかし、与えられた選択肢を頭の中で反はん芻すうさせていると……急にピンときた。

　ここはおそらく『１』が正解だ。

　根拠は何もないが、直感的に「これだ！」と閃ひらめいたのだ。

　この手の直感は過去、ゲームをプレイ中に何度も経けい験けんしている。

　だからたぶん間違ってはいないと思うのだが……。

　これはギャルゲーではなく現実だから、選せん択たく肢しのセリフは自分で口にしなければならない。

　言うのか？　本当にこのセリフを口にするのか？

『何をモタモタしてるの！　あとでロケット花火を口の中に突っ込むわよ！』

　くっ、言うしかないのか。

　……ち、ちくしょう！　こうなったら、こうなったら……もうどうにでもなれ！

　おれは自分の直感を信じて、恐る恐るセリフを口にした。

「お、オッス！　おら、椎しい名な雄ゆう介すけ！　ギャルゲーを愛する変態紳士とはこのおれのことさ！」

　失笑！　失笑される！　絶対に失笑される！

　あまりの恥はずかしさにそう思わずにはいられなかった。

　だが、事実は小説よりも奇きなり、とはよく言ったもので、

「あははー。お兄にいさん、面おも白しろい人ですねー」

　女の子は栗くり色いろのポニーテールを揺ゆらしながら大笑い。

　どうやらツボに入ったようで、しばらくの間、お腹なかを抱えて笑い続けた。

『今、お兄さんって言ったよな!?　お兄さんって言ったよな!?』

『……まさかの妹属性。……これでツンデレ属性持ちだったらパーフェクトです……』

『うーん、でも、なんかこの人、キャラ作ってるっぽくないですか？』

『たしかに……天然キャラを装よそおったぶりっ子ってこんな感じよね……』

　川かわ野の辺べさんの疑問に京きよう子こ先せん輩ぱいが推測を唱える。

『いやいやー、あれは素すだろー。演技でああいう笑い方はできないってー』

『……私も素だと思います。理由はサヤカと同じです』

『雄介！　真のヒロインはカオルちゃんだからな！　忘れてはならぬぞ！』

　一人ひとりだけピントのズレたことを言っている奴やつがいるな。

　それはともかく、おれもサヤカ先輩たちと同意見だ。

　だってこの子、涙を流しながら笑ってるし。

　これが演技ならたいしたものだけど……。

『椎名！　次の選択肢よ！　心して選えらびなさい！』

　京子先輩の声がノイズ混じりに聞こえてきた。

　新たに提示された選択肢は──





１【可愛かわいいデザインの水着だね。よく似合ってるよ】

２【お兄さんではダメだ！　お兄ちゃんと呼びなさい！】

３【理性を失った雄介は全ぜん裸らになって巨乳少女に襲おそいかかった】






　三番目はおそらく雪ゆき平ひらが考えた選択肢だな。雄介って下の名前で呼ぶのあいつだけだし。つーか、こんなあからさまな罠わなにおれが引っかかるわけないだろ……。

『椎しい名な！　悠ゆう長ちように考えている時間はないわよ！　これはゲームではなく、現実なのだから！』

　言われなくてもわかってますってば。

　さて、選せん択たく肢し『３』は却下として、残るは『１』と『２』か。個人的には無ぶ難なんに『１』で行きたいところだが、おれの直感は、選択肢『２』の【お兄にいさんではダメだ！　お兄ちゃんと呼びなさい！】が正しいと告つげている。あまり口にしたくないセリフだが、一発目の自己紹介に比べたらだいぶマシ……だよな。うん、かなりマシだ。

『ハーリーアップ！　ハーリーアップ！』

　京きよう子こ先せん輩ぱいが英語で急せかしてきた。

　おれは内心で、わかりましたよ、と言葉を返し、女の子と向き合った。

「お兄さんではダメだ！　お兄ちゃんと呼びなさい！」

「……お兄ちゃん……？」

「い、いや、別に、嫌いやなら無理に言わなくてもいいんだけど……」

　うわ、やっべぇ。さっきはたまたま上う手まくいったけど、今の発言は滑った臭くさいぞ……。

「お兄ちゃん」

「……え？」

「お兄ちゃん。お兄ちゃん。……いいですね！　ざんしんなひびきです！」

　どこが『ざんしんなひびき』なのかはわからないが、女の子のリアクションは良好だった。

「あ、そう？」

「私、一人ひとりっ子なんですよー。従兄弟いとことかはいるんですけど、年下ばっかりだから、年上の兄弟がいたらなーって前から思ってて。お兄ちゃん欲しかったですー」

「……そ、そうっすか」

　なんか知らんが上手くいったぞ。……会話は相変わらずちぐはぐだけど。

『しーな、やるなー。さすがは選択肢のプロだぜー』

『……ギャルゲーマスター椎名、恐るべし……』

『雄ゆう介すけ！　なぜカオルちゃんが考えた選択肢を避けたのだ！』

『カオルちゃん……あれは誰だれだって避けるよ』

　やはり雪平案だったか。

　ってか、あいつ……おれを陥おとしいれることしか考えてなくないか？

『椎名！　その調ちよう子しよ！』

　外野の声が途と切ぎれると、京子先輩の潑はつ剌らつとした声が聞こえてきた。

『さあ！　次の選択肢行くわよ！　今度は選択肢が多いから気をつけなさい！』

　新たに提示された選択肢は……全部で五つ。無む駄だに多かった。





１【向こうに「ドリアンジェラート」っていう臭くさそうな名前のアイスクリームが売ってるんだ。一つ奢おごるからさ。僕と一いつ緒しよに食べにいかない？】

２【ボディボードに興きよう味みある？　もし興味があるのなら僕が教えてあげるよ】

３【椎しい名なは女の子を背後から抱きしめ、いやらしい手つきで胸を揉もみしだいた】

４【女の子は「止やめてください！」と叫んだが、椎名はなおも高速で手を動かし続ける】

５【こうして椎名は史上最悪の性犯罪者に成り下がったのである……（バッドエンド）】






　前の二つはともかく、後ろの三つはなんかおかしいだろ！　文章が横に繫つながってるし！

　……ってか、おれ悪者になってるじゃねーか！　なんなんだよ、この糞くそみたいなショートストーリーは！

『椎名！　ギャルゲーには「意味なし選せん択たく肢し」というものが存在するのよ！』

『あー、あるなー。全部同じ選択肢だったりとかなー』

『……その場合、主人公が選択肢にツッコミを入れるメタ的な展開になります』

　どうでもいいんだよ、そんな豆まめ知ち識しきは！　もっとまともな選択肢を用意しろよ！

『はいはい！　椎名！　ボサーっとしてないでさっさと選えらぶ！』

　選べと言われても、実質、選択可能なのは前二つだけなんですが……。

　とりあえず、普通に考えて、選択肢『２』のほうが妥当な誘さそい文句に見える。

　しかし──

　自分の直感に従うのなら、ここは『２』ではなく『１』だ。

　でも、この選択肢はちょっと酷ひどい。つーか、ドリアンジェラートってなんだよ。

　おまけに、『臭そうなアイスクリーム』って自みずからゲテモノ扱いしてるし。……まあ、ハズレ選択肢ならそれはそれでいいよ。そもそもナンパなんて柄がらじゃないんだ。早いところこの場から撤てつ退たいしたい。

　おれは選択肢『１』のセリフを頭の中で何度か反はん芻すうし、

「向こうに『ドリアンジェラート』っていう臭そうな名前のアイスクリームが売ってるんだ。一つ奢るからさ。僕と一緒に食べにいかない？」

「……え？　ドリアンジェラート？」

　おれの予想に反し、女の子の顔がパァっと明るくなる。

「私、ドリアンジェラート大好きなんです！　あれ、すっごく美お味いしいですよね！」

　なぜこんな誘い文句に食いつく！　ってか、存在するのかよ、ドリアンジェラート！

　おれが驚きよう愕がくしていると、外野の京きよう子こ先せん輩ぱいたちが騒さわぎ出した。

『今のって、しーなが巨乳ちゃんの大好物を言い当てたってことだよな？　そうだよなー？』

『……これが寝取り野郎の……本気……！』

『やはり私の推測通りね！　椎名の「選択肢心眼能力」は現実でも有効なのよ！』

『なんかよくわからんがすごいのだ！』雪ゆき平ひらが珍しく絶ぜつ賛さんする。と思ったら、『この場合、巨乳ちゃんが雄ゆう介すけの顔につられた可能性は考こう慮りよしなくてもいいから、これは純粋に雄介の「選せん択たく肢し心しん眼がん能力」のなせる技なのだ！　雄介は非イケメンな上にコミュ力皆無だからな！』

『か、カオルちゃんそれは言いすぎだよ。……同感だけど（小声で）』

　そこの一年生コンビ。あとで覚えておけよ。マジで。

『──さあ、椎しい名な！　次の選択肢行くわよ！』

　その後も京きよう子こ先せん輩ぱいから罠わな混じりの選択肢が次々に提示された。

　おれはその全すべてに直感で答え……そして、不本意にも女の子のおれに対する好感度はどんどん上昇していった。予想の斜め上とはこのことだ。

　ドリアンジェラートを好む子供っぽい口く調ちようの女の子は、他ほかにも「干ほし柿がき」とか「琵び琶わ湖こ」とか「蟻あり地じ獄ごく」とか「和式トイレ」とか、妙なキーワードばかりに反応し……だがおれは女の子の好みをことごとく言い当てているようだった。

　こいつは本物だぜ！　とサヤカ先輩が大絶賛する中、おれは「帰りたい帰りたい」と心の中で何度もつぶやいていた。おれの気のせいかもしれないが、女の子と親密になればなるほど京子先輩の『罠選択肢』が巧妙になっているような気がするのだ。煽あおり役やくの雪平も「雄介のくせに生意気なのだ！　雄介なんて死ねばいいのだ！」と暴ぼう言げんがどんどんエスカレートしていた。

　いくつかの選択肢をこなしたあと、次なる京子先輩の言葉を待っていると、

「あのぉ？」

　それまで受け身だった女の子が急におれに質問を投げかけてきた。

「えっとぉ、その、お兄にいちゃんは高校生なんですかぁ？」

「……え？　ああ、そうだけど……」

「どこの……どちらの高校に通ってるんですか？　市内の高校ですか？」

「桜さくら台だい高校だけど……」

　って、正直に答えるなよ！　アホか、おれは！

「桜台高校……？」

　女の子が目を丸くして驚きよう愕がくする。口も半開きになっていた。

　な、なんだ？　まさか同じ学校の生徒ってことは……ないだろうな？

「きぐうですね！　私も桜台高校を目指してるんですよぉ！」

「……え？　目指してる？」

「来年、受じゆ験けんする予定なんです。といっても……中等部のほうですけど」

　…………え？　この子、今、なんて言った？

　中等部って言った？　え、え、え、ええええ！　それってまさか……？

「キミって……その、もしかして、もしかすると……小学生だったりしちゃう？」

「んー？　そうですけどぉ？」

　う、噓うそだ！　噓だ噓だ噓だ！　こんな胸のでかい小学生がいるもんかー！

　身長だってかなりあるし！　容姿だって、高校生どころか大学生に見えるし……。

　あ、ああ……でも、納なつ得とくできる部分もある。警けい戒かい心しんの薄うすさとか、子供っぽい口く調ちようとか……。

『ロリ巨乳小学生キタ──っ！』いの一番に京きよう子こ先せん輩ぱいが叫ぶ。

『小学生ってマジかよー。んもー、最近の小学生はどうなってるんだー』

『……ギャルゲーマスター椎しい名な改め、ロリコンマスター椎名ですね』

『そっかー……椎名君はロリコンだったんだ……』

『よっしゃー！　ついに雄ゆう介すけも犯罪者の仲間入りなのだ！』

　外野うるせぇ！　つーか、人をロリコン呼ばわりするな！

「あのぉ？　どうしたんですかぁ？」

「あ、いや……ちょっと……いろいろあってね……」

　どうする？　逃げるか？　離り脱だつするか？

　さすがに小学生相手にナンパを続けるわけには……。

「──うっ」

　そのとき、ふと眩暈めまいを感じ、おれはその場に膝ひざをついた。

　たぶん炎天下の中、長時間突っ立っていたからだろう。

「だ、だいじょうぶですぁ？」

　女の子が慌あわてておれに駆かけ寄る。

　と、次の瞬しゆん間かん、「あっ」と目の前の女の子が砂に足を取られ、大きくバランスを崩くずした。おれは顔を上げ、膝をついたまま女の子を支えようと両手を伸ばしたが、眩暈を感じた直後だったので、女の子を支えるどころではなく……。

　──ドサドサ。

　後方に倒れ込んだおれの胸に女の子の顔がすっぽり収まる。

「うわ、やばっ」

　おれは反射的に身体からだをひっくり返した。すると女の子が「きゃっ」と行方ゆくえらしい悲鳴を上げて、砂の上に転がり、今度はおれのほうが女の子の胸の中に収まる形となった。瑞みず々みずしい肌の感触と、メロンのように巨大な双ふた子ごの山がおれを優やさしく包み込む。

　……って余計まずいだろ、この体勢は！　おれがこの子を押し倒したみたいになってるじゃねーか！　早く退どけないとまた先輩たちにロリコン疑ぎ惑わくを──

「ちょ、ちょっと！　うちの子に何をしてるんですか！」

　ここで運悪くラスボスが登場。

　ラスボスとは言わずもがな。

　そう！　女の子のお母かあさんだ！

　は、はは……お母様さまも随ずい分ぶんとふくよかな胸をお持ちのようで……。

「だ、誰だれか！　警けい察さつを呼んでください！」

　半狂乱のお母かあさんが、ビーチを行いき交かう人たちに向かって大声で叫ぶ。

　──け、警察!?　まてまてまて！　そりゃまずい！

　お母さんの声に一人ひとり、また一人、興きよう味みを引かれて立ち止まる。

　大半の人々は傍ぼう観かん者しやでしかなかったが、中には正義感の強い人もいて、「おい、誰か手伝てつだってくれ！」とおれを数人がかりで女の子から引ひき離はなし、「たしか近くに交番あったよな」と警官に引き渡す相そう談だんを始める。

　──せ、せんぱーい！　助けてくださいよ！

　おれはポケットを叩たたいて先輩たちに助けを求めたが、

『……ザー……ザー……ザー……』

　聞こえてくるのは雑音のみ。先輩たちからの応答はなかった。

「さっさと歩け！　この変態野郎！」

　おれは屈強な男たちに交番へ連行された。

　──ドナドナドーナ……。

　どこからともなくそんな歌が聞こえてきた。




　　　◇　◇　◇




「椎しい名な、危ないところだったわね（ザックザックっ）」

「………………」

「まさかあの子が小学生とはなー。驚おどろいたぜー（ザックザックっ）」

「……………………」

「……できることなら親おや子こ 丼どんぶりを目指して欲しかったです（ドサドサー）」

「…………………………」

「ロリ巨乳小学生はカオルちゃんの天敵なのだー（ドサドサー）」

「………………………………」

「それにしても……けっこうな重労働ですね、これ（ザックザックっ）」

「……………………………………」

「みんな頑がん張ばって！　あと少しで顔まで埋まるわよ！（ドサドサー）」

　……か、顔だって!?　何考えてるんだ、この人は!?
　それまで黙だまって会話を聞いていたおれは慌あわてて声を張り上げた。

「顔は出しといてくださいよ！　人ひと柱ばしらじゃないんですから！」

「あ、椎しい名な君が喋しやべった……（ドサドサー）」

「ちょ、川かわ野の辺べさん!?　言った側そばから、顔に砂をかけないでよ！　──いや、そもそも！　どうしておれが砂の中に埋められなきゃなんないんですか！　意味わかんないですよ！」

「そんなの、あなたがナンパに失敗したからに決まってるじゃない（ドサドサー）」

「そうだぞー、しーな。当たり前のこと言わせんな、恥はずかしい（ドサドサー）」

　小学生をナンパさせといてよく言うよ。しかも、危うく逮たい捕ほされるところだったんだぞ。

　女の子の好意的な証言がなければ本当にそうなっていたかもしれない。

　あのあと、交番で強こわ面もての警けい官かんに世にも恐ろしい事情聴ちよう取しゆを受けた。小学生の女の子をナンパしたのは事実なので、その点はこっぴどく叱しかられたのだが、おれが女の子を、小学生だと気づかずにナンパしてしまったことと、最後、彼女を押し倒してしまったのはハプニングであったこと。この二点に関し、おれの説明と女の子の証言が一致したため、結局、口頭での注意のみで解放された。相手側のお母かあさんも話せばわかる人で、「たしかにうちの子は発育がよすぎますからね……」と事情を察してくれたようだった。

「よしっ！　こんなもんでいいでしょう！」

「ふー、なかなかの重労働だったなー」

「……汗を搔かいてしまいました」

　顔だけ出して地中に寝そべっているおれを先せん輩ぱいたちが満足げに見下ろす。

　……ううう、身動きが取れない。首も回らないし、おまけに太陽の光が眩まぶしい……。

「さー、みんな！　服を脱いで水着になって！　いい加減、海で泳ぐわよ！」

「おっしゃー！　脱ぐぜ！　脱ぎまくるぜー！　夏の海を満まん喫きつするぜー！」

「……浮うき輪わに空気を入れなければ」

「浮き輪はカナヅチには必ひつ須すですよねー。あ、私、ゴムボート持ってきたんですよー」

「カオルちゃんのスーパーサーフィン講こう座ざが幕を開あけますぞー！」

　パラソルの下に戻った五人がきゃあきゃあ言いながら海に出る準備をしている……ようだ。

　首が回らないので、先輩たちが今どんな格かつ好こうをしているのか、おれには把は握あくできない。

「お先にしつれーい──っ！」

　数分後、サヤカ先輩らしき人物がすぐ側を通り過ぎていった。

　だが残念なことに、現在のおれは空以外を見ることができない。

　そのためサヤカ先輩の水着姿を目に入れることはできなかった。

　その後も続々とＧ研のメンバーがおれの側を通過していったが──

　誰だれ一人ひとりとしてその水着姿を拝おがむことはできなかった。

　……おれは……おれは生きる希望を失った！　視界には太陽だけが映っている！　しかし、この太陽はおれの目を痛めつけるだけの存在！　つまり、敵だ！　太陽は敵！　そしておれの味方はどこにもいない！　おれは一人ぼっちなんだ──っ！

　意い識しきが朦もう朧ろうとする中、哲学的に人生を悲ひ観かんしていると、

「雄ゆう介すけ！　雄介はまだ生きているか！」

　海に向かったはずの雪ゆき平ひらが戻ってきた。

「……ゆ、雪平？」

「雄介！　無事のようだな！　また会えて嬉うれしいぞ！」

「ど、どうしたんだ……雪平。急にしおらしいことを……」

　まさか雪平の奴やつ、おれを助けに来てくれたんじゃ……？

「むふー！　仕上げを忘れていたのだ！」

「……は？　仕上げ？」

「あ～して、こ～して、ここをこ～して、こうやって～♪」

　雪平が自作の歌を披ひ露ろうしながらおれの上半身に砂を盛っていく。

「むふふー！　変態雄介巨乳バージョンの完成なのだー！」

「お、お前という奴は──っ！」

「そうなのだ！　ついでに下半身に『このロリコンめ！』と書いて……」

「や、止やめてええええ！　それ以上、酷ひどいことしないで！」

「むふふふー♪」

　雪平の奇き行こうは止まらない。

　……止まるはずがない。

　止まるわけがなかった！




　結局、先せん輩ぱいたちや川かわ野の辺べさんの水着は最後まで見ることができず、雪平の色気のない水着姿だけを砂の中から延々と眺め続ける羽は目めになった。

　……もうやだ、こんな夏休み。





[image: ]　地獄のギャルゲー合宿にご招待！







　海での騒そう動どうから三日後──

　Ｇ研の部室では相も変わらずオタク色の日常が繰くり広げられていた。

「む、む、むふうううう──っ!?」

　部室のソファーの上で独特の絶叫を奏かなでる銀ぎん髪ぱつの少女が一人ひとり。

　もちろん雪ゆき平ひらだ。こんな妙な声こわ色いろを発する人類は他ほかにいない。

「どうしてなのだ!?　なぜカオルちゃんが雄ゆう介すけなんかに負けるのだ！」

　雪平はパンツが見えるのもかまわずソファーの上で右に左にごろごろ転がる。

「雄介なんて……雄介なんて……死ねえええええ！」

　怒りが頂点に達したのか、雪平が携帯ゲーム機きをおれに投げつけてきた。

「うおっと、アブねっ！」

　片手でそれをキャッチしたおれは、ぎゃあぎゃあ喚わめき続ける雪平を横目に見ながら、

「お前は子供か。物に当たるなよ……」

「カオルちゃんに説教とな!?　寝取り野郎のくせに生意気なのだ！」

　またそれかよ。事あるたびに寝取り野郎、寝取り野郎って……いい加減、耳にタコだぞ。

「雄介！　もうひと勝負なのだ！　カオルちゃんの嫁よめを返してもらうぞ！」

「やだよ。勝っても負けてもお前うるさいし（……どうせおれが勝つけどな）」

「勝ち逃げ!?　勝ち逃げなのか!?」

「……勝ち逃げって……そもそも、おれは初めに対戦を拒否しただろうが。お前が勝手におれのバッグから携帯ゲーム機引っ張り出して、無理やり対戦のセッティングをしたんだぞ？」

「な、なんと！　雄介はたいして興きよう味みもないのに人の嫁を寝取ったのか！　……雄介は最低の屑くずなのだ！　びっくりするほどユートピアなのだ!?」

　どんなユートピアだよ。意味不明すぎるぞ。

「……うーん」

　ふと気づくと川かわ野の辺べさんがおれの背後で唸うなっていた。

「ん？　どうしたの？」

「あ、うん。えっとね、椎しい名な君の強さの秘密を探ろうと思って、ずっと画面を覗のぞき込んでたんだけど……椎名君、選せん択たく肢しが出てもほとんど迷わないから全然参考にならなくて……」

　よく見ると川野辺さんはカバーがピンク色のメモ帳を手に握っていた。

「椎名君は別格としても、他の先せん輩ぱいたちもそうとう強いんだよね……。私が対戦で勝てる相手といったらカオルちゃんくらいなものだし……」

「雪ゆき平ひらはまったく反省しないから全然進歩が見られないけど、先せん輩ぱいたちは研究熱ねつ心しんだから、どんどん腕を上げてるよね。特に秋あき葉ばさん。おれもうかうかしてられないよ」

　おれがそう言うと、先輩たちがいないことをいいことにソファーの上でふんぞり返っている雪平が、「雄ゆう介すけを最初に打ち負かすのはカオルちゃんですぞ！」と大口を叩たたいた。どうせ口だけだ。先輩たちはともかく、雪平にだけは負ける気がしない。

「ねえ、椎しい名な君？　対戦中ってどんなこと考えてる？」

「……対戦中？」

　うーん、どんなこと考えてるって言われてもな……。

　ゲームに集中してるときって無む意い識しきのうちにボタン操そう作さしてるし……。

「たとえば選せん択たく肢しを選えらぶときに注意してることとか。何かコツがあるんじゃない？」

「コツか。……そういうの今まで考えたことなかったな……」

「えー、絶対何かあるはずだよー。椎名君の強さの秘密ー」




「ひかりー、考えるんじゃない！　感じるんだー！」




　そのとき、部室の扉が開き、サヤカ先輩と秋葉さんが連れ立って中に入ってきた。

「考えるんじゃない？」川かわ野の辺べさんが背後を見やる。「……感じるんだ？」

「いくら考えても無む駄だ無駄無駄！　しーなのゲームの上う手まさは理屈じゃないんだよー」

「……ギャルゲーマスター椎名の『選択肢心しん眼がん能力』は三次元に生息するロリ巨乳小学生すらも射い止とめてしまう、禁断の秘術なのです。誰だれもが習得できる技ではありません」

「あ～、おそろしや～、おそろしや～。二次元世界に飽あき足らず三次元世界にまで手を伸ばすとは！　ギャルゲーマスター椎名はおっかねーべや！」

　……持ち上げられてるのか、貶けなされてるのか、よーわからん……。

「ひかりー、『School Revolution』の攻略法なら凜りんに訊きけー。凜はバリバリの理り論ろん派はだから、感じるんじゃない！　考えるんだー！　──ってな具合だぞー」

「テンション高いっすね……サヤカ先輩」

「自分ナチュラルハイですからー！」

　サヤカ先輩はニコニコ笑いながら自分の席に座ると、両足を机の上に乗せ、ギャルゲー雑誌を膝ひざの上に広げた。海で読んでいた雑誌とは別物のようだ。たぶん『漆しつ黒こくラバー』の続ぞく編へんの情報が載のっているのだろう。……幸せそうだからそっとしておこう。

「あ、秋葉さん！　私を弟子にしてください！」

　川野辺さんが入口に突っ立っている秋葉さんに頭を下げる。

「……お断りします（キリッ）」

「えぇ？　そんなー」

「……冗じよう談だんです」秋あき葉ばさんはふふっと笑い、「ただ『School Revolution』のゲームシステムはかなり複ふく雑ざつなので、私の説明を聞くよりも、ネット上で攻略法を探して、それを熟じゆく読どくしたほうが理解しやすいと思います。文章なら何度でも読み返せますので」

「なるほどー。それはそうかもしれませんねー」

「……おすすめの攻略サイトは、『ギャルゲープリンセスましゅろんの攻略部べ屋や』です。このサイトを一度覗のぞいてしまうと、もう他ほかの攻略サイトは利用する気になれません」

「あ、知ってます、その攻略サイト。かなり有名なサイトですよね？　えっと、たしか管理人の『ましゅろん』さんでしたっけ？　ネット掲示板によく出没して、的てき確かくな助言を残し、風のように去っていくっていう……」

「……ましゅろんはギャルゲー界のスター的存在です。ネット掲示板を覗けば、ましゅろん関連のスレッドが山のようにあります。アンチも非常に多いですが、ましゅろんの本スレである『【ツンデレ】ましゅろんを愛めでるスレ【お嬢じよう様さま】』がパート２５０を突破したことからも、その人にん気きの高さがうかがえます。……ツンデレお嬢様……最高です」

　人気者なんだな。そのましゅろんって人。

　……存在を知らなかったおれが言うのもなんだが。

「ましゅろんはさー、あのお嬢様口く調ちようがいいんだよー」

　サヤカ先せん輩ぱいが読みかけの雑誌を机の上に伏せ、会話に混ざってきた。

「たしかプロフィールには元貴族の吸血鬼で……えーっと、他にもいろいろ書いてあったと思うんだけど──」

「……年ねん齢れいは１０１５歳。趣しゆ味みは献血、特技は速読、好きな食べ物はプリンです」

　吸血鬼が献血って……どんなキャラ設定なんだ。

「おお、さっすが凜りんだぜー。もしかして全部暗記してるのか？」

「……ましゅろんファンですから」

「カオルちゃんもましゅろんファンですぞー！　ババア結婚してくれー！」

　ソファーの上でごろごろ転がりながら雪ゆき平ひらがやかましい声で叫ぶ。

「そうなのだ！　雄ゆう介すけも『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』を駆く使しして攻略サイトを作るのだ！　そして、ましゅろん顔負けのバーチャルネットアイドルを作って、アフィリエイトでぼろ儲もうけ！　──ゆーすけー！　アフィリエイトで稼かせいだお金はカオルちゃんの口座に振り込むんだぞ！」

「誰だれが打算見え見えの計画に乗るかよ。……ってか、お前、アホだろ？」

「な、なんですとー!?」

「……おっと、一言余計だったか……」

　こういうとき京きよう子こ先輩なら華か麗れいに聞き流すんだろうけど……。

　──ガラガラガラ。

　ちょうどそのとき、京子先輩が部室に姿を現した。

「京きよう子こちゃん！　京子ちゃん！」

　雪ゆき平ひらがソファーから転がり落ちるようにして床ゆかに着地し、京子先せん輩ぱいに駆かけ寄った。

「聞いて欲しいのだ！　カオルちゃんの壮大な計画を！　この計画を実行に移せば、百パーセント間違いなく、地位と名誉とお金が同時に手に入る──」

「…………（ドン！）」

「……ふぎゅっ!?」

　京子先輩は片手で雪平を押しのけると、鬼おにの形ぎよう相そうでおれを睨にらみつけ、

「……椎しい名な……これは一体どういうことよ──っ!?」

　そう言って数枚のプリント用紙をおれに突きつけてくる。

「な、なんですか……藪やぶから棒ぼうに」

「『漆しつ黒こくラバー』の感想文よ──っ！」

　京子先輩はもう一度勢いをつけてプリント用紙をおれの眼前に突きつけてきた。

「みんなの感想文を添てん削さくした結果……凜りんが９５点、サヤカが９２点、陽ひ香か理りが９０点……カオルですら８５点。……椎名？　あなたは何点だったと思う？」

「ご、ごじゅってんくらいですか？」

「──否！　１５点です！」

　京子先輩は大声でおれの点数を明かすと、『１５点』と右上に赤ペンで書かれたおれの感想文をみんなに見えるようにホワイトボードに貼はりつけた。

「んー、これは感想文じゃなくて、小しよう論ろん文ぶんだなー。……いや、駄だ文ぶん？」

「……つまらない文章です。これほどつまらない文章を読んだのは久しぶりです」

　さっそく先輩たちがおれの感想文をこき下ろす。

「ぷぷぷー！　１５点！　赤点なのだ！　雄ゆう介すけのクソみたいな文章を読めば、どんなにアホな人間だって『こいつよりはマシかも～』って思えるに違いないのだ！」

「カオルちゃん……言いすぎだよ」

「いいのだ！　雄介には何を言っても許さるのだ！　憲けん法ぽうにもそう書いてあるのだ！」

　くっ、これ見よがしにバカにしやがって。……雪平め！

「──椎名？」京子先輩がおれを見上げながら説教を続ける。「感想文というものはね、自分の言葉で書かなきゃダメなのよ！　あなたの感想文は、『もっともらしい文章』をただ繫つないでいるだけ！　……たとえば真しんエンドの考察！　こんなもの、ネット上で一番スタンダードな解釈を回りくどい文章で綴つづっただけじゃないの！」

「……まあ、そうですね」

　自分の言葉で、と言われてもなぁ。『漆黒ラバー』にそこまで思い入れないし……。

「サヤカなんてね、『カエデがもっとも幸せになるための真エンド』と題して、百五十枚にわたる二次創作のシナリオを書いてきたのよ！　凜なんて、他ほかのヒロインには目もくれず、メグミ一色の感想文……いえ、『愛の告白文』を提出してきたし、陽ひ香か理りは『対極にあるカエデとメグミのキャラデザ』というテーマを図解入りで語ってるし、カオルだって攻略できないサブキャラに焦点を当てて、『サブキャラ専用ＢＧＭ』を二曲も自作してきたのよ──っ!?」

「………………それ、感想文じゃねーだろ……」

「はあああああ!?　何か言った!?」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがおれの胸むな倉ぐらをつかんで真上に持ち上げる。

　信じられない怪かい力りきだ。片手で男のおれを空中に浮かせるなんて……。

「椎しい名な！　あなたの腐った根性、この私が叩たたき直してあげるわ！」

「ぼ、暴ぼう力りよくは止やめてくださいよ!?」

「暴力？　私がそんな卑劣な方法で問題の解決を図るとでも思っているの？」

　……そりゃもう。わりと本気でそう思ってます。

「地じ獄ごくのギャルゲー合宿よ」

「…………え？」

　直後、京子先輩が大きく息を吸い込み、




「明日あしたから一週間……！　夏休み限定！　地獄のギャルゲー合宿を敢行します──っ！」




　耳をつんざくような絶叫が部室の外まで響ひびき渡った。

　じ、地獄のギャルゲー合宿……？

　まさかその合宿……片道キップだったりしませんよね？




　　　◇　◇　◇




　翌日の昼過ぎ──

　京子先輩のマンションにて『地獄のギャルゲー合宿』はスタートした。

「さあ！　まずはそのユニフォームに着替えなさい！　私が紺こん色いろで、サヤカが赤、凜りんが緑みどりで、陽ひ香か理りがピンク、そして椎名は白！　五人合わせて『ギャルゲー戦隊ブルマーズ』よ！」

　そう言って平らな胸を張る京子先輩。

　おれたちがマンションを訪れたときにはすでに紺色のブルマを穿はいていた。

「……あのー……ちょっと質問いいですか？」

「何よ？　くだらない質問だったらぶっ飛ばすわよ？」

「雪ゆき平ひらがいないんですけど？」

「ああ、あの子は……昨日きのうの夕方、グアムに旅立ったわ」

「……なるほど」あいつ、逃げやがったな……。「えっと、もう一つ質問いいですか？」

「何よ？　まだあるの？」

「合宿用にユニフォームが用意されているのは百歩譲ゆずるとして……どうして男のおれまでブルマを穿はかなきゃなんないんですか!?　先せん輩ぱいは鬼おにですか!?」

「ああ、そのこと」京きよう子こ先輩は納なつ得とくしたように頷うなずき、「その白いブルマは本当ならカオルが穿く予定だったのよ。だけどカオルはグアムに逃とう避ひしちゃったでしょう？　だから、急きゆう遽きよ『ブルマーホワイト役』を椎しい名なに変更したのよ」

「いや、変更するなら、一いつ緒しよにブルマも変更してくださいよ！　スパッツとかに！」

「おいおい、しーな。それじゃあ『ブルマーズ』として成立しないだろー？」

「……我われ々われのユニフォームはブルマであるべきです」

　ダメだ、この人たち！　早くなんとかしないと！

「わ、私はブルマよりもスパッツのほうが……（ごにょごにょごにょ）」

　唯ゆい一いつ、川かわ野の辺べさんだけが常人らしく恥はじ入っていた。




　その後──

「おれのブルマ姿なんて見たくないでしょう!?」というおれの言葉を受け、京子先輩が「たしかに椎名がブルマを穿いても誰だれも得しないわよね」と言い出し、結局、おれの役柄は『悪の怪人役』に変更され、その結果、夏だというのに分厚いマントを羽は織おる羽は目めになった……（それでもブルマよりはずっとマシだけど）。




　そして残念なお知らせが一つ……。

　魅み惑わくの『ブルマーズ』は五分と経たたず解散してしまった。

　理由は、「思ったほど燃もえないから」。

　……合宿を乗り切るための清涼剤を失ったおれは胡う散さん臭くさいマント姿で涙を拭ぬぐった。




　　　◇　◇　◇




『ブルマーズ』解散後、京子先輩がようやく合宿の趣しゆ旨しを説明し始めた。

「今回の合宿の第一の目的は椎名をギャルゲー漬づけにし、『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』に匹敵する新たな能力を開花させることにあります！」

「あ、新たな能力……？」

　何を言ってるんだ、この人は。目標の設定が非現実的すぎるだろ……。

「おー！　修しゆ業ぎようだな！　修業！　少年漫まん画がの王道的展開だー！」

「……新たな能力が開花したあかつきには是ぜ非ひ私に能力名をつけさせてください」

「特殊能力……カッコいい。……私も覚かく醒せいして破滅的な能力を……（ブツブツ）」

　サヤカ先せん輩ぱいたちが同どう調ちようするのはわかっていたことだけど、川かわ野の辺べさん……どうした？

「第二の目的は『究極のギャルゲーとはなんなのか？』ということを改めて考察し、究極のギャルゲーに繫つながるヒントを……足がかりとなる『何か』をつかむことにあります！　この第二の目的は第一の目的と繫がっていて、椎しい名なが新たな能力に目覚めることによって、『究極のギャルゲーを作るためには○○して△△して××すればいいんだよ！』と連れん鎖さ的てきに第二の目的が達成される仕組みになっています！　……どう？　完かん璧ぺきな計画だとは思わない？」

　全部おれ頼みじゃねーか！

　……ってか、それ計画じゃなくて妄もう想そう！

「もちろん椎名以外の三人にもこの合宿を通してパワーアップしてもらうから！」

　京きよう子こ先輩はそう宣言すると、ローテーブルの上に片足を乗せ──

「……この前、みんなで海に行ったでしょう？　あのとき、私は気づいたのよ……。気づいてしまったのよ！　究極のギャルゲーという神の真理に近づくためには、既き存そんのギャルゲーにひたすら触れるしかないってことに！　現実なんてクソゲーよ！　だってギャルゲーに必要なのは現実リアルではなく幻想フアンタジーなのだから──っ！」

　──ガツン！

　京子先輩が堅そうなソファーの背に裏うら拳けんを叩たたきつけた。

「……合宿に入る前に……五分休きゆう憩けいよ」

　たぶん当たりどころが悪かったのだろう。

　京子先輩は赤くなった拳こぶしに「ふー、ふー」息を吹ふきかけながらリビングを出ていった。

　……京子先輩、気合いは十分だけど、明らかに空から回まわってるよな。

　ここ最近、迷走具合にますます磨みがきがかかってるような気が……。




　で、きっかり五分後──




　大量のギャルゲーを抱えて戻ってきた京子先輩がおれの目の前に『ギャルゲータワー』なるものを建造した。合宿中、おれがプレイすることになるギャルゲーである。

　この『ギャルゲータワー』は先輩たちが事前に用意した選えりすぐりの名作ギャルゲーとネット上で話題になったクソゲーを交互に重ねたもので、京子先輩曰いわく、「飽あきがこないように名作と名作の間にクソゲーを挟はさんだのよ」とのこと。たしかにクソゲーは物理的にも精神的にもインパクトがある。だけど、プレイ中は苦痛を伴うような気がするし、途と中ちゆうで投げ出したくなるのではないだろうか？　……というか、これ、ただの嫌いやがらせでは……。

「そういや、しーなって、クソゲーは回かい避ひするタイプなのかー？」

「…………回避するタイプです（そもそもそんなにギャルゲーやんないけど）」

「へー、そうなのかー」サヤカ先輩はニヤニヤ笑いを浮かべ、「今回集めたクソゲーはシナリオが破は綻たんしてたり、ぶっ飛んでたり、日常のＢＧＭが電波すぎて頭痛を催もよおしたり、バグが山ほどあったり、いろいろあるけど、そういうのの中に、選せん択たく肢しが理不尽なギャルゲーが何本か混ざってるから、攻略に手間取るかもなー。名作のほうは当然やったことあるだろうから、スムーズにプレイできると思うけどさー」

「……サヤカ？　ギャルゲーマスター椎しい名なは選択肢を間違えないのですよ？」

「あー、そーだったー！　あたしとしたことが！　すっかり忘れてたぜー」

　おれもすっかり忘れてた。

　先せん輩ぱいたちって、おれのことを、中学時代に数千本のギャルゲーをコンプリートした生きつ粋すいのギャルゲーオタクだと思ってるんだよな。……クソゲーはともかく、名作ゲーをプレイ中は言動に注意しよう。選択肢も絶対に間違えられないぞ……。

「さあ、椎名？　どちらからプレイする？　名作ゲー？　それともクソゲー？」

「……ではクソゲーから」

「それじゃあ、最初の一本はこれに決まりね──」

　そう言って京きよう子こ先輩が手に取ったパッケージには『秘密学園～恋のトライアングル～』というタイトル名が派は手でな文字色でデザインされていた。

　……タイトルだけ見ると、なんの変哲もないギャルゲーのように感じられるけど……。




　さて、『秘密学園』をプレイする前に他ほかの四人の動向を少し語っておこう。

　京子先輩は当然監かん視し役やく。合間を縫ぬって既き存そんのギャルゲーの分析や考察なども行うらしい。

　サヤカ先輩は復習がてらに『漆しつ黒こくラバー』を再プレイ。

　秋あき葉ばさんは『School Revolution』を徹てつ底てい的てきにやり込むつもりのようだ。

　川かわ野の辺べさんは京子先輩に勧められて、『みかづきはんげつ』の原画家デビュー作（市場にはほとんど出回っていないらしい）をプレイすることに決めたようだった（京子先輩に勧められて、と書いたが、川野辺さんは狂きよう喜き乱らん舞ぶしていた。そんなに好きか、みかづきはんげつ……）。

　と、そんなわけで……。

　──地獄のギャルゲー合宿が今、幕を開ける！（前フリ長かったな！）。




　　　◇　◇　◇




「……意外に普通だ」

『秘密学園』をプレイし始めた直後の感想は、可もなく不可もなく、といった感じだった。

　シナリオも絵も音楽もシステムも、全すべてが平均的な作りで、これのどこがクソゲーなんですか？　と先輩たちに問いただしたくなるくらい安全パイのギャルゲーだった。

　ところが、プレイ開始から一時間後──

「……え？」

　さっそくクソゲーの兆候が見みえ隠かくれし始めた。

「これ、さっきと同じイベントじゃ……？」

『秘密学園』はＭＡＰ移動式のキャラ選せん択たく型がたＡＤＶで、一日一イベントで進行していくタイプのギャルゲーなのだが、五日目のＭＡＰ移動後、どういうわけか二日目とまったく同じイベントが発生した。ちょっとした世間話ならともかく、この二日目のイベントは主人公とヒロインが大おお喧げん嘩かする話なので、さすがにこういうイベントが重ちよう複ふくするのは違和感がある。




　プレイ開始から二時間後──

　拳こぶしを振り上げたヒロインの立ち絵が横に三人分並ぶという珍事が発生した。

「た、立ち絵が増えた！　つーか、分身!?　何事だよ!?」

　怒りのあまり分身してしまったのか？　……いや、そんなバカな！

　そのとき、たまたまおれの側そばを通りかかった京きよう子こ先せん輩ぱいが、「ふふふ、『秘密学園』の恐ろしさはこんなものではないわよ？」と不敵な笑えみを残し、通り過ぎていった。




　プレイ開始から三時間後──

　それまで犬けん猿えんの仲だった主人公とヒロインが、いつの間にか彼氏彼女の関係になっていた！

「なんでだよ！　お前ら冒頭からここまでひたすら喧嘩してただけだろ!?」

　ワープすんな！　ちゃんと順序立てて恋愛の過程を積つみ上げていけよ！

「しーなー。その怒りはあとに取っておいたほうがいいぞー。『秘密学園』はここからが真骨頂だからなー。まー、『ある意味で』だけどさー。にゃははははー」

　今度はサヤカ先輩の助言。

　こ、ここからが真骨頂……だと？　これ以上、一体何が起きるっていうんだ？

「あー、そうだー。しーな？　これだけは忘れちゃいけないぞ？　『秘密学園』は愛すべきクソゲーだからな！　そんじょそこらのクソゲーとは一味違うぜ！」

　サヤカ先輩はそう言い残し、風のように去っていった。




　プレイ開始から四時間後──

　ついに主人公たちが通う学園の秘密が明かされた！

　物語の舞ぶ台たいとなる、『露ろ漫まん学園』。実はこの学園、全校生徒１０００人のうち、約九割の生徒が異星人、もしくは異世界の住人だったのだ！（ドーン！　↑効果音）。

「おいいいいいい！　伏ふく線せんゼロ！　ここまで伏線ゼロだったぞ！」

　いくらなんでもありえないだろ、この展開は。さすがのおれも引いたぞ。

　でも……まあ、たしかに『秘密学園』だったな。タイトルに偽いつわりなし……。

　──でもクソゲーだ！　いろいろと残念すぎる！




　プレイ開始から五時間後──

　ようやく一人ひとり目めのヒロインのエンディングに到達した。

　結局、最後はヒロインと手と手を取り合って異世界に旅立ってしまったわけだが……。

　もう何が何やら。パッケージには『学園で繰くり広げられるヒロインたちとの恋物語！』と書いてあるが、中ちゆう盤ばん以降の展開は完全にＳＦファンタジーだった……。

「ほら、椎しい名な！　次行きなさい！　次！　全員攻略するまで終わりじゃないんだからね！」

「……ま、マジですか……。これをあと四回も繰り返せと……？」

　残りのヒロインは四人！　おれたちのクソゲー攻略はまだ始まったばかりだ！（泣）。




　プレイ開始から十二時間後──

「……お、終わりました……」

　攻略が完了したのは日付をまたいだ午前三時半。

　もう夜明け近かった。

「ご苦労さま」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが笑顔えがおを浮かべながらおれの肩を叩たたく。

「今日きようはもう休んでいいわよ。あそこに折りたたみベッドがあるから使いなさい。バスルームも勝手に使っていいから」

「……家には帰れないんですね」

「合宿なんだから当たり前でしょう？」

「……ですよね」

「あ、そうそう。明日あしたプレイするギャルゲーについてなんだけど──」

　京子先輩がテーブルの上の『ギャルゲータワー』を指さし、

「私にジャンケンで勝ったら名作ゲー、負けたらクソゲーをプレイしてもらうから」

「……え？　ジャンケン？　交互にやるんじゃなくて？」

「はい！　最初はグー！　ジャンケン！」

「わー、わーっ！」

　おれは慌あわてて、『パー』を出した。

　対して京子先輩は『チョキ』。

「……くぅ、おれの負けか」

　今日もクソゲー、明日もクソゲー。

　こうして一日目の合宿はつつがなく……いや、不安だけを残し、終了した。




　合宿二日目──

　その日、おれがプレイすることになった学園ＡＤＶの『Sweet Honey』は致命的なバグを抱えたギャルゲーだった。シナリオの質はそれなりに高く、その他ほかの要素も平均以上の水準で、プレイ自体はそこそこ楽しめたのだが……。しかし、このギャルゲー、セーブ中に百パーセントの確かく率りつでフリーズが発生するというとんでもないバグゲーだったのだ（ねーよ！）。

　その上、出てくる選せん択たく肢しが嫌いやがらせのように難なん解かいで、当時、ネット上では、『お客様の中に「Sweet Honey」をノーセーブでクリアーできる方はいらっしゃいませんか！』というコピペが流は行やったらしい。並みのプレイヤーなら挫ざ折せつしかねないギャルゲーだが、

「まあ、椎しい名なは選択肢を間違えないわけだし、こんなの楽勝でしょう？」

「……そうは言いますけどね」

　選択肢を一つでもミスったら最初からやり直しってのは……そうとうきつい。

　セーブ機き能のうもパスワードもないファミコンのゲームみたいだ。

　ちなみにこのギャルゲー、発売当時、回収騒さわぎに発展し、その後、無事再版されたらしいのだが……当然、おれに与えられたのは回収されたほうである。




　その日の夜──

　結局、難解とされる選択肢でおれが詰まることはなく、プレイ前に抱いた不安は杞き憂ゆうに終わったが、予想外にシナリオが長くて、コンプするのに十六時間もかかってしまった。

　この日はこれ一本で終了。

　そして就しゆう寝しん前まえの京きよう子こ先せん輩ぱいとのジャンケンではめでたく初勝利を飾り、明日あした、三日目は平へい穏おん無事に過ごせる……そう思っていたのだが──




　合宿三日目──

　与えられた名作ゲーはともかく……食事に問題があった。

　京子先輩が、『漆しつ黒こくラバー』の中でヒロインのカエデが作ったモザイク入りのゲテモノ料理を再現してしまったのだ。朝に『カエデ飯』、昼に『カエデ飯』、夜に『カエデ飯』、夜食に『カエデ飯』と、その日は『カエデ飯』の処理に悪戦苦く闘とう。名作ゲーをプレイした記き憶おくはないに等しかった。おまけに就寝時、ようやく安息のときが訪れた、と思っていたら、京子先輩が暗がりの中から現れ、おれの耳にヘッドホンを装着し、『漆黒ラバー』の初回限定版についてきた、『カエデとメグミの罵ば倒とうボイス』を睡眠中、延々と流し続けるという暴ぼう挙きよに出た。

　さすがのおれもこれには耐えられず……。




　合宿四日目──

　我が慢まんの限界に達したおれは早朝のマンションから逃走を試みた。

　しかし、玄関の天てん井じように仕掛けられた監かん視しカメラに敗北。

　ネグリジェ姿の京きよう子こ先せん輩ぱいが寝室から参上し、おれの手には手て錠じようが……。

　左手に手錠、もう一方の手錠は、壁かべに打ちつけられた謎なぞの金属にかけられた。

　おれが自由に移動できるのはトイレとシャワーを浴びるときに限定された。

　……まさに地じ獄ごく！　地獄のギャルゲー合宿！




　合宿五日目──

「カエデ……お前はなんて悪い子なんだ。……悪い子にはお仕置きが必要だぞ……」

「……ふふふ、メグミが……メグミが私の脳内で笑っています……（くっくっく）」

「みかづき先生……私もいつか……先生みたいな神絵師に……（ブツブツ）」

　サヤカ先輩も秋あき葉ばさんも川かわ野の辺べさんも、みんなダウナー系キャラに変へん貌ぼうを遂とげていた。

　無理もない。もう五日もギャルゲー漬づけの生活を送っているのだ。

　かくいうおれもそうとうおかしくなってきている。

　合宿は一週間で終わりだという話だからあと二日の辛しん抱ぼうだが……。




　合宿六日目の夜──

　つまり、合宿最終日の夜。

「……これは」

　午後九時ごろからプレイを開始した『天てん地ち神しん明めい』というＳＦ風ふうのギャルゲーにおれはいたく感心した。感心したというか、合宿中に何本ものクソゲーに触れてきたから、こうしてまともにプレイできるギャルゲーが貴重に感じられたのだと思う。

「……このレベルに仕上げるのだって、すごく大変なんだろうな……」

　プレイ中は作り手の苦労なんて普通は想像することさえしないけど、散々クソゲーをプレイさせられたからか、ふと制作者のことを意い識しきしてしまった。




「それ『天地神明』よね？」

　一人ひとり目めのヒロインを攻略し終えたころ、監視役の部長様さまが、おれの隣となりに腰を下ろした。薄うす手でのワンピースを着た京子先輩は肩をはだけさせ、涼しげな顔をしていた。

「椎名ってこういうＳＦ系のギャルゲー、好きなの？」

「……まあ、嫌いではないですけど」

　そこそこ面おも白しろいとは思うが、声を大にして絶ぜつ賛さんするほどの出来ではない。

　いや、このギャルゲーに限らず、合宿中に京子先輩がおれにあてがった名作ゲーは、そのどれもが『そこそこ面白い』という単純な言葉で総括することができた。

「椎名？　知ってる？」ふいに京子先輩がおれに肩をぶつけてきた。「この『天地神明』を制作したメーカーが、今度『風ふう花か雪せつ月げつ』っていうタイトルのギャルゲーをリリースするのよ？」

「へえ」

「一部、スタッフが入いれ替かわってるらしいけど、シナリオライターと原画家は『天てん地ち神しん明めい』と同じコンビよ。タイトルも四文字で似てるでしょう？」

「そういえばそうですね」

「たしか予約特典に『ドラマＣＤ』がついてくるはずだから、もし買うつもりなら事前に予約したほうがいいわよ？　あ、合宿が終わったら一いつ緒しよに予約しに行きましょうか？」

「……まあ、気が向いたら」

「反応が鈍にぶいわね。椎しい名な、もっとやる気を出しなさい。──何？　合宿疲れ？」

「そういうわけでは……。いや、たしかに疲れてますが……」

　おれは先せん輩ぱいたちみたいにギャルゲーの世界に深く入り込むことができない。

　プレイ後、物語の結末にショックを受けて一週間くらい放心状態に陥おちいったり、ソファーに突っ伏してヒロインの名前を連呼したり、作中に残された謎なぞを必死に考察したり、好きなシーンを繰くり返しプレイし、同じボイスを何度も聴きいたり……。非オタクのおれはギャルゲーをプレイして、「面おも白しろい」と思うことはあっても、作品世界に深くのめり込み、自分の趣しゆ味みを赤せき裸ら々らに語ることはない。だから、合宿の発端となった『漆しつ黒こくラバー』の感想文も論ろん文ぶんっぽくなってしまったのだ。オタクとは、いつの間にかなっているものであって、なりたいと思ってなれるようなものではない……とどこかで聞いたことがある。ならば、おれがこの先、先輩たちと熱あついオタクトークを繰り広げる日は永遠に来ないんじゃないだろうか？

「一人ひとり攻略したのよね？　感想は？」

「……え？」おれは先輩の声で我われに返った。「感想ですか？」

「ちなみにこのギャルゲー。ネット上では雰囲気ゲーにカテゴライズされているのよ」

「あ、やっぱりそうなんですか。……こう、なんていうか、シナリオも絵もキャラクターも、それらを取り巻く世せ界かい観かんも、全部が同じ方向を向いてる感じがしますよね」

「なかなか面白いことを言うじゃない。他ほかに気づいたことは？」

「んっと、細かいことですけど、何気に背景の質が高いなぁと」

　この手の客観的な感想ならいくらでも言える。感かん慨がいに乏しいというか、心がこもっていないというか。サヤカ先輩だったら、こういうときもっとテンションが高いだろうし、「あたしはあのクライマックスの展開だけは許せないね！」と自分の意見を率直に口にするだろう。秋あき葉ばさんだって川かわ野の辺べさんだって雪ゆき平ひらだって、きっと同じように熱ねつ弁べんすると思う。

「いいところに気がついたわね。この『天地神明』の背景はね、知る人ぞ知る背景美術専門の会社、『朱す雀ざく』が担当しているのよ。超有名なＲＰＧの背景なんかも請うけ負っている会社でね、背景美術にかけては業界トップクラスといっても過言ではないわ」

「へぇ、背景専門の会社ですか。そんなのあるんですね」

「こういう会社は貴重よ。ギャルゲーを作ろうと思って人を集めても、背景を積せつ極きよく的てきにやりたがる人ってあまりいないから。うちには背景マニアの凜りんがいるけど」

「秋あき葉ばさんが背景マニア？」

「地味な話題だから、みんなの前では滅多めつたに口にしないけどね。ほら、あの子、趣しゆ味みで写真やってるでしょう？　普段ふだんは椎しい名なとか陽ひ香か理りの醜しゆう態たいを写真におさめてるけど、プライベートでは海とか山とか、自然風景を中心に撮とっているらしいのよ」

「……意外な一面だ……」

「あ、そうそう」ここで京きよう子こ先せん輩ぱいが話を戻し、「新作の『風ふう花か雪せつ月げつ』の背景は『朱す雀ざく』とは別の会社が担当するみたいよ」

「そうなんですか？」

「そうなのよ。ちょっと残念よね」

　京子先輩が口を尖とがらせ、不満を露あらわにする。

「あ、でもね──」

　即座に話題を切きり替かえる京子先輩。だんだんと饒じよう舌ぜつになってきたようだ。

　京子先輩はその後も『天てん地ち神しん明めい』や、同じスタッフによる新作、『風花雪月』について、知る限りの情報をおれに与えてくれた。途と中ちゆう、何度か意見を求めてくることがあって、そのたびにおれはうーんと悩んだ。特にキャラクターの属性にまつわるオタク的な質問に対しては、簡かん単たんに答えることができなかった。

　ただ、不ふ思し議ぎと気分は落ち着いていた。京きよう子こ先せん輩ぱいとの真夜中の談だん笑しようは、会話の中身がギャルゲーということを除けば、なんらマイナスに働く要素はなかったし、表情豊かな京子先輩の横顔はドキッとするほど魅み力りよく的てきだった。
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　そんなふうにして先輩と夜を過ごしていると、

「ちょっと待って。椎しい名な。──今、なんて言った？」

「え？　いや、だから、メインヒロインルートがちょっと長いかなって──」

「そうじゃなくて、その前よ。いえ、その前の前くらい」

「……おれ、何か変なこと言いました？」

「変なことっていうか……椎名の発言の中に究極のギャルゲーに繫つながるヒントがあったような気がしたのよ」

「究極のギャルゲーに繫がるヒントが？　マジですか？」

「いえ、ヒントっていうか……椎名の発言に聞き覚えがあったっていうか……」

「はい？　聞き覚え？」

「……そんな気がしたんだけど、何かしらこのデジャブみたいな感覚。前にも誰だれかと同じようなことを話した気がするのよね。……うーん」

　ブツブツ言いながら頭を抱える京子先輩。

　おれの過去の発言を思い出そうとしているようだった。

　と、そんなとき──

「……あ、あのー」

「ん？　あら、陽ひ香か理りじゃない。まだ起きてたの？」

「は、はい。……えっと、その、お邪じや魔までしたか……？」

「お邪魔？　一体なんの話？」京子先輩が眉み間けんにしわを寄せる。

「……そ、そのぉ……京子先輩と椎名君が肩を寄せ合っているように見えたので……」

「──なっ!?」

　おれは思わず京子先輩と距きよ離りを取ってしまった。

「陽香理？　何を勘違いしているの？　……私と椎名がそんなギャルゲーの主人公とヒロインみたいな関係になるはずないじゃないの！　冗じよう談だんも休み休み言いなさい！」

「……す、すみません、すみません。……わ、私の勘違いでした……」

　平ひら謝あやまりモードに移行する川かわ野の辺べさん。

　度胸があるのか、ないのか、よくわからない人である。

　……でも、傍はたから見れば肩を寄せ合っているように見えたかもな。といっても、愛のささやきはおろか、色気のある会話は皆無で……つーか、ただギャルゲーの話をしていただけだからな。

「それで陽ひ香か理り？　用件は？」

「え、えっとですね、椎しい名な君が『Sweet Honey』をノーセーブでコンプリートしたって聞いたので、攻略のコツを教えてくれないかなって思いまして……」

「ああ、おれが合宿の二日目にやった奴やつか。川かわ野の辺べさん、今、あれやってるの？」

「……うん。セーブ中のフリーズバグを除けば、内容のほうは良作だって話だから」

「陽香理、大人おとなしく攻略サイトに頼りなさい。あなたにはハードルが高すぎるわ」

「で、ですよね。……凡ぼん人じんの私にはノーセーブ攻略は無理ですよね……」

　川野辺さんがちょこんと頭を下げ、踵きびすを返す。

　その直後、京きよう子こ先せん輩ぱいが──

「攻略サイト」ポツリとつぶやき、「……思い出したわ」

「……ん？　先輩？」

「ということは……あの手を使えば。ふふふ、光明……光明が見えたわ！」

　徹てつ夜や明あけで頭がおかしくなったのかと思ったが──

「椎名！　陽香理！　お疲れさま！　地じ獄ごくのギャルゲー合宿はこれにて終了よ！」

　突然の終了宣言。

「……え？　終わりなんですか？」

「何よ？　もっと嬉うれしそうにしなさいよ。脱走を試みるほど家に帰りたがっていたじゃない？」

「え、ええ、そうですけど……」

　どうしたことか。この和なごやかムードは。

　おかしい。絶対におかしいぞ。

　そういや、さっき『あの手を使えば』とかなんとか言ってたよな。

　ってことは……何か新しい悪だくみを思いついたんじゃ……。




　このおれの推測は見事的中する。

　ただ──

　その『出来事』が、Ｇ研に入部して以来、最大の試し練れんになろうとは……。

　このときのおれは知る由よしもなかった。
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　地じ獄ごくのギャルゲー合宿から一週間後──

　その日はお昼から重要なミーティングがあるということで、おれは早めに家を出て、学校に向かっていた。地元から学校最も寄よりの駅まで電車で移動し、その後、駅前のコンビニで飲み物を購こう入にゆう。そしてコンビニの袋をぶら下げて学校を目指す。

「……なんだ……あれ」

　校門が見えてきたところでおれは足を止めた。

「どこのお嬢じよう様さまだよ。……いや、あれはああいうファッションなのか……」

　校門のど真まん中なかに鮮あざやかな衣服に身を包んだ金きん髪ぱつツインテールの少女が立っていた。

　女の子は校舎を見上げながら、精細な刺し繡しゆうが施ほどこされた日ひ傘がさをくるくると一定の速度で回転させている。この金髪ツインテールの少女がギャルゲーに登場するヒロインの一人ひとりなら、特に驚おどろきはしないが、その優ゆう雅がで堂々とした佇たたずまいからは現実離ばなれした雰囲気が伝わってきて……。

　平へい凡ぼんをこよなく愛するヘタレのおれは、「足細いな」とか「日本人離れした肌の白さだな」とか「小柄だけど胸はでかいな」とか、いろいろ思うところはあったものの、最終的に「関かかわらないほうがよさそうだ」とシンプルな結けつ論ろんを出した。

　ところが──

「そこのお前」

　少女が日傘から顔を出し、切れ長の目でおれを射い竦すくめる。

　無視して通り過ぎようと考えていた矢先のことだった。

　周囲にはおれと少女以外の人ひと影かげはない。

　彼女に妄もう想そう癖へきや透明人間の知り合いがいる可能性はなきにしも非あらずだが、十中八九、おれに話しかけたものと思われる。

　……聞こえなかったフリをしようか？

　そう安易に作戦を立て、前に足を踏み出そうとすると、

「そこのお前」

　もう一度、呼び止められた。

　……さらに──




「このわたくしをギャルゲー研究部の部室に案内しなさい」




　見事なお嬢様言葉でそうのたまった。

　どうでもいい質問だったら、適当にあしらって立ち去るつもりだったが、ギャルゲー研究部の名前が出たからには無視するわけにもいかない。

　……というか、この子はどうしてＧ研のことを知っているんだ？

　うちの生徒ですら知らない奴やつが大半だってのに……。

「……ぎゃ、ギャルゲー研究部になんの用ですか……？」

　見知らぬ他人の前で部の名前を口にするのはかなり抵抗があったが、とりあえず用件を聞くだけ聞こうと、率直な質問を少女にぶつけた。

「お前には関係のないことですわ。とにかく、わたくしを部室に案内しなさい」

「……あのですね」

　さすがにイラっときた。

　だがおれは冷静な対応を心がけ、

「一応、おれ、ギャルゲー研究部の関係者なんですよ。だから用があるならおれに──」

「関係者ですって？」

　少女の顔色が劇げき的てきに変化した。

「まさかとは思いますけど、お前、『ギャルゲーマスター椎しい名な』ではないでしょうね？」

「──なっ!?」

　瞬しゆん間かん、全身が凍こおりついた。

　真夏の炎天下だというのに冷たい汗が背中を流れていく。

　おれはどうにか冷静さを保とうとしたが、

「その顔は……どうやら図ず星ぼしのようですわね？」

「いや、違っ!?　おれはそんなんじゃ!?」

　慌あわてて否定したが、少女はおれを『ギャルゲーマスター椎名』だと確かく信しんしたようで、

「偶然通りかかったモブキャラ風ふうの男子生徒が、まさかわたくしの『獲え物もの』だったとは……」

「……え、獲物？」

　何を言い出すんだこいつ。

　つか、モブキャラ風ってなんだよ……。

「おお！　ギャルゲーの神よ！　あなたの気まぐれに感かん謝しやいたしますわ！」

　少女は天に向かってそう叫ぶと、手早く日ひ傘がさを閉じ、

「さあ！　ギャルゲーマスター椎名！　このわたくしと尋じん常じように勝負しなさい！」

　ビシッと、日傘の先端をおれの眼前に突きつける。

　おれは若じやつ干かん仰のけ反ぞり、

「しょ、勝負？　いや、どうして……おれがキミと勝負を？」

「決まっています！　お前がこのわたくしに大口を叩たたいたからですわ──っ！」

　……大口叩いたって……初対面なんですけど……。

　大丈夫か、この女？　つーか、マジ何者？

「何をブツブツ言っていますの!?　このわたくしが勝負をすると言っているのです！　気を利きかせて、刀を抜くなり、銃をかまえるなりしたらどうなんですの──っ!?」

「そういう勝負はお断りだ！」

「どうしてよ！」一いつ瞬しゆん、素すになる金きん髪ぱつツインテール。「ど、どうしてですの！」

「……ちゃんと言い直すんだ」

　どうやら少女の服装や髪形や口く調ちようはなんらかの『キャラ設定』に基づくものらしい。

　もしかしたら元ネタとなるキャラがいるのかもしれない。

「くっ！　ここまでコケにされたのは初めてですわ！」

　少女が日ひ傘がさを傍かたわらに放り投げ、懐ふところからカッターナイフを取り出した。

「お、おい！　バカな真ま似ねはよせ！　刃物はやばいって！」

「何を言いますか！　『漆しつ黒こくラバー』のカエデだって外出時は必ずカッターナイフを懐に忍ばせているじゃありませんの──っ!?　これくらい普通ですわ！」

「それはギャルゲーの話だろうが！　フィクションの設定を現実に持ち込むな！　つか、あんたのその『キャラ設定』、カエデとはまるで関係ないだろ！　外見からして違うし！」

　おれはそう言い捨て、校舎に向かって坂道をダッシュした。

　──この女、無軌道すぎる！　京きよう子こ先せん輩ぱいとはまた別の意味で危険だぞ！

「どりゃああああ！　ですわ──っ！」

「ひ、ひいいいっ!?」

　追ってきやがった！
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　しかも、『どりゃああああ！　ですわ！』とか言ってるよ！

　どんなお嬢じよう様さま言葉だ！　お前は家に帰って一度『キャラ設定』を見直せ！

「──くっ」

　おれは校舎に飛び込むと昇降口でスニーカーを脱ぎ捨て、上うわ履ばきに履き替えずに裸足はだしのまま廊下を駆かけた。理由は言わずもがな。金髪少女が背後に迫っているからだ。

「しつこい！」

　無人の廊下を駆け抜け、渡り廊下を裸足で疾しつ走そうし、部室棟に駆け込む。

　きっと京子先輩ならなんとかしてくれるはずだ。

　猛もう獣じゆうには猛獣を。

　ハブ対マングース。

　カエデＶＳメグミ。

　……最後のは微妙に違うか？

　とにかく、だ！

　頼りになる先輩様に助けを求めて、草食系男子のおれは部へ屋やの隅で縮ちぢこまろう。

　──ガラガラガラ。

　片手で素早すばやくドアを滑らせ、部室に飛び込む。

「せ、先せん輩ぱい！　助けてください！」

　おれの絶叫に反応し、みんなの視し線せんが一斉に集まる。

「んー？　どうした、しーな？　血相変えちゃって？」

　最初に声をかけてくれたのはサヤカ先輩だった。

　と、その直後──

「どりゃああああ！　ですわ！」

　金きん髪ぱつ少女が数秒遅れで部室に飛び込んできた。

　途と中ちゆうで落としたのか、カッターナイフは握っていない。

　流れる汗をハンカチで拭ぬぐいながら肩で息をしている。

「……金髪ツインテール……ハァハァ……」

「んおー？　外人さん？　いや、ハーフかな？」

「……ハーフならサヤカとキャラがかぶっていますね。……くくくっ、サヤカのハーフ設定がますますかすみます。……金髪ツインテールに勝てる自信はありますか？」

「ちくしょー！　あたしのアイデンティティがー！」

　相変わらずこの二人ふたりはマイペースだな。

「椎しい名な君のお友達？」と川かわ野の辺べさん。

「……べ、別に、友達ってわけでは……」

「むふふー！　当たり前なのだ！　雄ゆう介すけに女友達なんているはずがないのだ！」

「くっ……お前にそう言われると反はん論ろんしたくなるな……」

「しーなー、そんでー？　この見事な金きん髪ぱつツインテール少女はどちらさん？」

「いや、ぶっちゃけ、おれにもよくわからなくて。一方的に絡からまれただけなので……」

　特に後ろめたいこともないので、おれは包み隠かくさず正直に答えた。

　──ギィ。

　と、それまで沈ちん黙もくを保っていた京きよう子こ先せん輩ぱいが自分の椅い子すから立ち上がり、




「──いらっしゃい。ましゅろんさん」




　そう言って金髪ツインテールにゆっくりと右手を差し出した。

「ということは……あなたが桐きりヶが谷や京子さんですわね？」

　金髪ツインテールは京子先輩の手を握り返し、

「お会いできて光栄ですわ」

　軽く会え釈しやくをし、不敵な笑えみを浮かべた。京子先輩も同種の笑みを浮かべ、金髪ツインテール少女と意味ありげな視し線せんを交かわし合った。

「ま、ましゅろん……だと？　ま、まさか本物のましゅろん!?　生ましゅろんなのかー!?」

　サヤカ先輩がソファーの上でぴょんぴょん飛とび跳はねる。

「……たしかにサイトのプロフィールと外見が一致します」

「口く調ちようも掲示板の書き込みとそっくりなのだ!?」

「え？　え？　ましゅろんさんって、バーチャルネットアイドルじゃなかったんですか？」

「ましゅろんはフィクションの産物じゃなかったんだよ！　実在の人物だったんだよ！」

「……ましゅろんが二次元の壁かべを超えて三次元に（ハァハァ）」

「なー、なー、ましゅろんー。ましゅろんって何歳？」

　サヤカ先輩が馴なれ馴なれしい口調で金髪ツインテールに問いかける。

「１０１５歳ですわ」

「職しよく業ぎようはー？」

「元有力貴族の……吸血鬼ですわ」

「住所はー？」

「都内近郊……ではなく、地じ獄ごくの三丁目ですわ」

「おおおー！　プロフィール通り！　これは本物の香かおりがするぞ！」

　……なんだか妙なことになってきたな。

　みんなが言う『ましゅろん』とは、先日話題に上がったネットで有名なギャルゲーの攻略サイト、『ギャルゲープリンセスましゅろんの攻略部べ屋や』の管理人『ましゅろん』のことで間違いないだろう。どうしてそのましゅろんがうちの部にやってきたのかはわからないけど……。

「みんなこっちを見る──っ！」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが声を張り上げ、部室内の話し声を搔かき消す。

　そしてましゅろんの肩に手を置き、「突然ですが！」と前置きし、

「彼女──ましゅろんにはＧ研の『特別顧こ問もん』に就しゆう任にんしてもらうことになりました！」

「ほぅー？」「むふー？」

　サヤカ先輩と雪ゆき平ひらが真まっ先さきに声を上げた。

　続いて秋あき葉ばさんが、「……ましゅろんラブ」とつぶやき、川かわ野の辺べさんが「特別顧問って何をする人なんですか？」と冷静に尋たずねた。

「簡かん単たんに言えばアドバイザーね」

　京子先輩はそう答えると、簡単にいきさつを説明し始めた。

「私ね、ましゅろんが管理する攻略サイトの中にある『雑ざつ談だん掲示板』の常連だったんだけど、以前、ましゅろんと究極のギャルゲーについて語り合ったことがあったのよ。そのときは結けつ論ろんが出なかったんだけど、この前の合宿中にそのことを思い出してね。……ましゅろんなら私たちに力を貸してくれるんじゃないかと思って、みんなに内ない緒しよでコンタクトを取ったのよ」

「京子さんは面おも白しろい方ですわ。趣しゆ味みも価か値ち観かんもわたくしに似ていますし。……ふふふ、わたくしの将来の『右腕候補リスト』に入れて差し上げますわ」

　……ああ、なるほど。意気投合しちゃいましたか。

　最強最悪のタッグ、ここに結成……ってか。

　しっかし、京子先輩。ましゅろんほどの大物を引っ張ってくるってことは、どんな手を使ってでも、究極のギャルゲーを完成させるつもりなんだろうな。冗談やネタでこんなことをするような人じゃないし。……それにしても、京子先輩のこのギャルゲー制作に対する異常なまでのこだわり、何か理由でもあるのかな？　訊きいても教えてくれなさそうだけど。

「京子さんは『アドバイザー』と言いましたけど、わたくし的には『オーナー』のほうがしっくりきますわ。そもそもわたくしは一日の大半をサイトの管理のために使っていますから、この部の活動に毎日参加できるわけではありません」

　ま、そりゃ、そうだわな。

　つーか、今は夏休みだからいいけど、学校が始まったらどうすんだよ。

　ましゅろんってうちの生徒じゃないだろうし……どこの学校に通ってんのかな？

　さっき都内近郊とか言ってたからそんなに遠くの学校ではないんだろうけど。

「わたくしは暇ひま人じんではありません。ツイッターやブログの更新、ギャルゲーの攻略記事やレビューの掲けい載さい、さらに掲示板の管理にメールの返信作業……やることは山ほどありますわ。わたくしのサイトはそこらの弱小攻略サイトとは違いますから！　月間２００万ＰＶを誇る、ネット界有数の超有名攻略サイトですから！」

　……自じ慢まん話ばなしかよ。なんだかなあ。

　わたくしはあなたたちと違って多忙な毎日を送っていますのよ。だから、わたくしの手を煩わずらわせるような真ま似ねだけはしないでちょうだい。

　──と、おれにはそんな上から目め線せんの発言に聞こえた。

「それはそうと──」

　自慢話が終わると、ましゅろんが再び鋭するどい視線をおれに向け、

「ギャルゲーマスター椎しい名な！　いい加減、わたくしと勝負しなさい！」

「……まだ続いてたのかよ……その話……」

　というか、どうしておれがましゅろんと勝負しなきゃなんないんだよ？

　脈絡がないにもほどがあると思うんだが。

　……ん、待てよ。そういや、さっき「大口を叩たたいたからですわ！」とかなんとか言ってなかったっけ？　大口か。当然、リアルでは初対面だから、可能性があるとすればネット上で、ということになるが。……うーむ、まるで身に覚えがないな。

「京きよう子こさんから聞きましたわ！　なんでもお前、『ましゅろん？　誰だれそれ？　マシュマロの親しん戚せき？　おれ、選せん択たく肢しで悩んだことないから、攻略サイトとか使ったことないんだよねー。ってか、何？　そいつ、おれより有能なわけ？』みたいなことを京子さんとの雑ざつ談だん中ちゆうに口走ったらしいですわね！　く、く、く、屈辱ですわ──っ！」

「は、はあああああ!?」

　なんの話だよ！　おれそんなこと言ってないぞ！

「しかも、『所しよ詮せん、ましゅろんなんてネット上だけの人にん気きだろ？　どうせ中の人は三十代くらいのキモいおっさんなんだよ。──へっ！　何がましゅろんだ！　何がバーチャルネットアイドルだ！　ネット上でこそこそやってないで、三次元に降こう臨りんしてみやがれってんだ！　おれならいつでも相手してやるからよ！　この軟弱洋菓子野郎！』みたいな大口を叩いて、わたくしを陰で挑発していたらしいじゃありませんの！」

「あ、アホか！　おれみたいなヘタレがそんな大口叩くかよ！　ってか、なんかもうそれ、おれじゃねーだろ！　キャラ変だし！　別人としか思えねーよ！　きっと誰だれかの捏ねつ造ぞう──って、間違いなく京子先せん輩ぱいの仕し業わざですよね!?　一体なんのつもりですか!?」

「椎名。噓うそはよくないわ。正直に懺ざん悔げなさい」と真顔の京子先輩。

「いやいやいや！　懺悔しなきゃいけないのは先輩のほうでしょうが！」

「──と・も・か・く……ですわ！」

　ましゅろんが声を張り上げ、今度は日ひ傘がさでもなくカッターナイフでもなく、自分の右手人差し指をビシッとおれに突きつけた。そして話の角度を微妙に変え、

「わたくしがこの部の『オーナー』になったからには、お前のようなゲス野郎は速攻でポイですわ！　どう考えてもわたくしのほうが有能ですもの！」

「……有能ですか」

「しかし！」ましゅろんはなおも演説を続け、「性格はともかく、『ギャルゲーマスター椎しい名な』と呼ばれるほどですから、さぞかしギャルゲーに詳しいのでしょう。──ならば！　わたくしとお前、どちらが上なのか──どちらが『ギャルゲーマスター』の称号に相応ふさわしいのか、勝負しようではありませんの！」

　……なるほどね。

　そこでようやく冒頭で散々のたまってた『勝負』に繫つながるわけか。

　それならそうと、最初からちゃんと説明してくれればいいのに。

「ただし！　単なる勝負ではありませんわよ！　もし、万が一にも、お前がわたくしに勝ったなら、そのときは、わたくしが運営しているサイトの全すべてをお前に譲じよう渡といたします！」

「……マジかよ」すごい自信だな。

「ですが！　逆にこのわたくしが勝ったときは、お前から『ギャルゲーマスター椎名』の称号をはく奪だつ！　──さらに！　このギャルゲー研究部から出ていってもらいますわ！」

　ましゅろんがそう宣言した直後、「おおおおおー！」と当事者以外の歓声がさざ波のように室内に広がっていった。

「うおー！　ネット界の『ギャルゲープリンセス』ことましゅろんと、選せん択たく肢しを絶対に間違わない男、『ギャルゲーマスター椎名』の世紀の対決が始まるよ！　始まっちゃうよ！」

「……大変です。録ろく画がの準備をしなければ──」

「え、えっ。どうしよう、カオルちゃん。どっちを応援すればいいのかな？」

「カオルちゃんは断然ましゅろん派ですぞ！　雄ゆう介すけなんぞ、地じ獄ごくに落ちればいいのだ！」

　部内は早くもお祭りムード。

　緊きん張ちよう感かんを保っているのは、おれとましゅろん、そして京きよう子こ先せん輩ぱいだけ。

「……なんだこの展開」

　重いため息を吐はき出すと、京子先輩がおれの側そばに歩み寄ってきて、

「椎名。私は、この勝負に勝ったほうと……より優ゆう秀しゆうな人材とギャルゲーを作るわ。そのほうが効率よく究極のギャルゲーを目指せるもの。──そうでしょう？」

「……本気なんですか？」

「愚ぐ問もんね」

　京子先輩は一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく、そうあっさりと言葉を返した。

　……そうか。そうだよな。

　京子先輩がおれをＧ研に誘さそったのは、究極のギャルゲーを作る上でおれのスキルが何かの役に立つかもしれない、と考えたからであって、絶対におれじゃなきゃいけない理由があったわけではないんだよな。

　より優ゆう秀しゆうな人材と手を組んだほうが効率よく究極のギャルゲーを目指せる、か。

　なるほど、筋は通っている。筋は通っているけど……京きよう子こ先せん輩ぱいがなんの戸と惑まどいもなく「愚ぐ問もんね」と答えたのがおれには何気にショックだった。

「なーなー。勝負って具体的に何するんだー？」サヤカ先輩が能天気に尋たずねる。

「ゲーム対決ですわ！」と脊せき髄ずい反射的に答えるましゅろん。「昨日きのう、『School Revolution』のダウンロードコンテンツに、『白しろ銀がねミサト』というシルバーブロンドの無口系ヒロインが攻略可能キャラとして追加されたのはご存知かしら？」

「いや、初耳だけど」とおれ。

「ではダウンロードしなさい。わたくしも今からダウンロードいたしますわ」

「もしかして、その『白銀ミサト』をターゲットにして、対戦を？」

「その通りですわ。条件を同じにしなければフェアではありませんから」

　と言いつつ、ましゅろんが荷物からノーブルピンクの携帯ゲーム機きを引っ張り出す。

　彼女が電源を入れる様よう子すを黙だまって見つめていると、

「ゆーすけ！　何モタモタしているのだ！　早く雄ゆう介すけも本体を用意するのだ！」

「そうだぞー、しーなー。ましゅろんを待たせるなんて失礼極きわまりないぞー」

「……え」

　おれ、勝負を引き受けるなんて一言も言ってないのに……。

　しかし、今さら「やだよ」とは言えない雰囲気だ。

　ましゅろんは見るからにやる気満々だし、秋あき葉ばさんは機材の準備を始めているし、残りの四人も対戦者用に二つ、ギャラリー用に五つ、椅い子すをホワイトボードの前に並べている。

「まさかこんなことになるなんて……」

　条件が条件だから、できることなら穏おん便びんにすませたい。

　だが、この様子では、おれがノーを突きつけても何も変わらないような気がする。

「いやー、好カードではあるけどさー。あたしは、しーな優勢と見るねー」

「……ましゅろんファンとしては頭の痛いところですが、たしかにうちのギャルゲーマスターが『School Revolution』の対戦で負ける姿は想像できません……」

「未いまだにＧ研内では無敗ですもんね。椎しい名な君って」

「雄介が勝つか……？　勝ってしまうのか……？」

　先輩たちの下げ馬ば評ひようはおれに好意的なものだったが、一人ひとりだけ、京子先輩だけは、勝負の行方ゆくえを語ろうとはせず、不気味な沈ちん黙もくを保っていた。口を閉ざしているのはましゅろんも同じで、所定の位置につくと、「早くしろ」とでも言いたげにおれを見つめてきた。

「雄介、何をボーっと突っ立っているのだ。雄介の席はこっちだぞ」

「お、おいおい……」

　雪ゆき平ひらがおれの腕を引っ張って、ましゅろんの対面の席に連れていく。

「……ギャルゲーマスター……これを使ってください」

　秋あき葉ばさんが自前の携帯ゲーム機きをおれの手に握らせる。すでに『School Revolution』がセットされていて、電源も入っていた。

「はいはいはーい！　レフェリーのサヤカ先せん輩ぱいだよー！」

　おれとましゅろんが、用意されたパイプ椅い子すに向かい合わせで座ると、手書きの腕章（コピー用紙に『れふぇりー』と書いて腕に巻いただけ）をつけたサヤカ先輩がその間に立った。

　……くっ、やるしかないのか。

　おれは携帯ゲーム機を握りしめ、画面に目を落とした。

　液晶には見なれたタイトル画面が表示されている。

「それじゃー、始めますよー。あたしがスタートと言ったら、スタートボタンを押してくださいねー。あたしがスタートと言ったら──って、もう押してるのかよ──っ！」

　サヤカ先輩の一人ひとりコントが対戦開始の合図となった。

　……もっとも、おれのほうのゲーム機のスタートボタンを押したのは雪平だが。

「椎しい名な君、頑がん張ばってー」川かわ野の辺べさんの声援がおれの背中に届く。

「ましゅろん！　雄ゆう介すけをぶっ潰つぶすのだ！」続いて裏切り者の雪平の声。

　最後に秋葉さんが、「……寝取られ注意です」とおれに妙な助言をくれた。

「外野がうるさいですわね」

　ましゅろんがブツブツ文句を言いながらボタンを操そう作さする。

　おれもいい加減、ゲームに集中することにした。

　今さら勝負を取とり止やめにすることはできないだろうし……。

　となれば、全力でプレイに臨のぞむしかない。

「……まずは」

　初日の行動予定からだ。

　新ヒロインの『白しろ銀がねミサト』は孤高の無口系ヒロイン。公式サイトには『屋上が彼女の城である』と書いてあるらしいが（秋葉さん情報）、だからといって行き先を全部、屋上にすればいいというものではない。

　このゲーム、ヒロインの出現場所に規則性はないのだ。

　完全にランダム。

　規則性があるのは会話イベントやマッチング時に出現する選せん択たく肢しだけ。

　ただ今回の対戦は公平を期するため、お互いにまだ触れたことのない新ヒロインをターゲットに選えらんでいるので、おれもましゅろんもこのヒロインに関しては初見プレイとなる。

「こんなもんかな」

　おれはいつものように勘に任せて行動予定を立てた。何度か確かく認にんしたあと、最後に決定ボタンを押すと、画面に『待たい機き中ちゆう』という文字が表示された。

「早いですわね」ましゅろんが一いつ瞬しゆん顔を上げ、「わたくしもオーケーですわ」

「どうやら二人ふたりとも行動予定が決定したようです！　さー、画面が暗転し、ロード画面に切り替わる！　これがけっこう長い！　新ヒロインを追加する前にこのロードの長さを改善してほしかった！　そう思っているのはあたしだけでしょうか！」

　レフェリーというよりは実況者みたいになっているが不要なツッコミか。

「長い長いロードが終了し……おおっと！　なんと初日の朝からマッチングだ！　二人が選えらんだのは裏庭！　様さま々ざまな行き先が存在する中、どうしてこの二人は裏庭を選んだのか！」

　おれのほうは完全に直ちよつ感かんだけど、ましゅろんは何か考えがあってのことなのかな。

　ともかくマッチングだ。お手並み拝見といきますか。

「お？　おお？　おおおおおお──っ!?　これはまさか──っ!?」

　サヤカ先せん輩ぱいがましゅろんのゲーム画面を覗のぞき込みながら目を丸くする。

「ましゅろん選せん手しゆ！　システム設定の『未読でもスキップ』をＯＮにして、初しよっ端ぱなから『スキップモード』を多用しています！」

　な、なんだって？　スキップモードを？

「……出ましたね」

　秋あき葉ばさんがビデオカメラをかまえたまま解説する。

「……何を隠かくそう、ましゅろんは速読の達人で、『分速一万字』を超えるスピードで文章を読むことができるのです……」

「むふー？　でも、ギャルゲーのテキストを読むのに速読なんて使えるのか？　しかもスキップモードだぞ？」

　おちゃらけキャラの雪ゆき平ひらが珍しく異い議ぎを唱える。

「そ、そうですよ」川かわ野の辺べさんも疑問を呈ていし、「ギャルゲーのスキップモードは文字を読み飛ばすためにあるんですよ？　たとえ速読ができたとしても、高速で流れていくギャルゲーのテキストを認にん識しきするなんて……そんなことできるわけが──」

「……それができるのです。できてしまうのです。ましゅろんは過去に、メーカー側が『全ヒロインを攻略するのに三十時間前後かかります』と明言したギャルゲーをわずか数時間でフルコンプし、その日の夜のうちに攻略情報をサイトにアップする、という偉業を成なし遂とげたことがあるのです……」

「お、おっとおお！　ましゅろん選手！　ゲーム機から手を離はなしている！」

「ふふふ、簡かん単たんな選択肢ばかりで助かりましたわ」

　う、噓うそだろ？　もう全すべての選択肢を選び終わったのか？

「早い早い！　あまりにも早すぎる！　もはや人間業とは思えません！」

「……くそっ」

　サヤカ先せん輩ぱいの言葉に焦あせったおれは、少しでも差を縮ちぢめようと、可能な限りのスピードでテキストを読み進めていったが──最終的にましゅろんとは一分以上の差がついてしまった。

　だけど、すぐに気を取り直す。

　……たしかにマッチング時は早く選せん択たく肢しを選えらんだほうが得。

　両者共に正解を出した場合は短時間で正解を出したほうに軍配が上がるからだ。

　だけど、それは選択肢を見誤らなければの話だ。

　自じ慢まんじゃないが、おれはこの手の選択肢で不正解を出したことは一度もない。

　たとえ初見プレイであってもだ。

　……そのあたりましゅろんはどうだろうか？

「うおっとおお！　これは人類が未いまだかつて見たことのない光景だ──っ！」

　サヤカ先輩の熱ねつのこもった声が部室に響ひびき渡る。

　肝かん心じんのマッチングの結果はというと──

　……全選択肢、正解。

　おれも、ましゅろんも、である。

「とゆーことは！　時間差の勝利！　最初のマッチングを制したのはましゅろんだ──っ！」

「……驚おどろきの結果です。これは大スクープ」秋あき葉ばさんがビデオカメラをましゅろんに寄せる。

「さすがましゅろんなのだ！　雄ゆう介すけの嫁よめを強ごう奪だつなのだ！」

「か、カオルちゃん。まだ椎しい名な君が負けたわけじゃないんだから……」

　その通り。おれはまだ負けていない。

　マッチングに関しては圧倒的にましゅろんのほうが有利。

　それは認めざるを得ない。

　でも、ましゅろんの『スキップモード読み』が真価を発はつ揮きするのはマッチング時のみだ。

　使いどころが限定されている。

　一方おれは、過去の対戦において、マップ移動を空からぶったことがない（誰だれが言い出したのかは知らないが、うちの部ではヒロインの出現場所をピンポイントで当てたときは『ヒット』、外したときは『空ぶり』と呼んでいる）。つまり、マッチングさえ回かい避ひできればその後の会話イベントは全すべておれのポイントになるのだ。

「……まだまだこれからだ」

　おれは自分にそう言い聞かせながらゲーム画面に視し線せんを移した。

「さー、さー、目が離はなせない展開になってきましたー！」

　サヤカ先輩が場を盛り上げようと手を叩たたく。

　だが、対戦が始まった直後とは明らかに部室内の空気が変わり始めていた。

　……不ふ穏おんな空気。

　おれは重く濁にごった空気から逃のがれようとゲーム画面に集中した。

「キタキタキター！　初日のお昼休み！　またしてもマッチングだ！」

　二度目のマッチング。

　ましゅろんがニヤリと笑った。

　連続ヒット？　冗じよう談だんだろ？

　ヒロインの出現場所は完全にランダムのはずなのに……。

　……まさか、ましゅろんも、おれと同じ？　特殊な直感が働くのか？

　いや、待てよ。ましゅろんは攻略サイトの管理人をやっているくらいだから、多くのギャルゲーに精通しているはず。もしかしたら過去のギャルゲー体たい験けんから妥当と思える答えを瞬しゆん時じに導き出しているのかもしれない。

「そして『スキップモード読み』──っ！　早い！　ましゅろん早すぎるううう！」

　二度目のマッチングもあっけなくましゅろんに敗北。

　と、同時におれの脳のう裏りに敗北の二文字がよぎった。

　その後の展開はあまり思い出したくない。

　──ヒット、ヒット、ヒット、ヒット。

　ましゅろんの行動予定は完かん璧ぺきで、ヒロインの出現場所をことごとくヒットさせた。

　もちろんおれもだ。

　しかし、その結果として、マッチングを回かい避ひすることが難むずかしくなった。

　以降の展開はなんとなく想像がつくんじゃないかと思う。

『スキップモード読み』を駆く使ししてテキストを読み進めていくましゅろんに、平へい凡ぼんな読み方しかできないおれがスピードで対抗できるはずもなく、気づけば初日からマッチング三連敗。

　二日目に入ると、外野の言葉数が少なくなっていき、レフェリー兼けん実況役のサヤカ先せん輩ぱいでさえ言葉に詰まる場面が増えてきた。

　そして勝負は進んでいき……。

　──マッチング、マッチング、マッチング、マッチング。

　──スキップモード、スキップモード、スキップモード。

　──二日目、三日目、四日目、五日目……。

「ふん、たわいもない」

　決着がついたのは五日目の夕方。

　リザルトには『マッチング発生率百パーセント』という信じ難がたい結果が表示されたが、勝ち負けで言えば、十五回連続でマッチングに敗北したおれのパーフェクト負け。

　……完敗だった。

　その後の記き憶おくは非常に曖あい昧まいだ。

　ましゅろんの言葉も、先輩たちの言葉も、何も記憶に残っていない。

　気づいたときには……おれは自宅のベッドで横になっていた。

　なんと言って部室を出てきたのか、どのようにして家まで帰ってきたのか──

　一いつ切さい合がつ切さい、何も覚えていなかった。




　そしておれは──

　翌日から部活に行かなくなった。
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　カーテンの隙すき間まから差し込む陽光の眩まぶししさで目を覚ましたおれは枕まくら元もとの目覚まし時計どけいを見てハッとした。正午を過ぎていたのだ。おれは慌あわてて毛布を蹴け飛とばし、身体からだを起こした。

　──だがすぐに冷静になる。

「そうだった。もう部活に行かなくてもいいんだ……」

　ましゅろんとのゲーム対決からすでに四日が経たっていた。

　あれからＧ研の部室には一度も顔を出していない。

「……気が滅め入いるな」

　ましゅろんに敗北した日の夜、おれは誰だれかが慰なぐさめのメールなり電話なりをかけてくれることを期待した。しかし、結局、誰からも連絡はなく──

　それどころか、この四日間、おれの携帯がメールや通話の着信を知らせたことは一度たりともない。きっと、ましゅろんにパーフェクト負けを喫きつしたおれにみんな幻滅したのだろう。

　勝てると思っていた。

　相手が誰であろうと負けるはずがないと思っていた。

　Ｇ研内では負け知らずだったから、心のどこかで『School Revolution』の対戦ならなんとかなるだろう、とおれは高を括くくっていたのだ。対戦が始まるまでは……。

「いや、嘆く必要なんて……ないだろ」

　そうだ。もともと『ギャルゲーマスター椎しい名な』っていうあだ名に称しよう賛さんの意味は込められていないのだ。全すべては先せん輩ぱいたちの勘違いから始まったこと。ギャルゲーの知ち識しきに乏しい似え非せ玄くろ人うとのおれがましゅろんみたいな『本物』に勝てるわけがないんだ。

「負けて当然か」

　……でも、これでよかったんだ。

　入部当初から事あるたびに部を抜けたい抜けたいと思っていたんだから……。

　むしろ喜ぶべきだろう。

　これでスカウトという名の脅きよう迫はく（下着ドロの疑ぎ惑わく）も帳消しのはず。

　もう二度と京きよう子こ先輩の無茶むちや振ぶりで苦労させられることもないのだ。

　徹てつ夜やでギャルゲーをプレイしたり、暗幕をかぶって変な悪あく魔ま役やくを演じたり、海で小学生をナンパしたり、砂の中に埋められたり、部室でくだらない雑ざつ談だんに興きようじたり、時には論ろん争そうに発展したりなんかして……。

　ここ数ヶ月で体たい験けんした慌あわただしい日常が次々と脳のう裏りに蘇よみがえってきた。

「……牛ぎゆう丼どんでも食べにいくか」

　おれは過去の思い出を振り払い、ベッドを離はなれた。

　呼吸を整ととのえカーテンを開く。

　その後、クローゼットを開あけて私服に着替えていると、

　──ガツンっ。

　ローテーブルの死角に積つんであった雑誌の山を蹴け飛とばしてしまった。

　いってえ、と足の指を押さえながら崩くずれた雑誌を一つ一つ片づけていると、

「これって……」

　印象深い一冊の雑誌が目についた。

　それは合宿の最終日に京子先輩から貸してもらったギャルゲー雑誌。

　表紙は『漆しつ黒こくラバー』のカエデ。ページをめくると、巻頭から『総力特集！　漆黒ラバー！』と続ぞく編へんの情報を大々的に扱っている。

　ただおれが気になったのは別の記事で、

「たしか真まん中なかあたりに……」

　ページをパラパラとめくり、１５２Ｐで手を止める。

　ここからは『期待の新作』と題して、一ページにつき一作品、新作のギャルゲーが紹介されている。そしてこの１５２Ｐには合宿の最終日におれがプレイした『天てん地ち神しん明めい』を作ったスタッフが新たに制作した『風ふう花か雪せつ月げつ』が載のっている。

　最初にこのページを見たとき、扱いが小さいな、と意外に思ったのだが、ネットで情報を集めているうちに、前作の『天てん地ち神しん明めい』が知る人ぞ知るマイナーなゲームであることを知った。たしかに万人受けするゲームではないだろうな、とは思っていたが、もうちょっと人にん気きがあるものと思っていた。

「……あっ！」

　雑誌を閉じようとしたそのとき、おれはあることに気づいた。

　慌あわてて携帯電話のカレンダー機き能のうを呼び出し、

「やっぱり！　発売日、今日きようだ！」

　ここ数日、ニートさえドン引きしかねない自じ堕だ落らくな生活を送っていたから、曜よう日びや日にちの感覚が完全に失われてしまっていた。

「まずいな……予約してたんだよな」

　合宿の最終日、おれは眠い目を擦こすりながら京きよう子こ先せん輩ぱいたちと秋あき葉は原ばらまで足を延ばし、『風ふう花か雪せつ月げつ』を予約注文していた。予約の際、前金を数百円支払い、ショップの店員さんから引換券を受け取ったのだが、たしかそのとき、予約をキャンセルする場合はうんたらかんたら、と言われたような気がするのだが──

「何も覚えてねぇ」

　さて、どうするか……。

　あ、そうだ。京子先輩にメールで相そう談だんして、

「って、それはダメだろ！」

　おれはジーンズに片足を突っ込んだままベッドの縁ふちに腰かけた。

　そして大きなため息。

「……秋葉原か……」

　最も寄よりの駅から一つ、二つ……三つの路ろ線せんを乗のり継ついで、だいたい一時間といったところ。

　そういや、この前、『風花雪月』を予約しに行ったときにサヤカ先輩が教えてくれた黄き色いろい看板のユニークな牛ぎゆう丼どん屋や。あのときは入らなかったけど、牛丼マニア（自称）のおれとしてはああいう奇特なお店は見み逃のがせないんだよな。

「よし、行ってみるか。秋葉原……」

　最近、ほとんど外出してないし、気分転換に外に出て飯でも食おう。

　そのあと、当日に予約のキャンセルが可能かどうか、ショップに行って……あ、いや、先にショップに行ってから飯だな。……まあ、どちらでもいい。

　とにかく──

　ギャルゲーと関かかわるのは今日きようで最後だ。

　今日をもっておれは平へい々へい凡ぼん々ぼんな高校生に戻る。




　　　◇　◇　◇




「──げっ！」

　駅の改札を抜け、徒歩で中央通り沿いにあるギャルゲーショップに向かっていると、前方から見知った顔の女オタク集団がおれのほうに向かって歩いてきた。

　先頭を歩いているのは京きよう子こ先せん輩ぱい──

　幸い、まだこちらの存在には気づいていないようだが、このままでは間違いなくすれ違うときに顔バレしてしまう。

「同じ店で予約してたんだから……そりゃ、運が悪ければかち合うよな……」

　安易な気持ちで秋あき葉は原ばらに足を運んでしまったことを後悔しつつ、おれは横道に入った。

「さーて、目当てのブツも手に入ったことだし、ランチにしますかのー」

「ごっはん！　ごっはん！　今日きようは京子ちゃんの奢おごりなのだ！」

「……（シャカシャカシャカシャカ）」

「あれ？　秋あき葉ばさん、何を聴きいてるんですか？」

「……（シャカシャカシャカシャカ）」

「ああ、凜りんは予約特典の『ドラマＣＤ』を聴いているのよ」

「気の早いことですわ」

　新メンバーのましゅろんが肩をすくめる。

　個性の強いあの五人の中に違和感なく溶け込んでいる。

　なぜだろう、ましゅろんとの一戦からまだ数日しか経たっていないのに、先輩たちが、川かわ野の辺べさんたちが、遠い存在に感じられる。毎日のように部室で顔を合わせていたというのに。

　電柱の陰からしばらく様よう子すをうかがっていると、

「たしかここの奥だったよなー。例のツンデレ喫きつ茶さがあるのって」

「ええ、そのはずよ」

「……リアルツンデレ……非常に興きよう味み深ぶかいです」

　Ｇ研の六人は事もあろうに大通りから道を外れ、おれが辿たどった道筋を追ってきた。

「うげっ、こっちに来る──っ！」

　おれは路地の奥に駆かけ出し、手近なお店に飛び込んだ。

　看板を確かく認にんせず入ったそのお店は、




「「「「お帰りなさいませ、ご主人様☆」」」」




　よりによってメイド喫茶だった。

「……ど、どうも」

　唯ゆい一いつの救いは先せん輩ぱいたちが話していたツンデレ喫きつ茶さではないことだろう。

　笑顔えがおのメイドさんに案内されて店の奥に進み、四人がけのテーブル席に腰を下ろす。

　……ま、いっか。しばらく時間を置いたほうがいいだろうし。

　そう思ってメニューに視し線せんを落とす。

「萌もえ萌もえアイスコーヒー？」

　なんだ、この奇き怪かいなアイスコーヒーは。普通のアイスコーヒーはないのか……。

　──クーデレウーロン茶ちや、デレデレジンジャエール、ツンツンレモネード──

　どうやら全すべてのメニューにギャルゲー的枕まくら詞ことば（？）がつくらしい。

　メイドさんの解説によると、「たとえばヤンデレソースカツ丼どんのごはんの底には狂った何かが敷しき詰められているんですよ☆」とのことだった。まったくもって意味不明である。

「……ふぅ」

　適当に飲み物と食べ物を注文し、ソファーに寄りかかって一呼吸ついていると、




「「「「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま☆」」」」




　新たなお客が入店（メイド喫茶ではご帰宅というらしい）してきた。

　……ん？　お嬢様ってことは女性客かな？

　おれは何気ない気持ちで店の入り口に視線を伸ばした。

　すると──

「あ、あはは……」「カオルちゃんさんじょー！」

　よく見知った顔が、二つ、横に並んでいた。

　川かわ野の辺べさんと雪ゆき平ひらだった。

「……うっ」

　おれは反射的に腰を浮かせた。……が、すぐに腰を下ろす。

　くそっ、逃げ切れたと思ってたのに。こんなあっさり見つかるとは。

「雄ゆう介すけは相変わらずダサい服を着ているのだ！」

　そう言っておれの向かい側の席に勝手に座る雪平。

　川野辺さんも、「相席いい？」と言いつつ、おれの返答を待たずに席につく。

「むふー？　雄介？　まさか凹へこんでいるのか？」

「……うるせぇよ」

　いつもより低いトーンの声で悪態をつく。

「メイドさん、メイドさん！　カオルちゃんは『幼おさな馴染なじみのホットミルク』と『幼馴染のカレーライス』を注文しますぞ！」

「……そ、想像力が刺し激げきされるメニューだね……」

「たしかに頭に『幼おさな馴染なじみの』ってつくだけで危険な香かおりが……って、そうじゃなくて！」

　おれは軽くテーブルを叩たたき、

「……二人ふたりとも、世間話をするためにおれを追いかけてきたの？」

　威圧的な口く調ちようでそう尋たずねた。無む意い識しきのうちにそうなってしまったのだ。

「え、えっとね……」

　おれの剣けん幕まくに気け圧おされ、川かわ野の辺べさんは一いつ瞬しゆん言葉を濁にごしたが、

「椎しい名な君。……もう部活には来ないの？」

「来ないのって言われても……おれは勝負に負けたんだから……」

　ましゅろんとのゲーム対決に敗北したおれは『ギャルゲーマスター椎名』の称号をはく奪だつ。そしてＧ研から追い出された。──正直、対戦が始まる直前までは自分が負けるなんてこれっぽっちも思っていなかったから、負けたときのことなんてまったく頭になかった。だけど負けは負けだ。今さら、勝負をなかったことにすることはできない。

「椎名君は……本当にそれでいいの？　部に戻りたくないの？」

「いいも何もおれの意思は関係ないよ。敗者は去る。そういう約束だったんだから」

「じゃ、じゃあ、全部帳消しにできるとしたら？　Ｇ研に戻ってくる？」

「そ、それは……」

　どうだろう。全すべてが元通りになるのだとしたら……。

　おれは……部に戻りたい？　戻りたくない？　──一体どっちなんだ？

「ねえ、椎名君？　なんの後悔もないんだったら、悩む時間なんて必要ないんじゃない？」

「…………うっ」

　何も言い返せなかった。川野辺さんの言う通りだったから。

　これだけ悩むってことは……おそらく心の奥おく底そこではすでに答えは出ている。

　──おれはＧ研に戻りたいんだ。

　京きよう子こ先せん輩ぱいの無茶むちやな要求に応こたえたり、秋あき葉ばさんと『School Revolution』の対戦をして、結果、寝取り野郎と呼ばれたり、サヤカ先輩のハイテンションな勢いに圧倒されたり、川野辺さんのズレた発言にドギマギさせられたり、雪ゆき平ひらのボケ倒しに辟へき易えきしたり……毎度毎度、酷ひどい目に遭あわされていたけど、放ほう課か後ごになるとおれは──なんだかんだで部室に足が向いていた。

　Ｇ研にはおれの机は用意されていなくて、夏休みに入っても相変わらずクッション座りだったけど、あの場所に座ると不ふ思し議ぎと心が落ち着いた。……今だからわかる。Ｇ研は、おれが座るあの場所は、学校中でもっとも居い心地ごこちがいい空間だったのだ、と。

　戻りたい。あの場所に戻りたい。

　それがおれの本心だ。

　だけど……。

　サヤカ先せん輩ぱいたちはともかく、京きよう子こ先輩やましゅろんが「全部帳消しにしてくれませんか？」というおれ個人の我わがままに対し、首を縦たてに振ってくれるとはとうてい思えない。

「仮定の話は止やめようよ。どうせ現実は変わらないんだから──」

「──リベンジだよ」

「え？」

「ましゅろんさんにリベンジしようよ！」

「……り、リベンジって……」

「椎しい名な君？　たった一度の負けで全すべてを終わらせちゃっていいの？」

「…………それは」

「それは？」

「………………」

「……ん、もう！　煮え切らないんだから！」

　川かわ野の辺べさんが苛いら立だたしげに席を立つ。

　普段ふだん、温厚な人だけにその豹ひよう変へんぶりに驚おどろいた。

「ちょっと待っててね！　すぐに戻ってくるから！　……カオルちゃん！　椎名君を見張ってて！　絶対に逃がさないでね！」

　そう言ってメイドカフェを飛び出す川野辺さん。

「了解なのだー！」

　大きく相あい槌づちを打ちながら応答した雪ゆき平ひらは即座におれの隣となりの席に移動し、腕を絡からめてきた。

「むふふふ！　雄ゆう介すけ！　観かん念ねんするのだな！」

「……くっつくな、気持ち悪い」

「か、勘違いしてもらっては困るのだ！　こうして腕を絡めてるのは雄介を逃がさないようにするためであって、雄介とベタベタしたいという願がん望ぼうがカオルちゃんの中にあるからではないのだ！」

「いや、そんなのわかってるから」

「……そ、そうなのか？　追及しないのか？　追及したほうがラブコメっぽくないか？」

「否定したいのか、肯定したいのか……一体どっちなんだよ……」

　雪平と不要なじゃれ合いを続けていると、明らかにおれたちよりも年上と思われるメイドさんが食事を運んできた。去さり際ぎわに、そのお姉ねえさん風ふうのメイドさんが悪ノリし、ご主人様モテモテですね、みたいなことを言ってきたので、おれは全力で雪平との関係を否定しておいた。




「「「「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま☆」」」」




　雪平が『幼おさな馴染なじみのカレーライス』を平らげたころ、川野辺さんが戻ってきた。

「──ただいま！」

　川かわ野の辺べさんは脇わきにスケッチブックを挟はさんでいた。

　反対の手にはビニール袋を提さげている。

「それ……どうしたの？」

「椎しい名な君！　私が、そ、その……椎名君専用の原画家になってあげる！」

「……は、はあ？」

「ほら、注文して！　どんな絵でも描かくから！」

　川野辺さんが向かい側の席に腰かけスケッチブックを開く。

　ビニール袋には画材道具が入っているようだ。

「どんな絵でもって……急にどうしたの？」

「私、椎名君がましゅろんさんにリベンジする気になるまでずっと描き続けるから！　私にはこれくらいしかできることないし……。──だ、だから！　絵を描くの！」

「そうですぞ！　陽ひ香か理りは雄ゆう介すけがやる気を出すためなら、どんなエロい絵でも描きますぞ！」

「……お前は何もしないのかよ」

「カオルちゃんは色仕掛け要員だからな！」と言いつつおれの腕をがしっとつかむ。

「椎名君？　どんな絵がいい？　私、二次元でも三次元でもどっちでも描けるよ。たとえば二次元なら『漆しつ黒こくラバー』のカエデとか……どうかな？　もちろんメグミでもいいし。あと、三次元だったら、うーんと、えーと……あ、そうだ！　京きよう子こ先せん輩ぱいの水着姿とか、どう？」

　京子先輩の水着姿……だと？

　この前、海に行ったにもかかわらず見ることが叶かなわなかった、あの京子先輩の水着姿……。

「雄介！　カオルちゃんのＭ字開脚とかどうだ？　おすすめだぞ！」

「それは却下」

「な、なんですとぉ？」心外そうに口を尖とがらせる雪ゆき平ひら。「だったらどんな絵がいいのだ？」

「……じゃあ、川野辺さんがブルマ姿で逆上がりしてる絵」

「え？　わ、私の……ブルマ姿？」

「を、逆上がりバージョンで」

　おれは抑揚のない声で答え、『クーデレウーロン茶ちや』の入ったグラスを持ち上げた。

「まさか雄介はブルママニアなのか？」

「……そうだよ」

　適当に相あい槌づちを打つ。もちろん本心ではない。こう言えば恥はずかしがり屋の川野辺さんのことだから、大人おとなしく引き下がるだろう──そう思ってわざとマニアックな絵を注文したのだ。さすがに自分の痴ち態たいを絵にしようとは思わないはず。

　……そう思ったのだが。

　川野辺さんはおれの予想に反し、

「わかった！　描かくね！　少し時間をちょうだい！」

「えっ……マジで」

「すぐに描くよ！　五分で描いてみせる！」

　川かわ野の辺べさんは一いつ瞬しゆんの迷いもなく、紙上に鉛筆を走らせた。

　──さらさらさらっ。

　すごい度胸だ。最初の一ひと筆ふでからまったく躊ちゆう躇ちよしなかったぞ。

「ところで、雄ゆう介すけ？　なぜカオルちゃんの『Ｍ字開脚案』を却下したのだ？」

「……いや、そんなもの見たくないし」

「ふおおおおおお──っ！」正直に答えると、速攻でつかみかかってきた。「雄介！　早くカオルちゃんの魅み力りよくに気づけ！」

「お、おい！　顔を引っかくなよ！」

　子供をあやすような気分で雪ゆき平ひらの相手をしていると──

「──よし！　できたよ！」

　川野辺さんは、宣言通り、わずか五分ほどで注文の絵を完成させた。

「……うわ、本当に描いてるし……」

　でき上がった絵は全すべて鉛筆で描いてあった。

　ブルマ姿で逆上がりをしている川野辺さんを絶妙なアングルから捉とらえている。十人のギャルゲーオタクがいたらそのうち八人くらいは満足する出来ではないだろうか。……男子の願がん望ぼうを満たすという意味で。

「逆上がりといったらやっぱりお尻しりだよね！　お尻を強きよう調ちようしないと！」

「…………そうだね」

「ブルマの食い込みも大事だよね！　逆上がりなんだから！」

「…………そうだね」

　なんつーか、川野辺さん……ヤケクソになってないか？
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　自分をモデルにして絵を描いて、それを解説するなんて、どんな罰ばつゲームだよ……。

「陽ひ香か理り！　この隅のほうで体育座りをしているのはカオルちゃんではないですか!?」

「う、うん、そうだよ。自分だけ描くのは恥はずかしかったから……」

「この絵はちょっとおかしい！　カオルちゃんはもっとおっぱいボインボインですぞ！」

「えええ？　そう？　この前、海で見たときはこれくらいだった気がするんだけど」

「カオルちゃんがこんなに貧乳なわけがないのだ！」

「じー」川野辺さんが雪平の胸元を凝ぎよう視しする。「……だいたい合ってると思うけど」

「………………」

　おれは二人ふたりのやり取りに呆あきれ、無言で席を立った。

　付き合い切れん。そろそろ帰ろう。

「あっ、椎しい名な君！　待って！　帰らないで！」

「……うわっ」

　川かわ野の辺べさんが椅い子すに座ったまま、おれの腕にしがみついてきた。

　……ど、どうしたっていうんだ。普段ふだん、温厚な川野辺さんがここまでするなんて……。

　いつになく強引に攻めてくる川野辺さんに、おれが戸と惑まどっていると、

「し、椎名君じゃなきゃダメなの！」

「…………え？」

「私はましゅろんさんより椎名君のほうがいい！　椎名君と一いつ緒しよにギャルゲーを作りたい！」

「……………………」

　おれはゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。

　心しん臓ぞうがドクンドクントとかつてないほど高鳴っている。

　……い、今のは一体どういう意味合いの？　一応、告白の範はん疇ちゆうなのか……？

　お、落ち着け、おれ！　とにかく落ち着け！　素そ数すうを数えながら呼吸を整ととのえるんだ！

「……ほ、ほらー！　カオルちゃんも椎名君を説得して！」

　川野辺さんも、すごいこと言っちゃった、という自覚があるようで、トマトのように顔を真まっ赤かにさせ、可哀かわい想そうなほど狼ろう狽ばいしている。

「ゆーすけ！　ましゅろんはダメなのだ！　ダメダメなのだ！」

「……だ、ダメってどういうことだよ？」

「カオルちゃんの名曲にケチをつけたり、陽ひ香か理りの絵を酷こく評ひようしたり、アイス買ってこいって命令したり、それはもう鬼おに嫁よめ並みに横おう暴ぼうなのだ！」

「……そうなの？」

　雪ゆき平ひらにではなく川かわ野の辺べさんに質問すると、

「う、うん」

　まだちょっと顔が赤かったが、多少、冷静さを取り戻したようで、

「横暴っていうか……自分の好みを人に押しつけてくるっていうか……」

「陽香理ー！　それを横暴と言うんですぞ！」

「あ、そっか」川野辺さんは納なつ得とくしたように頷うなずき、「……ま、まあ、嫌いってほどではないけど、ちょっと苦にが手てかな。ましゅろんさん……」

「カオルちゃんはましゅろんに憎しみを抱いています！　ましゅろんは横暴すぎるのだ！」

「さっきから横暴横暴って言ってるけど、それを言うなら京きよう子こ先せん輩ぱいはどうなるんだよ？　あの人は鬼嫁以上だろ？」

「京子ちゃんの横暴には愛があるのだ！　愛があるから怒られても全然恐こわくないのだ！」

「………………」

「それに京子ちゃんは一いつ緒しよに考えてくれるから飴あめと鞭むちなのだ！　鞭のほうが多いけど！」

「………………」

「むふー？　どうした雄ゆう介すけ？　夏の暑さで頭がおかしくなったのか？」

「……かもな」

　雪ゆき平ひらが珍しくまともなことを。……ちょっとびっくりしたぞ。

　愛のある横暴。飴と鞭か。その通りかもな。

　京子先輩は究極のギャルゲーを最終到達地点に設定している。

　目標が目標だから、日々、メチャクチャな計画を立ててはそれを実行に移すわけだけど、そんな中、京子先輩が激げき怒どするときってのはギャルゲーに対しておれたちが不誠実な態度を取ったときに限定される。……たぶん。

　京子先輩はいつだって本気でギャルゲー作りに取り組んでいる。

　そう、本気だからこそ、ましゅろんに敗北したおれのこともあっさりと見放したのだ。

　ましゅろんと手を組んだほうが、より効率的に高みを目指せるから。

　──本気なんですか？

　──愚ぐ問もんよ。

　対戦前の京子先輩のそっけない一言。

　──ふん、たわいもない。

　そして、対戦後、ましゅろんの人を見下したようなセリフ。

　過去の記き憶おくが、二人ふたりの声が、脳内でリアルに再生される。

　途端とたんに胸が熱あつくなってきた。

　ゲーム対決に負けた悔くやしさが今さらのように胸の内に湧わき上がってきた。

　……負けてはいけなかった。おれは負けてはいけなかったんだ。

　究極のギャルゲーを目標に掲げるＧ研──

　その中において、おれは、今までなんの役にも立っていなかった。

　京きよう子こ先せん輩ぱいみたいに全体の指揮を執とれるわけでもなく、サヤカ先輩みたいにシナリオが得意というわけでもなく、秋あき葉ばさんみたいにプログラムを組んだり、絶妙な構図の背景写真を用意したりできるわけでもなく、もちろん原画担当の川かわ野の辺べさんや、音楽担当の雪ゆき平ひらみたいに、魅み力りよく的てきな絵や音をこの世に生み落とすことなんてできやしない。

　だから、だからこそ──

　ギャルゲーの制作において、なんの取とり柄えもないおれは……ギャルゲーに関心の薄うすい、そもそもオタクですらないおれは……せめて、せめてゲームだけは、ゲームの対戦だけは誰だれにも負けてはいけなかったのだ。

「……椎しい名な君？」

　川野辺さんがうつむくおれの顔を覗のぞき込んできた。

　おれはハッとして、顔を上げた。

　そして、未いまだ湧わき上がってくる後悔の念を無理やり押さえつけ、現実に目を向けた。

　──Ｇ研に戻る方法。

　そんなの考えるまでもない。

　勝つこと。ましゅろんに勝つことだ。

　それ以外に方法はない。

　Ｇ研に戻るためには、再びあの居い心地ごこちのいい場所に座るためには、ましゅろんにリベンジを果たし、ゲームの対戦なら誰にも負けないということを……自分があらゆる選せん択たく肢しを見通すことができる『ギャルゲーマスター椎名』なのだと……みんなに証明しなければならない。

　──ガタっ。

　おれは無言で席を立ち、二人に背を向けた。

「ゆ、雄ゆう介すけ！　どこに行くつもりなのだ！　話はまだ終わってないぞ!?」

「──リベンジ」

　慌あわてふためく雪平におれは一言そう言ってやった。

「おれ……再戦するよ。ましゅろんと」

「ゆーすけ！」「椎名君！」

　二人が飛びっ切りの笑顔えがおを浮かべ、「やったー」と正面から抱き合う。

　おれは内心で、ありがとう、とつぶやいた。

　ましゅろんへのリベンジを決心したのは、自分の内なる心に従ったからなのだが……。

　でも、二人ふたりの励ましがなければおれは奮ふるい立つことができなかったと思う。

　一人ひとりでは起き上がることすら困こん難なんだったのではないだろうか。

「よし！　そうと決まれば特訓なのだ！」

「……特訓？　リベンジじゃなくて？」

　たしかに無策でリベンジに臨のぞむのは愚ぐ直ちよくだけど。

「『School Revolution』を極きわめるのだ！　ましゅろんの『スキップモード読み』を超える特殊能力を編あみ出すのだ！　ゆくぞ！　雄ゆう介すけ！　陽ひ香か理り！」

　雪ゆき平ひらが椅い子すを引きずりながら席を立ち、「メイドさん！　門かど出での時間です！」とおどけながら伝票を指の間に挟はさむ。メイド喫きつ茶さはご主人様（お客）の自宅という設定だから、『門出』という表現は間違ってはいない。店を出るときは、「いってらっしゃいませ☆」だからな。




　　　◇　◇　◇




「──お、おい。どこに行くんだよ」

　メイド喫茶を一足先に飛び出した雪平が駅のほうに向かって駆かけていく。

　おれは川かわ野の辺べさんと慌あわててあとを追いかけた。

「そんなのカオルちゃんのお城に決まっているのだ！」

「は？　お城？」

「あ、カオルちゃんはね、マンションで一人暮らしをしてるんだよ」

「へえ、そうだったのか……」

　そういやこいつの両親って世界的に有名な音楽家なんだっけ。

　んー、京きよう子こ先せん輩ぱいの血筋って金持ちが多いのかな。

「今日きようは徹てつ夜やで特訓だね」

　隣となりを歩く川野辺さんが微笑ほほえみかけてくる。

　おれは頭をかきながら、「付き合わせちゃって悪いね」と返した。

　そしてもう一人ひとりの味方。能天気な女に視し線せんを合わせ、

「あ、あと、雪平も。……ありがとうな」

　さりげなく感かん謝しやの言葉を贈おくると、前を歩いていた雪平が立ち止まり、

「ゆ、ゆ、雄介!?　一体、何が目的なのだ!?」

「なんだよ、目的って」

「そ、そ、そんなこと言ったってな！　カオルちゃんの好感度は上昇しないぞ！」

「あれ？　カオルちゃん、照れてるの？」

「ち、違うのだ！　照れてなんかいないのだ！」

　否定の言葉を口にしながらぴょんぴょん飛とび跳はねる雪ゆき平ひら。

　通行人が不ふ思し議ぎそうな顔で次々に通り過ぎていく。

「雑ざつ談だんしている場合ではないのだ！　大至急、カオルちゃんの城に向かうぞ！」

「はいはい」「行こう、行こう」

　真まっ赤かな顔で駆かけ出した銀ぎん髪ぱつの少女を川かわ野の辺べさんと二人ふたりで追いかける。

　人込みを器用に避けながら。




　その日の夜──

　川野辺さんたちと話し合った結果、決戦は明日あしたということになった。

　本当はもう少し時間を置くつもりだったのだが、徹てつ夜やで『School Revolution』の研究を行っている際に、ある『秘策』を思いつき、「これなら勝てる！」と自信がついたのだ。

　おれは夜のうちに京きよう子こ先せん輩ぱいへ宣戦布告のメールを送った。

　結局、朝になっても返信はなかったけど──

　翌日の昼過ぎ。

　おれは川野辺さんと雪平を引き連れてＧ研の部室に向かった。

　……リベンジを成し遂げるために。
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　部室のドアを開けると、先輩たちが準備万端でおれたちを待ち受けていた。秋あき葉ばさんは早くもビデオカメラをかまえており、サヤカ先輩はこの前と同じレフェリーの腕章を腕に通している。ましゅろんは携帯ゲーム機きを片手に涼しげな顔で佇たたずんでおり……そして、京子先輩は不敵な笑えみを浮かべて背後のソファーにどっぷりと腰を下ろしていた。

　夜中に宣戦布告のメールを送りつけたときはなんの音おと沙さ汰たもなかったが、この様よう子すだと、再戦の申し出は無事受け入れられたらしい。

「よく来たわね」

　京子先輩がソファーに座ったまま大胆に足を組む。

　おれの知らぬ間に、ソファーの横には同じ高さのサイドテーブルが設置されており、その上にはなぜかワイングラスが乗っていた。グラスには赤い液体が注そそがれている。

　……なんだろう。この演出……。

　てっきり断られるものと思っていたのに案外ノリノリじゃないか。

　あー、そういえば、『漆しつ黒こくラバー』にこういうシーンがあったような気がするな……。

「お前、いい度胸をしていますわね。このわたくしに再戦を希望するなんて」

　ましゅろんがおれの側そばまで歩み寄ってきた。

　表情に不満をにじませている。こちらはあまり乗り気ではなさそうだ。

「まあ、何度来ても同じことです。……返かえり討うちですわ」

　この前もそうだったが、決めポーズにこだわりがあるらしく、今日きようは携帯ゲーム機きをおれの眼がん前ぜんに突きつけてきた。きっとなんらかのギャルゲーに影えい響きようを受けてのことだろう。

「ただ、わたくしは多忙の身。お前のように暇ひま人じんではありません。ですから……次で、正しよう真しん正しよう銘めい、最後の勝負にさせていただきますわ。──よろしいかしら？」

「いいも何も、おれに選せん択たく権しはないよ。……今度負けたら二度とこの部室には近づかない」

「ふふふ。どうやら、身みの程ほどはわきまえているようですわね」

　ましゅろんは満足そうに微笑ほほえみながら所定の席に腰を下ろす。

　おれも彼女に続いて対面のパイプ椅い子すに座った。

「陽ひ香か理り、カオル。椎しい名なが負けたときは……わかっているわね？」

「え？　え？」「……むふー？」

「地じ獄ごくのギャルゲー合宿第二段に強制参加よ──っ！　今度はクソゲーのみ、寝ても覚めてもクソゲーだから覚悟しておきなさい！」

「……うえーん」「な、なんですと!?」

「早いところクソゲーの選定をすませないといけないわね（ブツブツ）」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがサイドテーブルに頰ほお杖づえをつき、床ゆかに積つみ上げられたギャルゲーの山を見つめる。

「おー、おー。こりゃまた、古いギャルゲーがそろってるなー」

「……懐なつかしいラインナップです」

　秋あき葉ばさんがビデオカメラをギャルゲーの山に向ける。

　そして対戦そっちのけでサヤカ先輩とクソゲー談だん議ぎを始める。

　……この二人ふたりはどんなときもマイペースだよな。

「何をボサーっとしていますの。早く電源を入れなさいな」

「あ、悪い……」

「ターゲットは前回と同じキャラクターでよろしいかしら？」

「問題ないよ」

　おれは携帯ゲーム機に『School Revolution』をセットし、電源を入れた。

「椎名君、ファイトー」「雄ゆう介すけ！　頑がん張ばるのだー！」

　川かわ野の辺べさんと雪ゆき平ひらがおれの背後に陣取る。

「雄介！　カオルちゃん仕込みの新必殺技をましゅろんにお見み舞まいしてやるのだ！」

　新必殺技。

　そう、おれには秘策がある。

　雪ゆき平ひら仕込み──ではなく、川かわ野の辺べさんの何気ない一言から生まれた秘策だ。

『やっぱりスキップモードにはスキップモードで対抗するしかないよ』

　そんな一言。

　至し極ごくもっともであり、シンプルな結けつ論ろんだった。

　だが、速読未修得のおれには、ましゅろんのように高速で流れていくテキストを瞬しゆん時じに把は握あくすることはできない。『スキップモード読み』は一いつ朝ちよう一いつ夕せきでマスターできる技ではないのだ。

　そこで苦肉の策として……。

　おれはあえて、テキストを『一切読まない』ことにした。

　別に開き直ったわけではない。

『選せん択たく肢し心しん眼がん能力』の直感力の高さに賭かけてみることにしたのだ。

　直感百パーセント。判断材料は提示される選択肢のみ。

　まさに無む謀ぼうな試みと言える。

　しかし──

　徹てつ夜やで特訓を積つんだ結果、おれはかなりの確かく率りつで正しい選択肢を選えらび抜くことができるようになった。『真・選択肢心眼能力』とでも言おうか。ましゅろんに勝つためにはもはやこの能力に頼るしかない。

　……大丈夫。きっと勝てる。

　おれは携帯ゲーム機きを両手で包み込むようにして握りしめた。

「二人ふたりとも、ちょっと待ちなさい」

　と、ここで京きよう子こ先せん輩ぱいがソファーを立ち上がり、

「別のゲームにしましょう」

「……は？」「……え？」「……むふー？」

　言うまでもなく上から順におれ、川野辺さん、雪平のリアクションである。

　……べ、別のゲームって、マジですか。

「椎しい名な？　何を意外そうな顔をしているの？」

「い、いや、だって……」

「この間の対決では新ヒロインをターゲットに選えらんだからフェアな戦いが望めたのよ。こんなの当然の処置じゃない」

「そ、それは……そうですが……」

　ちくしょー！　徹てつ夜やして編あみ出した新必殺技が！　おれの秘策が！　全部、水の泡だよ！

「京子さん、それで？　一体なんのゲームで勝負を？」

　おれの内心での動どう揺ようとは裏腹に、ましゅろんは冷静さを保っていた。

「これにするわ」京子先輩が足元から一本のギャルゲーを拾い上げ、「昨日きのう発売されたばかりの新作、『風ふう花か雪せつ月げつ』。二人にはこのギャルゲーで白黒つけてもらうわ」

「……え？」「……どういうことですの？」

　首をかしげるおれとましゅろん。

　疑問を感じて当然である。

『School Revolution』は対戦モードが用意されている珍しいタイプのギャルゲーなのだ。

　それに対して『風ふう花か雪せつ月げつ』は──おれはまだ未プレイだが──おそらくゲームシステム的には特別凝こったところのない、平へい凡ぼんなビジュアルノベルタイプのギャルゲーのはずだ。

「二人ふたりには『五い十す鈴ず聖せい華かルート』を攻略してもらいます」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが事務的な態度で説明を加える。

　……五十鈴聖華って、たしかメインヒロインだよな。性格は粗そ暴ぼうで、有あり体ていに言えばツンデレタイプ。赤い髪と白いカチューシャが特徴で、見た目からしてきつそうな感じ。

「五十鈴聖華ルートって……まさか!?」

　ましゅろんがツインテールを揺ゆらしながら席から立ち上がる。

　それに続いて他ほかの先輩たちも、

「おいおい、きょーこー。そりゃ、無理な注文だろー」

「……聖華ルートを攻略できる人間はこの世に存在しないと思います」

　攻略できない？　どういうことだ？

「不可能を可能にする！　それがギャルゲーマスターに与えられた使命なのよ！」

「……ムチャクチャですわ」

　ましゅろんが椅い子すに座り直し、肩をすくめる。

「いやー、さすがにバグのあるギャルゲーを攻略するのはなー」

「……無む謀ぼうを通り越して、もはやナンセンスです」

　その後のサヤカ先輩と秋あき葉ばさんの会話から、『風花雪月』が致命的なバグを抱えていることがわかった。どうやらフラグ管理に不備があったようで、メインヒロインの五十鈴聖華ルートにどうやっても入ることができないらしい。その上、メーカーの対応がずさんで、修正パッチが未いまだにアップされておらず、ネット上では非ひ難なんの嵐あらしが吹ふき荒れているのだとか。

「今け朝さ、ＯＨＰを覗のぞいたら４０４だったんだけど、一体どうなってんのかねー？」

「……売り逃げ……だったりして」

「うひー！　そいつはユーザーに対する裏切りだぜー！　まー、たとえ計画倒産だったとしてもさー、せめて修正パッチくらいは用意して欲しいよなー。家庭用のゲーム機きだとＰＣゲームみたいに有志でパッチを作るわけにもいかないんだからさー」

　なんだか大変なことになってるみたいだな。

　計画倒産とは穏おだやかではない。まだそうと決まったわけではないが。

「さあ、二人とも携帯ゲーム機をしまって、テレビの前に移動しなさい」

「本当にやるんですか？」「本当にやるんですの？」

　おれとましゅろんの声が重なる。

「四時間与えるわ。その間に聖せい華かルートに入る方法を見つけなさい。先に聖華ルートに入ることができたほうが勝者よ。──どう？　わかりやすいでしょう？」

「……たしかにシンプルですけど」

　バグのあるゲームを攻略しろだなんて、無む理り難なん題だいを押しつけているとしか思えない。

　攻略対象外のサブキャラを攻略しろと言っているのと大差ない。

「京きよう子こさん？　質問よろしいかしら？」

「言ってみて」

「もし……わたくしも、彼も、四時間という制限時間内に聖華ルートに入ることができなかった場合はどうするんですの？」

「そのときはしょうがないわ。他ほかのゲームで勝負をつけましょう。バグのないゲームでね」

「……なるほど。わかりましたわ」

　ましゅろんが携帯ゲーム機きを座っていた椅い子すの上に置き、テレビのほうへ移動する。

　渋しぶ々しぶといった感じではあるが、京子先せん輩ぱいの提案を受け入れたようだ。

「マジでやんのか……」

　おれもましゅろんのあとに続き、テレビの前に場所を移した。こんなの勝負として成立しないだろ、と内心で愚ぐ痴ちりつつ、ゲーム機にディスクをセットする。

「……ふんっ……」

　タイトル画面を眺めていると、隣となりのましゅろんが悪態をついた。

「こんなマイナーなギャルゲー。攻略できなくたって……誰だれも困りませんわ……」

　おれは彼女のその一言で目が覚めた。

　──誰も困らない？　今のは……ちょっと不用意な発言じゃないのか？

　たしかに『風ふう花か雪せつ月げつ』はましゅろんが言うようにメジャーなギャルゲーではないだろう。

　でも、このゲームの発売を心待ちにしていたギャルゲーユーザーは全国に少なからずいるはずだ。『漆しつ黒こくラバー』の発売を心の底から待ち望んでいた先輩たちのような、熱ねつ狂きよう的てきなファンが、マニアックなファンが、このゲームにだってきっとついているはず。そんな人たちの期待を無視して、「誰も困らない」と少数派を簡かん単たんに切り捨てる。ギャルゲーの攻略サイトを運営する人間がそんなことを言っていいのだろうか？

　そうか。雪ゆき平ひらはましゅろんのこういう一面を指して、『横おう暴ぼう』と言っていたんだな。

　……なるほどな。たしかに京子先輩とは大違いだ。

　──これは負けられないな。……いや、負けたくない。

　致命的なバグを抱えているという五い十す鈴ず聖華ルート。

　こうなったら意地でも攻略してやろう。

　おれは決意を胸にスタートボタンを力強く押し込んだ。




　プレイ開始直後──

「基本は選せん択たく肢しとマップ移動か……」

　ゲームシステムはそれほど複ふく雑ざつではないようだ。

　この『風ふう花か雪せつ月げつ』は学園ファンタジー風ふうの世せ界かい観かんで、前作のように複ふく雑ざつなＳＦ要素は組み込まれていない。個性的な文体は相変わらずだが、今回は万人向けの作風に寄せてある。

「雄ゆう介すけ！　何をちんたらプレイしているのだ！　もっと飛ばせ！」

「……耳元で騒さわぐな。気が散るだろ」

「ましゅろんを見ろ！　早くも『スキップモード読み』を多用しているのだ！　雄介もスキップモードを使え！」

「だからうるさいっての」

　まとわりついてくる雪ゆき平ひらを手で追い払いつつ、ゲーム画面に集中する。

　与えられた猶ゆう予よは四時間。どのヒロインも個別ルートに入るまでの時間はだいたい二時間程度という話だから、雪平が言うようにのんびりテキストを読んでいる暇ひまはない。

　少しでも早くテキストを読み進めなければならないが──

「椎しい名な君？　スキップモードは使わないの？」

「うん。最初のうちは止やめておくよ。まずはゲームシステムを理解したいから」

　というか、できればスキップモードは使いたくない。

　ましゅろんも使っているのだから、堂々と使えばいいじゃないか、という意見もあるだろうが、同じ戦法で攻めるのはなんだか癪しやくだし、それにバグありのギャルゲーを攻略しているのだから、細部にまで目を光らせるべきだ、と個人的にはそう思うのだ。

「アホ雄介！　ゲームシステムなんてどうでもいいのだ！　カオルちゃん直じき伝でんの『スーパースキップ読み』を使えばあっという間にクリアーなのだ！」

「勝手に命名すんな。しかもダサいし」

「何を言うか！　カオルちゃんはセンスの塊かたまりだぞ！　ダサいのは雄介のほうなのだ！」

　やかましいったらありゃしない。どうにかならんのかこいつは。




　プレイ開始から一時間半後──

「ここで終わりか」

　順じゆん調ちように攻略できているように思えたのだが、突然、主人公の悪友が家に押しかけてきて、「おれとあっちの世界に旅立とうぜ！」となんの前フリもなく、ホモ達エンドで幕切れ。どうやらバッドエンド。聖せい華かルートには入れなかったらしい。

「……ミスはなかった……よな？」

　なかったと思う。なかったはずだ。

　だけど、念のため他ほかの選せん択たく肢しの組み合わせも試ためしておいたほうがいいだろう。

　……バグなのかおれのミスなのかたしかめようがないし。

「椎しい名な君どう？　攻略できそう？」

「うーん、どうかな……」

　攻略できるか否かはともかく──一つわかったことがある。

　ヒロインの好感度を上げる方法だ。

　これには大おお雑ざつ把ぱに言って二つの方法がある。

　一つは放ほう課か後ごのマップ移動で目当てのヒロインの『日常イベント』を発生させること。

　もう一つはストーリーの本筋である、『重要イベント』を発生させることなのだが、これを発生させるためには共通ルート（昼間に起きる全ヒロイン共通のイベント）で、攻略したいヒロインに寄った選択肢をチョイスする必要がある。この『重要イベント』は毎日発生するわけではないのだが、発生した場合は放課後のマップ移動はキャンセルされる。

　バッドエンドとなった初回プレイでは『日常イベント』が十回、『重要イベント』が五回、合わせて十五回のイベントが発生した。仮にどちらのイベントも好感度の変数が一ポイントずつ上昇するのだとすれば、単純にイベントの回数を足して、十五ポイント。そして聖せい華かルートに入るためには十六ポイント以上を稼かせがなければならない、ということになる。

　……だが、最善を尽くした結果が十五ポイントだとしたら──

　もうおれにはどうすることもできない。

　通してプレイしてみてなんとなく思ったのだが……。

　もしかしたら先せん輩ぱいたちが言う致命的なバグとはこのことではないだろうか？




　プレイ開始から三時間後──

「雄ゆう介すけ！　手が止まっているぞ！　何をもたもたしているのだ！」

「……そんなこと言われたって」

　悪友とのホモ達エンド後、セーブ＆ロードを駆く使しして、あらゆる選択肢の組み合わせを試してみたが、どうやっても聖華ルートには入ることができなかった。

　好感度の変数を十六ポイント以上にする方法──

　今のところ、その解決策は見つかっていない。

　タイムリミットまで残り一時間。

　ましゅろんも頭を抱えているようなので、このまま何事もなく時間が過ぎれば、勝負は引き分けに終わるだろう。だが、おれが事前に対策を講こうじていたのは『School Revolution』だけなので、このあと他のゲームで勝負となったとき、果たしてましゅろんと対等に渡り合えるかどうか……正直言って自信がない。

「雄介？　わかっているのか？」

「……何がだよ？」

「雄ゆう介すけがましゅろんに敗北したら、カオルちゃんと陽ひ香か理りは地じ獄ごくのギャルゲー合宿に強制参加なのだぞ!?　カオルちゃんたちの命運がかかっているのだぞ──っ!?」

「お前、昨日きのうと言ってることが違うじゃねーか！　そんなに我わが身が大事か！」

「当然なのだ！　自分が一番可愛かわいいのだ！」

「この自己中女がああああ！」

　アイアンクローの刑に処するべく、雪ゆき平ひらの頭を片手でつかむ。

「痛いのだ！」「知るか！」「雄介は酷ひどい男なのだ！」「うっせえ！」「このままでは雄介に犯されてしまうのだ！」「誤解を招くようなことを言うな！」

　ゲームのプレイを中断し、別のプレイに流れていると、

「ありゃりゃー。仲間割れとなー。あちらさんはチームワーク皆無ですなー」

「……それにしても地味な戦いです。これが少年漫まん画がだったら打ち切り間違いなしです」

「まー、やってることはギャルゲーの攻略だからなー。しかも、バグゲーだしー」

「……おまけに二人ふたりとも進展なしですし」

　つまんねーなー、と言いながらサヤカ先せん輩ぱいが雑誌を広げる。

　秋あき葉ばさんも退屈なのか、窓の外にビデオカメラを向けたりしている。

「──二人とも。残り五十分を切ったわよ」

　そのとき、窓まど際ぎわに立っている京きよう子こ先輩が残り時間を告つげた。

　京子先輩は対戦開始直後からずっと硬い表情を維持し続けている。

　不ふ機き嫌げんというよりは神妙といった感じ。

　きっと──

　この勝負に負けたら、二度と京子先輩の笑顔えがおを見ることは叶かなわないだろう。

　川かわ野の辺べさんと雪平が味方になってくれて、こうして再び部室に戻ってこられたけど、ましゅろんとの勝負に負けたら、今度こそ全すべてを失ってしまう。

　Ｇ研の部室が、この空間が、おれの居場所ではなくなってしまうのだ。

　なんとか活路を見み出いださなければ……。

「……ん？」

　無む意い識しきのうちにボタンを押していたのだろう、いつの間にかシーンが切り替かわっており、四日目に発生する聖せい華かの『重要イベント』が始まっていた。

「……あ、あれ？」

「むふー？　雄介、どうしたのだ？」

「……いや、今なんか……」

　おかしい。何かがおかしい。

　だけど、それを言葉で具体的に説明することはできない。

「今のところもう一度……」

　おれはシステムメニューを呼び出し、このイベントが始まる直前のセーブデータからロードした。さっき抱いた違和感が、攻略のヒントに繫つながるとはとても思えないが、窮きゆう地ちに立たされたおれには他ほかに選せん択たく肢しが残されていなかった。藁わらにもすがる思いで飛びついたのだが──




　プレイ開始から三時間半後──

「雄ゆう介すけ？　さっきから何をやっているのだ？」

「………………」

「おい、雄介！　返事をするのだ！　しかばねか!?　しかばねなのか!?」

「ちょっと黙だまっててくれ。もう少しで何かつかめそうなんだ……」

　四日目に発生する聖せい華かの『重要イベント』のある場面で違和感を覚えたおれは、その違和感の正体を探るため、セーブ＆ロードを繰くり返していた。

「おー？　しーながマジ顔になってるぞー？」

「ふん、どうせ虚きよ勢せいですわ」サヤカ先せん輩ぱいの言葉にましゅろんが反応する。「こんなもの改造でもしない限り、聖華ルートに入るのは不可能ですわ」

「雄介!?　あんなこと言われてるぞ!?　ここは暴ぼう力りよくに訴えてもいいんじゃないのか!?」

「……だから静かにしろって」

　外野の声をシャットアウトしてゲームに集中する。

　約束の四時間まであとわずかだ。もう一秒だって無む駄だにできない。




　さらに十分後──

「……この立ち絵の変化……やっぱり……」

　一いつ瞬しゆんの閃ひらめき。

　取っかかりが見つかるとそこからは早かった。

　残り時間が十五分となったところで、先ほど抱いた違和感がある予感へと変わった。

　そして、その五分後には予感が確かく信しんへと変わり──

「あ、あれ？」

　最初に気づいたのは川かわ野の辺べさんだった。

　続いて雪ゆき平ひらが、「むふー？」と変な声を上げ、

「お、おい、凜りん？　聖華がスクール水着に着替えるイベントなんてあったっけ？」

「……初めて見る立ち絵です。……まさか、聖華ルートに入った……？」

「な、なんだってええー!?」

　サヤカ先輩が川野辺さんと雪平を押しのけて前に出ようとする。

「しー、しーな！　マジかー!?　マジで聖華ルートに入ったのかー!?」

「……う、噓うそに決まっていますわ……」

　否定しつつも、サヤカ先せん輩ぱいの肩越しにゲーム画面を覗のぞき込もうとするましゅろん。

「ま、まさか……そんな……」

　次の瞬しゆん間かん、ましゅろんの目に映ったのは、この場にいる誰だれもが初めて見るイベントＣＧ。スクール水着姿の聖せい華かがプールサイドに腰かけ、プールの水を蹴けり上げているシーンだった。

「…………っ」

　直後、ましゅろんは絶句。顔面蒼そう白はくになり、言葉を失ってしまった。

「──椎しい名な」

　長い間があったあと、京きよう子こ先輩がゆっくりとソファーから立ち上がり、

「どうやって聖華ルートに入ったのか、一から説明してちょうだい」

　硬い表情を維持したままおれに解説を求めてきた。

「わかりました」

　おれは事務的に頷うなずき、現在の状況をセーブした。

「まずこのシーンを見てください」

　十数個のセーブデータの中から四日目の朝のセーブデータをロードする。

　スキップモードで問題のシーンまでテキストを読み飛ばし、

「画面が切きり替かわって……ここです。なぜか聖華の立ち絵が制服じゃなくて私服になってますよね？　一瞬だけですけど」

「んー？　ただのスクリプトミスじゃないのかー？」とサヤカ先輩。

「おれも最初はそう思ったんですけど、実はそうじゃなかったんです。いや、ミスはミスなんですけど……えっと、つまり、このシーンの聖華ってどっちかっていうと私服じゃないとおかしいんですよ。立ち絵が制服姿になっているのが間違いなんです」

「ほー、それで？」

　サヤカ先輩が先を促うながす。その背後で、雪ゆき平ひらとましゅろんが、「だからなんなのだ（なんなのよ）」とつぶやいているのが聞こえる。……雪平よ、お前は一体どっちの味方なんだ。

「ちょっと待ってください。もう一度、直前のセーブデータをロードします」

　おれは問題のシーンまで再びスキップし、

「ここで画面が暗転して、シーンが切り替わりますよね？　ここって一見すると、主人公と聖華が学校から自宅に移動しただけのように思えるんですけど……。でも、このあと、旅行中のはずの主人公の姉が普通に出てくるんですよ。初日の聖華の『日常イベント』の中で、『明日あしたから三日間家を空けるから』って、姉と会話をするシーンがあるんですけど、もし三泊四日の旅行なら、四日目の放ほう課か後ごに姉が出てくるのはおかしいんですよ。だから、このシーンは日をまたいでいないと変なんです。見み逃のがしやすいところですけど。ただ、テキストには時間の経過に関する描写はないので、これだけではなんとも言えなくて……」

「何が言いたいのかよくわからないけど、その推測が正しいとしたら、たしかに聖せい華かが制服姿なのはおかしいわね。四日目以降は夏休みに入るから学校には行かなくていいわけだし」

「そうなんですよ。だからこの『重要イベント』は四日目と五日目、二日間を要するイベントだと推測できるんです」

「……しかし、このゲームには日にちの概がい念ねんがありません。曜よう日びの概念はありますが、四日目以降は京きよう子こが今言ったように夏休みに入るので、それもわからなくなります。ですから、その『重要イベント』が二日がかりで発生しているとは……断定できないのでは？」

　秋あき葉ばさんが理り路ろ整せい然ぜんとした言葉でおれの推測に揺ゆさぶりをかけてきた。

「それはですね──」

　おれは予あらかじめ用意しておいたセーブデータを急いでロードし、

「四日目の『重要イベント』を発生させた場合と発生させなかった場合の二通りをプレイすればたしかめられます。日にちにズレが生じるはずなので。『日常イベント』は順番とか関係なく、日にちによって発生するイベントが決まっているので……おれの推測が正しければ、前者では六日目のイベントが、後者では五日目のイベントが発生することになります。……で、実際やってみると──」

「あー、椎しい名な君の言った通りだー」

　川かわ野の辺べさんがパチパチパチと笑顔えがおで手を叩たたく。

　一方、もう一人ひとりの味方である雪ゆき平ひらは、

「雄ゆう介すけ？　種明かしはまだか？　カオルちゃんが短気なのは知っているだろう？」

　そう言ってギャルゲー雑誌を重ねて両手で持ち上げようとする。

「回りくどい説明になってしまいましたね……」

　おれは雪平ではなく、先せん輩ぱいたちのほうを見ながら説明を続けた。

「これはたぶんましゅろんさんもわかっていると思うんですけど、聖華ルートに入るためには最低でも好感度の変数が十六ポイント必要で……あ、十六ポイントってのはおれが適当に数字をあてはめて計算した数値です」

「……十五日目の夜にバッドエンドを迎えますし、おそらくその計算で合っていますわ」

　ましゅろんが珍しくおれの考えに賛さん同どうを示す。

　だが、すぐに反はん論ろんの態勢に入り、

「……ですが！　どう足あ搔がこうとも、十五ポイントが限界のはずですわ！」

「うん。おれも最初はそう思ったよ。……でもね」

　おれはここで少し間を置き、内心で結けつ論ろんの言葉を整理した。

　そして──

「さっき説明した二日がかりで発生する『重要イベント』を回かい避ひすることができれば──余分に一日行動できるから、好感度の変数を一ポイント多く得ることができるんだよ」

「……なっ!?」

　ましゅろんが口を半開きにさせて身体からだを硬直させる。

　残りの五人は、「「「「「おおおー！」」」」」と口をそろえて驚おどろきの声を上げた。

「あれー？」

　が、その直後、サヤカ先せん輩ぱいが疑問の声を上げ、

「でもさー、あの『重要イベント』って必ひつ須すイベントなんじゃないのかー？」

「おれもそう思ったんですけど……実際、この方法で聖せい華かルートに入れましたからね……」

　最後の難なん関かんはまさにそれだった。

　このイベントをスキップすると、明らかにその後のストーリーに矛む盾じゆんが起きてしまう。

　そもそも、ストーリーの核心に関かかわるこの手の『重要イベント』は、回かい避ひしてしまうと個別ルートに入れない……もしくは回避できないように設定されている。──このいずれかのケースがほとんどなのだが──

　最後の最後で……バグに救われた。

　もし、この『重要イベント』が好感度の上昇とは無関係に、必ず見るべき『必須イベント』に設定されていたら、この方法では聖華ルートに入ることはできなかったはずだ。

　こういうのをなんて言うんだっけ。

　身から出た錆さび？　因いん果が応おう報ほう？　……いや、なんか違うな……。

　まあ、それはともかく──




「どちらが真のギャルゲーマスターに相応ふさわしいか……これではっきりしたわね」
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　喜びを表現しようとその場から立ち上がると、先に京きよう子こ先輩が言葉を発した。

「ましゅろん。あなたの負けよ」

「くっ……」

　表情を歪ゆがませ悔くやしそうにうつむくましゅろん。

「椎しい名なはたった一ヶ所の立ち絵の不備から、攻略の糸口をつかんだ。それに対して、ましゅろん。あなたは時間短たん縮しゆくのためにスキップモードを多用した。……たしかにあなたは飛び抜けたスピードでギャルゲーを攻略することができるわ。──でも、よく考えてみて？」

　京子先輩はましゅろんの顔を覗のぞき込みながら話を続ける。

「スキップモード中は、キャラクターの立ち絵や背景、ＢＧＭや効果音……そしてそれらを組み合わせた各種演出をじっくり楽しむことができないのよ！　小説で言えばただページをめくるだけで、肝心の中身を読み飛ばすようなもの。……つまり、真の意味でギャルゲーを堪たん能のうしたことにはならない──っ！」

　犯人を問い詰める名探偵のようなノリで言い放った。

　──真の意味でギャルゲーを堪たん能のうしたことにはならない。

　たしかにそうだ……。

　おれは京きよう子こ先せん輩ぱいの説得力のある言葉に心の中で同意した。

　一方、ましゅろんは──

　魂たましいが抜けたような顔で、「……その通りですわ」と肩を落とし、

「この勝負……わたくしの負けです」

　プライドの高そうなましゅろんが自みずから負けを認めた。

　彼女はその後しばらく放心していたが、そのうち口を開き、

「ギャルゲーマスター椎しい名な」

　一言、そうつぶやき、おれの顔を見つめてきた。

「約束通り、わたくしが管理する全すべてのサイトをあなたに譲じよう渡といたしますわ」

「いや、その約束は無効だよ」

「どうしてですの？」

「だっておれ、一度キミに負けてるし。今回の勝負でようやく五分だよ」

「五分ではありませんわ」ましゅろんが反はん論ろんに反論で返す。「百パーセントわたくしの負けです。スキップモードに頼っていたわたくしは間違っていたのです。先ほどの京子さんの言葉でようやく目が覚めましたわ。わたくしは……他ほかの攻略サイトに負けないように、誰だれよりも早く攻略情報をアップしようと……ただそれだけのためにギャルゲーを……」

　言葉遣づかいは相変わらずだが表情には悲壮感が漂ただよっていた。

　ましゅろんはさらに続けて、

「わたくしはギャルゲーユーザー失格ですわ。……だから、お前……いえ、あなたにわたくしが管理している攻略サイトを、わたくしの代わりに運営して欲しいのです。ギャルゲーマスター椎しい名な……あなたになら安心して任せられますわ」

「いやいや。おれには無理だって。サイト運営なんてやったことないし」

「じゃ、じゃあ！　カオルちゃんが──む、むふー!?」

　おれは雪ゆき平ひらの口を手で押さえ、京きよう子こ先せん輩ぱいに目で合図を送った。

「ひ、ひううううう!?」

　先輩たちの迅じん速そくな対応により、雪平は部室の外に追い出された。

　静かになったところで、おれはましゅろんに向き直り、

「あのさ、やっぱりおれに管理人は務つとまらないよ」

「……そ、そうですの」

　なぜかがっかりするましゅろん。

　ここまでずっと高圧的に振ふる舞まっていたから変な感じがする。

「その代わり、一つ頼みがあるんだ」

「頼み？　なんですの？」

「さっきおれが解説した『風ふう花か雪せつ月げつ』の攻略法をましゅろんさんの攻略サイトに掲けい載さいしてほしいんだ。きっと攻略できなくて嘆いている人がたくさんいるはずだから」

「──よく言ったわ、椎名！　それでこそギャルゲーマスターよ──っ！」

　それまで硬い表情を維持していた京子先輩がようやく笑顔えがおを見せてくれた。

　その笑顔は間違いなくおれに向けられたもので……。

　──よかった。これで全すべてが元通りだ。

「さーて、聖せい華かルートに入る方法もわかったことだしー！」

「……今日きようは徹てつ夜やで攻略ですね。ヒロインが六人もいるので時間がかかりそうです」

「あれ？　先輩方、聖華以外のヒロインも未攻略なんですか？」

　川かわ野の辺べさんの質問に答えたのは京子先輩で、

「私も凜りんもサヤカも、メインヒロインを一番最初に攻略する主義なのよ」

「そーそー。他ほかのヒロインから先にやっちゃうと、メインヒロインルートのネタバレを食らっちゃうことがあるからさー」

「……聖華は唯ゆい一いつのツンデレキャラなので、どちらにしろ私は先に攻略するつもりでした」

「そういうわけだから──」

　京子先輩がニヤリと笑っておれを見上げ、

「椎しい名な！　地じ獄ごくのギャルゲー合宿第二弾よ！　今日きようは徹てつ夜やで『風ふう花か雪せつ月げつ』をプレイ！　そして明日あした中じゆうに感想文を提出よ！」

「え、でも……おれ、昨日きのうも徹夜で対策を練ねってたから。……ね、ねえ？　川かわ野の辺べさん？」

「……椎名君……」

　川野辺さんが絶望感漂ただよう表情で、「……諦あきらめよう」とつぶやいた。

「さあ、みんな！　私のマンションに場所を移すわよ！　すぐに準備して！」

「…………結局こうなるのね」

　ましゅろんから『ギャルゲーマスター』の称号を取り返し、ホッと胸をなで下ろしたのも束つかの間ま、Ｇ研流の慌あわただしい日常に問答無用で放り込まれてしまった。

　だけど、気分は悪くない。

　いや、それどころか、かつてないほどの高揚感に包まれている。

　だっておれはこういう日常を取り戻したくて──

　そのためにましゅろんとのリベンジに臨のぞんだのだから。

「二日続けて徹夜か。……ま、それも一いつ興きようかな」

　おれはゲーム機きから『風花雪月』のディスクを取り出し、ラベルに描かれた聖せい華かの不敵な笑えみを眺めながら、「ようやく日の目を見るな」と心の内でささやいた。





　忙しないエピローグ







『風花雪月』をコンプリートするために催もよおされた地獄のギャルゲー合宿第二段は翌日の夕方に閉幕となった。合宿中、様さま々ざまなエピソードがあったが、その中でも印象的だったのが、ましゅろんのこの発言だ。

「わたくし、『スキップモード』を封印いたしますわ」

　初心に帰って一本一本じっくりギャルゲーをプレイしたい、と。

　彼女はそう語っていた。

　さらにましゅろんは今後の進退についても語り、Ｇ研とは今後も交流を続けるが、原則として部活動には参加せず、後援という形でＧ研に協力する、と宣言。

　協力させてくれ、ではなく、協力する、という言い方にましゅろんらしさを感じた。




　そして合宿終了後──

　サヤカ先せん輩ぱいと秋あき葉ばさんがましゅろんを駅まで送っている間に、残った四人で、散らかり放題の京きよう子こ先輩のマンションを掃除することになった。

　前回、合宿をサボった雪ゆき平ひらはトイレ掃除と風ふ呂ろ掃除を命じられ四苦八苦。

　おれと川かわ野の辺べさんはリビングを片づけることになった。

「あれ？　京きよう子こ先せん輩ぱいは？」

「書しよ斎さいを掃除するって言ってたよ」

「あ、そうなんだ」

　テーブルの上に積つみ上げられた雑誌とギャルゲーの山を一つ一つ崩くずしていく。

　お互い、二に徹てつしているので、交かわされる言葉はごくわずかだった。

　ところがしばらくして……。

「ねえ、椎しい名な君」

　黒いごみ袋に不必要なものを詰め込んでいると川野辺さんが声をかけてきた。

「……ん、どうしたの」

　おれは作業を続けながら言葉だけで対応する。

　そんなにたいした用事ではないだろう、と思ったのだが、

「一昨日おとといのことなんだけど……」

「ん？　一昨日？」

　それってもしかしてメイド喫きつ茶さでのことかな？

　おれが推測を口にすると、

「うん」川野辺さんは小さく頷うなずき、「実を言うとね、あのとき、メイド喫茶に駆かけ込む椎名君を最初に見つけたのって京子先輩だったの」

「……え、そうなの？」

「う、うん。それでね……私とカオルちゃんが椎名君を追ってメイド喫茶に向かったのは京子先輩に『追いかけなさい！』って命令されたからなの」

「……え」

「どんな手を使ってでも椎名君を部室に連れてこいって。たしかそんな命令だった」

「京子先輩がそんなことを？」

「うん。京子先輩、椎名君が部室に来なくなってからずっとご機き嫌げん斜めだったの。最初の何日かは、『椎名は必ず戻ってくるわ』って言ってたんだけど、一向に椎名君が現れないから、たぶん痺しびれを切らしたんだと思う」

「……そっか」

　なんの連絡もないから、てっきり見捨てられたものと思っていたけど……。

　京子先輩……おれのこと心配してくれていたんだ。

「あ、あのね、椎名君」

　川野辺さんがモジモジしながらおれのことを見つめている。

　どうしたの？　と言葉を返すと、

「京きよう子こ先せん輩ぱいに椎しい名な君を連れ戻すように命令されたのは事実だけど。……そ、その、椎名君と一いつ緒しよにギャルゲーを作りたいって言ったのは、椎名君をその気にさせるための演技とかじゃなくて、私の本心だから。……ほ、本当だよ？」

「い、いや、疑ってないよ。あのときの川かわ野の辺べさん……すごく真剣だったから」

「……そ、そうだった……？」

　川野辺さんが両手で顔を覆おおい隠かくしながら後ずさる。

　直後、二人ふたりの間に沈ちん黙もくの天使が舞まい降りた。

　窓から差し込む夕ゆう陽ひのせいでリビングは蜂はち蜜みつ色いろに染そまっていた。

　気まずい雰囲気を打破したのは川野辺さんのほうで、

「わ、私！　カオルちゃんの様よう子す見てくる！」

　そう言ってパタパタとスリッパを鳴らしながらリビングを飛び出していく。

　一人ひとり取り残されたおれは、ふぅ、と深いため息を吐つき出した。

　──ガチャ。

　次の瞬しゆん間かん、入れ違いに京子先輩がリビングに入ってきた。

　掃除中だからか、京子先輩は髪の毛を後ろで一つにまとめていた。

　こういう髪型を見たのは初めてだ。ちょっと新しん鮮せんな気分。

「あら？　陽ひ香か理りはどこに行ったの？」

「雪ゆき平ひらがサボっていないか監かん視ししに行きました。リビングはだいたい片づいたので」

　適当にフォローしておいた。

　リビングの掃除があらかた終わったのは間違いではない。

「ふーん、そう」

　別に川野辺さんに用があるわけではないらしい。

　京子先輩は、「椎名。ちょっとこっちに」とおれを手招きしつつ、リビングのソファーに腰を下ろした。おれは、なんですか、と返しながらごみ袋の口をぎゅっと閉じる。

「椎名、喜びなさい。ましゅろんが、椎名が考案した『風ふう花か雪せつ月げつ』の攻略情報を一晩でまとめてくれて……。ほら、サイトにもすでにアップロードされているわよ」

「え？　それ本当ですか？」

　おれは慌あわてて京子先輩の側そばに駆かけ寄った。

　テーブルの上のノートパソコンを先輩の肩越しに覗のぞき込むと、

「……あれ？」

「何、素すっ頓とん狂きような声を出しているのよ。もっと喜んだらどうなの？」

「……え、いや、だって……」

　おれは画面上の気になるキーワードを指さし、




『情報提供者　ギャルゲーマスター椎しい名な』




「どうしておれの名前が──っ!?　匿とく名めいにしてくれって、頼んだのに──っ！」

「椎名、落ち着きなさい。この程度のことでうろたえるなんてみっともないわよ」

　京きよう子こ先せん輩ぱいがマウスを操そう作さし、別のページを開く。

　そこは某ぼう有名なネット掲示板で──





４４４ 名前 ギャルゲーマスター椎名 投稿日 20XX/08/0X 04:03:42 ID:GMS

　致命的なバグを抱えた『風ふう花か雪せつ月げつ』ですが、バグを回かい避ひする方法を発見したので──






「ましゅろんがね、攻略情報を広めるためにはネット上の他ほかの掲示板も利用したほうがいいって言うから、私と凜りんで、有名な掲示板に手当たり次第、攻略情報を書き込んだのよ」

「──う、うわああああ！　またおれの名前が！」

　正せい確かくにはおれの名前ではなく、おれのあだ名……称号なのだが。

　いや、そんなことはどうでもいい。

　このままでは『ギャルゲーマスター椎名』の名が一人ひとり歩きしてしまう。





４４５ 名前 名無しさんたちの午前 投稿日 20XX/08/0X 04:05:12 ID:GGG

　ギャルゲーマスター椎名って誰だれだよ？

４４６ 名前 名無しさんたちの午前 投稿日 20XX/08/0X 04:06:40 ID:MMM

　なんか知らんが神キター！　ありがたやー、ありがたやー！

４４７ 名前 名無しさんたちの午前 投稿日 20XX/08/0X 04:07:09 ID:SSS

　ギャルゲーマスター椎名最高や！　修正パッチなんか最初からいらなかったんやー！






　もう手遅れのような気もするが……。

「ところで椎名？」

「……なんでしょうか」

「そろそろ教えてくれてもいいんじゃない？」

「は？　なんの話ですか？」

「しらばっくれないの」京子先輩はおれの額ひたいを指で押さえ、「今回のましゅろんとの激げき闘とうで新たな能力が開花したはずよ。そしてその新たな能力によって究極のギャルゲーを作るためのヒントを得たはず。──ねえ、そうでしょう？　そのはずよねぇ？」

「……いえ、残念ながら……特に収しゆう穫かくは……」

「な、なんですってえええ──!?」

　京きよう子こ先せん輩ぱいが絶叫しながら鬼おにの形ぎよう相そうでおれを睨にらみつける。

「あれだけの死し闘とうを繰くり広げておきながら……収しゆう穫かくゼロですって？」

「死闘って……」

　つーか、京子先輩がおれにましゅろんをけしかけた真の目的ってそれか！

「ふふ、ふふふふ、ふふふふふっ！」

　京子先輩が不気味に微笑ほほえみながらノートパソコンを乱らん暴ぼうに閉じ──

　そしてソファーの上に飛び乗り、

「地じ獄ごくのギャルゲー合宿！　第三弾！　──の始まり始まり～！」

「え？　え？　ええええええ？」

「さあ、椎しい名な！　今夜もクソゲーのディナーを存分に味わうといいわ！」

　またクソゲーですか！　せめて名作でお願ねがいしますよ！

　二に徹てつですよ？　二日も寝てないんですよ？　それなのに……それなのに！

　──昨日きのうもギャルゲー、今日きようもギャルゲー、そしてきっと明日あしたも──

　ギャルゲーまみれの青春は続く。






　　　あとがき。




　お久しぶりです。作者の周す防おうツカサです。

　まずは土ど下げ座ざを（額ひたいを地面にこすりつけながら）。

　一巻から半年以上も間が開いてしまいました。言い訳はしません。全すべては私の不徳の致すところです。一巻が発売されたころ、すでに二巻の原稿は完成に近づきつつあったのですが、編へん集しゆうさんと話し合った結果、全部ボツにして最初から書き直す、ということになり、結局、上じよう梓しまでに通常の二倍近い時間がかかってしまいました（これを言い訳という）。




　そういえば、私はプロであるにもかかわらず、年に一度くらいの頻ひん度どで、死ぬほどつまらない原稿を無自覚に書いてしまうことがあります。いつだったか担当のＭさんに「この世に存在する小説の中でもっともつまらない」と遠回しに言われたことがあったのですが、さすがにそのときは「歩くマゾヒスト」と呼ばれるこの私も危き機き感かんを抱かずにはいられませんでした。こりゃいかん！　とその日の夜はパソコンにしがみついてキーボード叩たたきまくりましたね。ただ「歩くマゾヒスト」の異名は伊だ達てではなく、危機感を抱きつつも、「フヒヒ」と喜色を浮かべていたようでして……。やはり叩けば叩くほど埃ほこりが……ではなく、嬉うれしい悲鳴を上げてしまう体質なのでしょう。生きつ粋すいのマゾヒスト。被ひ虐ぎやく趣しゆ味みの変態小説家。この雄おす豚ぶたが！　と罵ののしられても、「ブ、ブヒー！」と望み通りのリアクションで応こたえてしまう、一流のマゾヒスト（お前が目指す一流はそこじゃないだろ）。……きっと担当氏も、私のこの特殊体質を見抜いていたのでしょうね。つまり、「この世に存在する小説の中でもっともつまらない」という言葉は私のやる気を引き出すための噓うそだったのです。噓だったのです！　……さ、さすがＭさんだぜ。




　そんなわけで、最後に謝しや辞じを。

　担当編集の三み木きさん、土つち屋やさん、今回も大変お世話になりました。鞭むちを打つのも一苦労な馬だとは思いますが、今後ともガンガン鞭を打って（×１０）、私の隠された才能を……秘められし真の力を引き出してくださいませ。服を脱いで四よつん這ばいになって待ってます。

　素す晴ばらしいイラストで私のモチベーションをマックスまで引き上げてくださった、彩さえ季きなおさん。お疲れさまでした。担当さん経由で頂いたイラストは全て印刷してファイリングしております。これを開けばたちまち仕事の能率が上がる……という魔ま法ほうのようなファイルです（非売品です）。

　また、本書の制作の過程に携たずさわった皆様、この場を借りてお礼を申し上げます。

　それではまた次の巻でお会いしましょう。


二〇一〇年九月　周防ツカサ＠非売品のファイルを開きつつ
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周す防おうツカサ

細かすぎて伝わらないギャルゲーあるあるネタその２。共通ルートが異常に長いギャルゲーの場合、個別ルート以前のシナリオをもっとも楽しむことができるのは一周目に限られるので、その結果、誰を最初に攻略するかで悩み、最終的に無難にメインヒロインを選ぶ。

……そんな感じ。
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彩さえ季きなお

埼玉県在住のしがない会社員絵描きです。僕もギャルゲーマスターになって大量の積みゲーを素早く消化したいです！
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周す防おうツカサ
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